
 

 

「障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

（仮 称
かしょう

）骨 格
こっかく

提 言
ていげん

素案
そあん

」（平成
へいせい

23年
ねん

7月
がつ

26日
にち

提案
ていあん

） 

に対
たい

する追加
ついか

・修 正
しゅうせい

・削 除
さくじょ

等
とう

意見
いけん

 

 

Ⅰ－２ 障 害
しょうがい

（者
もの

）の範囲
はんい

  

【表 題
ひょうだい

】法
ほう

の対 象
たいしょう

規定
きてい

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 

Ⅰ－３ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

） 

【表 題
ひょうだい

】支 給
しきゅう

決 定
けってい

のしくみ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

【表 題
ひょうだい

】サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

【表 題
ひょうだい

】「障 害
しょうがい

」の確 認
かくにん

について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １６ 

【表 題
ひょうだい

】支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８ 

【表 題
ひょうだい

】協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２ 

【表 題
ひょうだい

】合議
ごうぎ

機関
きかん

の設置
せっち

と機能
きのう

について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２４ 

【表 題
ひょうだい

】不服
ふふく

申 立
もうしたて

について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２７ 

その他
た

意見
いけん

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２９ 

Ⅰ－４ 相 談
そうだん

支援
しえん

 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３０ 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の設置
せっち

と果
は

たすべき機能
きのう

について ・・・・・・・・・・・・４０ 

【表 題
ひょうだい

】本 人
ほんにん

（及
およ

び家族
かぞく

）をエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

するシステム
し す て む

について・・・・・・・４８ 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の理念
りねん

と役 割
やくわり

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５２ 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の研 修
けんしゅう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５４ 

 

Ⅰ－５ 権利
けんり

擁護
ようご

 

【表 題
ひょうだい

】サービス
さ ー び す

に関
かん

する苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

のためのサポート
さ ぽ ー と

 ・・・・・・・・・・・・５５ 

【表 題
ひょうだい

】入 院
にゅういん

・入 所 者
にゅうしょしゃ

への権利
けんり

擁護
ようご

制度
せいど

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・５７ 

【表 題
ひょうだい

】モニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６０ 

その他
た

意見
いけん

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６１ 

 

Ⅰ－６ 支援
しえん

体 系
たいけい

 

【表 題
ひょうだい

】支援
しえん

体 系
たいけい

について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６４ 

＜A．全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みで提 供
ていきょう

される支援
しえん

＞ 

総 合
そうごう

福 祉
ふくし

部 会
ぶかい

 第
だい

17 回
かい

 

H23.8.9 資 料
しりょう

５ 



 

 

 

１．就 労
しゅうろう

支援
しえん

について 

【表 題
ひょうだい

】就 労
しゅうろう

支援
しえん

の仕組
し く

みの総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

における位置
い ち

づけ・・・・・・・・・・７０ 

 

２． 日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

について（①デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーの 創 設
そうせつ

、②短期
たんき

入 所
にゅうしょ

（ショートステイ
し ょ ー と す て い

）・日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

等
とう

） 

【表 題
ひょうだい

】①デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーについて・・・・・・・・・・・・・・・・７７ 

【表 題
ひょうだい

】②日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

、短期
たんき

入 所
にゅうしょ

（ショートステイ
し ょ ー と す て い

）について・・・・・・・・８０ 

３．居 住
きょじゅう

支援
しえん

サービス
さ ー び す

について 

【表 題
ひょうだい

】グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

の制度
せいど

について・・・・・・・・・・・・・・８１ 

  

４．個別
こべつ

生 活
せいかつ

支援
しえん

について（①パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

の創 設
そうせつ

、②居 宅
きょたく

介護
かいご

【身 体
しんたい

介護
かいご

・家事
か じ

援 助
えんじょ

】、③移動
いどう

介護
かいご

【移動
いどう

支援
しえん

・行 動
こうどう

援護
えんご

・同 行
どうこう

援護
えんご

】） 

【表 題
ひょうだい

】①重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

の発 展 的
はってんてき

継 承
けいしょう

によるパーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

制度
せいど

 

の創 設
そうせつ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８４ 

【表 題
ひょうだい

】②居 宅
きょたく

介護
かいご

（身 体
しんたい

介護
かいご

・家事
か じ

援 助
えんじょ

）の改 善
かいぜん

 ・・・・・・・・・・・・８６ 

【表 題
ひょうだい

】③移動
いどう

介護
かいご

（移動
いどう

支援
しえん

、行 動
こうどう

援護
えんご

、同 行
どうこう

援護
えんご

）の個別
こべつ

給付化
きゅうふか

 ・・・・・８７ 

 

５．コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

及
およ

びガイド
が い ど

コミュニケート
こ み ゅ に け ー と

支援
しえん

について 

【表 題
ひょうだい

】コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

及
およ

びガイド
が い ど

コミュニケート
こ み ゅ に け ー と

支援
しえん

 

について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８９ 

 

６．補
ほ

装具
そうぐ

・日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

サービス
さ ー び す

について 

【表 題
ひょうだい

】補
ほ

装具
そうぐ

・日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

サービス
さ ー び す

について・・・・・・・・・・・・・・・９２ 

 

７．相 談
そうだん

支援
しえん

について 

「相 談
そうだん

支援
しえん

」の項
こう

参 照
さんしょう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９３ 

 

＜B．地域
ちいき

の実 情
じつじょう

に応
おう

じて提
てい

供
きょう

される支援
しえん

＞ 

８．市 町 村
しちょうそん

独自
どくじ

支援
しえん

について 

【表 題
ひょうだい

】市 町 村
しちょうそん

独自
どくじ

支援
しえん

について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９４ 

 



 

 

 

＜C．支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

を機能
きのう

させるために必 要
ひつよう

な事項
じこう

＞ 

９．医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の拡 充
かくじゅう

について 

【表 題
ひょうだい

】医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の拡 充
かくじゅう

について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９７ 

 

１０．日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

における定 員
ていいん

の緩和
かんわ

等
とう

について 

【表 題
ひょうだい

】日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

の定 員
ていいん

の緩和
かんわ

等
とう

について・・・・・・・・・・・・・・１００ 

 

１１．日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

への通 所
つうしょ

保 障
ほしょう

について 

【表 題
ひょうだい

】日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

への通 所
つうしょ

保 障
ほしょう

について・・・・・・・・・・・・・・１０１ 

 

１２．グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

での生 活
せいかつ

を支
ささ

える仕組
し く

みについて 

【表 題
ひょうだい

】グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

での生 活
せいかつ

を支
ささ

える仕組
し く

みについて・・・・・・・・・・１０２ 

 

１３．グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

、暮
く

らしの場
ば

の設置
せっち

促 進
そくしん

について 

【表 題
ひょうだい

】グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

、暮
く

らしの場
ば

の設置
せっち

促 進
そくしん

について・・・・・・・・・１０３ 

 

１４．一 般
いっぱん

住 宅
じゅうたく

やグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

への家賃
やちん

補助
ほじょ

について 

【表 題
ひょうだい

】グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

への家賃
やちん

補助
ほじょ

等
とう

について ・・・・・・・・・・・・・１０６ 

 

１５．他
ほか

分野
ぶんや

との役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

・財 源
ざいげん

調 整
ちょうせい

 

【表 題
ひょうだい

】シームレス
し ー む れ す

な支援
しえん

と他
ほか

分野
ぶんや

との役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

・財 源
ざいげん

調 整
ちょうせい

・・・・・・・１０７ 

その他
た

意見
いけん

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０８ 

Ⅰ－７ 利用者
りようしゃ

負担
ふたん

 

【表 題
ひょうだい

】利用者
りようしゃ

負担
ふたん

について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１０ 

【表 題
ひょうだい

】自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

の利用者
りようしゃ

負担
ふたん

について・・・・・・・・・・・・・・・・１１６ 

その他
た

意見
いけん

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１７ 

 

Ⅰ－８ 報 酬
ほうしゅう

と人 材
じんざい

確保
かくほ

 

【表 題
ひょうだい

】報 酬
ほうしゅう

と人 材
じんざい

確保
かくほ

の基本
きほん

理念
りねん

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１９ 

【表 題
ひょうだい

】事 業
じぎょう

報 酬
ほうしゅう

における基本的
きほんてき

方 針
ほうしん

と水 準
すいじゅん

・・・・・・・・・・・・・・１２１ 

【表 題
ひょうだい

】報 酬
ほうしゅう

の支払
しはら

い方 式
ほうしき

について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２２ 



 

 

 

【表 題
ひょうだい

】人 材
じんざい

確保
かくほ

施策
しさく

における基本的
きほんてき

視点
してん

・・・・・・・・・・・・・・・・・１２４ 

【表 題
ひょうだい

】福祉
ふくし

従 事 者
じゅうじしゃ

の賃 金
ちんぎん

における基本的
きほんてき

方 針
ほうしん

と水 準
すいじゅん

・・・・・・・・・・１２５ 

【表 題
ひょうだい

】「人 材
じんざい

育 成
いくせい

」について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２６ 

  

Ⅰ－９ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

 

【表 題
ひょうだい

】地域
ちいき

生 活
せいかつ

を営
いとな

む上
うえ

で必 要
ひつよう

な社 会
しゃかい

資源
しげん

の整備
せいび

 ・・・・・・・・・・・１２９ 

【表 題
ひょうだい

】自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

（社 会
しゃかい

資源
しげん

の有機的
ゆうきてき

連 携
れんけい

と地域
ちいき

福祉
ふくし

の向 上
こうじょう

）・・・ １３４ 

【 表 題
ひょうだい

】地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

を 重 点 的
じゅうてんてき

に 進
すす

めるための 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

の 役 割
やくわり

【Ｐ】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３７ 

 

Ⅰ－１０ 地域
ちいき

移行
いこう

 

【表 題
ひょうだい

】「地域
ちいき

移行
いこう

」の法定化
ほうていか

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３８ 

【表 題
ひょうだい

】「地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

１０カ年
かねん

戦 略
せんりゃく

」（仮 称
かしょう

）における 

地域
ちいき

移行
いこう

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４２ 

【表 題
ひょうだい

】「地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

１０カ年
かねん

戦 略
せんりゃく

」（仮 称
かしょう

）における 

地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

計 画
けいかく

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４４ 

【表 題
ひょうだい

】施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４６ 



 

- 1 - 

 

全 般
ぜんぱん

に対
たい

する意見
いけん

 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪理由
りゆう

≫ 

 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

（仮 称
かしょう

）骨 格
こっかく

提 言
ていげん

素案
そあん

をまとめていただきありがとうございま

す。 

 「支 給
しきゅう

決 定
けってい

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

）素案
そあん

」と「相 談
そうだん

支援
しえん

 素案
そあん

」の組
く

み立
た

ては、もう尐
すこ

し

相互
そうご

信 頼
しんらい

に基
もと

づく単 純
たんじゅん

にしていただきたい。 

 １部
ぶ

においての不信感
ふしんかん

が全 体
ぜんたい

を覆
おお

っている。 

 それから、センタ
せ ん た

ーや機関
きかん

の設置
せっち

が多
おお

いのでは。 

 相 談
そうだん

支援
しえん

が 市 町 村
しちょうそん

直 営
ちょくえい

から 事 業 者
じぎょうしゃ

委託
いたく

となっている 弊 害
へいがい

を指摘
してき

しないまま

重 層
じゅうそう

構 成
こうせい

にしていると考
かんが

えます。 

 肢体
したい

不自由児者
ふじゆうじしゃ

の場合
ばあい

、出 生
しゅっしょう

時
とき

に病 院
びょういん

のケースワーカ
け ー す わ ー か

ーが、療 育
りょういく

時
とき

は地域
ちいき

や学 校
がっこう

の

ケースワーカ
け ー す わ ー か

ーが相 談
そうだん

相手
あいて

となっています。 

 相 談
そうだん

支援
しえん

の項
こう

では、中 途
ちゅうと

障 害
しょうがい

や後 天 性
こうてんせい

障 害
しょうがい

の方
かた

を中 心
ちゅうしん

に構
こう

成
せい

されている。 

先 天 性
せんてんせい

障 害
しょうがい

の場合
ばあい

の相 談
そうだん

支援
しえん

を児童
じどう

福祉法
ふくしほう

に委
ゆだ

ねるのであればその旨
むね

書
か

き込
こ

んでい

ただきたい。 

  

【山
やま

本
もと

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

全 体
ぜんたい

を通
とお

して 

≪内 容
ないよう

≫ 

法
ほう

の理念
りねん

、目 的
もくてき

、範囲
はんい

が示
しめ

されていないので各 論
かくろん

の根 拠
こんきょ

が分
わ

かりにくく議論
ぎろん

が困 難
こんなん

 

 

Ⅰ－２ 障 害
しょうがい

（者
もの

）の範囲
はんい

  

【表 題
ひょうだい

】法
ほう

の対 象
たいしょう

規定
きてい

 

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ-2障 害
しょうがい

（者
もの

）の範囲
はんい

 

【表 題
ひょうだい

】法
ほう

の対 象
たいしょう

規定
きてい
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・1ページ
ぺ ー じ

 

5行
ぎょう

～8行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

（修 正
しゅうせい

案
あん

） 

この法 律
ほうりつ

において障 害 者
しょうがいしゃ

とは、障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

（改 正
かいせい

案
あん

）第
だい

２条
じょう

１号
ごう

に規定
きてい

する者
もの

とする。 

≪理由
りゆう

≫ 

上 位 法
じょういほう

である障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

（現 在
げんざい

国 会
こっかい

で審 議 中
しんぎちゅう

の改 正
かいせい

案
あん

）に合
あ

わせるべきであ

る。 

あえて異
こと

なる規定
きてい

にする場合
ばあい

は、その理由
りゆう

を【説 明
せつめい

】欄
らん

に記載
きさい

するべきである。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

障 害
しょうがい

（者
もの

）の範囲
はんい

 

 【表 題
ひょうだい

】法
ほう

の対 象
たいしょう

規定
きてい

 

 【結 論
けつろん

】 

2ページ
ぺ ー じ

 23行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

追加
ついか

 

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の負担
ふたん

は、本 人
ほんにん

の応
おう

能
のう

負担
ふたん

とする。 

≪理由
りゆう

≫ 

現 在
げんざい

は、２０歳
さい

になるまで、使用
しよう

しているサービス
さ ー び す

の費用
ひよう

は、親
おや

の所 得
しょとく

を基 準
きじゅん

に算
ざん

出
だ

されていることを解 消
かいしょう

するため。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ｉ－２ 障 害
しょうがい

（者
もの

）の範囲
はんい

 

【表 題
ひょうだい

】法
ほう

の対 象
たいしょう

規定
きてい

 

【結 論
けつろん

】第 一 項
だいいちこう

 

ルビ
る び

1ページ
ぺ ー じ
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≪内 容
ないよう

≫ 

【結 論
けつろん

】第 一 項
だいいちこう

は、下記
か き

のとおり「知的
ちてき

障 害
しょうがい

」を明記
めいき

した記 述
きじゅつ

とすべき。 

（修 正
しゅうせい

） 

この法 律
ほうりつ

において、障 害 者
しょうがいしゃ

とは、身 体
しんたい

障 害
しょうがい

、知的
ちてき

障 害
しょうがい

、精 神
せいしん

障 害
しょうがい

その他
た

の心 身
しんしん

の

機能
きのう

の障 害
しょうがい

がある者
もの

であつて、障 害
しょうがい

及
およ

び社 会 的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

により継 続 的
けいぞくてき

に日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

又
また

は社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

に相 当
そうとう

な制 限
せいげん

を受
う

ける状 態
じょうたい

にあるものをいう。 

 

≪理由
りゆう

≫ 

障 害
しょうがい

の定義
ていぎ

について、関 係 法
かんけいほう

とは異
こと

なる記 述
きじゅつ

とする合理的
ごうりてき

な理由
りゆう

は見出
みいだ

せない。また、

素案
そあん

の他
ほか

項 目
こうもく

においては障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

改 正
かいせい

案
あん

と同 様
どうよう

の定義
ていぎ

も見
み

られることからも

（例
れい

：Ⅰ－４相 談
そうだん

支援
しえん

）、知的
ちてき

障 害
しょうがい

も列記
れっき

するかたちで記 述
きじゅつ

するのが適 当
てきとう

と考
かんが

える。 

障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

を列記
れっき

しつつ、いわゆる「社 会
しゃかい

モデル
も で る

」的
まと

な考
かんが

え方
かた

を示
しめ

す障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

改 正
かいせい

案
あん

の記 述
きじゅつ

が適 当
てきとう

ではないか。 

 

【岡部
おかべ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

障 害
しょうがい

（者
もの

）の範囲
はんい

 １ページ
ぺ ー じ

 

「法
ほう

の対 象
たいしょう

規定
きてい

」 

【結 論
けつろん

】 ６・７行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

下線
かせん

部分
ぶぶん

のように追加
ついか

修 正
しゅうせい

 

…日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

又
また

は社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

に制 限
せいげん

を受
う

けるため、この法
ほう

に定
さだ

める支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）

を必 要
ひつよう

とする者
もの

をいう。 

≪理由
りゆう

≫ 

包 括 的
ほうかつてき

な障 害 者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

に該 当
がいとう

する者
もの

すべてがこの法
ほう

（サービス法
さ ー び すほ う

）の対 象 者
たいしょうしゃ

では

ないため。 

 

【小田島
おだじま

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ―２ 障 害
しょうがい

（者
もの

）の範囲
はんい

 

  【表 題
ひょうだい

】法
ほう

の対 象
たいしょう

規定
きてい
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１ページ
ぺ ー じ

 結 論
けつろん

 

≪内 容
ないよう

≫ 

「障 害 者
しょうがいしゃ

」とは、身 体 的
しんたいてき

または「知的
ちてき

」「精 神 的
せいしんてき

」な障 害
しょうがい

などを有
ゆう

する者
もの

、という

風
かぜ

に変
か

えてほしい。 

 

【小野
お の

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ-2 障 害
しょうがい

(者
もの

)の範囲
はんい

 1ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

障 害
しょうがい

と障 害 者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

を分
わ

ける。 

○障 害
しょうがい

とは、身 体 的
しんたいてき

または精 神 的
せいしんてき

な機能
きのう

障 害
しょうがい

(慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

に伴
ともな

う機能
きのう

障 害
しょうがい

を含
ふく

む)

であり、その機能
きのう

障 害
しょうがい

と環 境
かんきょう

に起因
きいん

する障 壁
しょうへき

との相互
そうご

作用
さよう

により、日 常 的
にちじょうてき

又
また

は社 会
しゃかい

生 活 上
せいかつじょう

の制 限
せいげん

をいう。 

○障 害 者
しょうがいしゃ

は、前 項
ぜんこう

の障 害
しょうがい

を有
ゆう

するものをいう。 

○障 害 児
しょうがいじ

…(現 行
げんこう

のまま) 

≪理由
りゆう

≫ 

障 害
しょうがい

と障 害 者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

を分
わ

けることで、障 害
しょうがい

に対
たい

する施策
しさく

と障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

する施策
しさく

を

定義
ていぎ

することができると考
かんが

えたから。 

 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１－２障 害
しょうがい

（者
もの

）の範囲
はんい

 

【表 題
ひょうだい

】法
ほう

の対 象
たいしょう

規定
きてい

 

【結 論
けつろん

】 

○障 害 者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

を次
つぎ

のように定
さだ

める 

（１ページ
ぺ ー じ

） 

≪内 容
ないよう

≫ 

この法 律
ほうりつ

において障 害 者
しょうがいしゃ

とは、身 体
しんたい

障 害
しょうがい

、知的
ちてき

障 害
しょうがい

、精 神
せいしん

障 害
しょうがい

その他
た

の心 身
しんしん

の

機能
きのう

の障 害
しょうがい

がある者
もの

であって、障 害
しょうがい

及
およ

び社 会 的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

（事物
じぶつ

、制度
せいど

、慣 行
かんこう

、観 念
かんねん

等
とう

）

により継 続 的
けいぞくてき

に日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

、社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

に相 当
そうとう

な制 限
せいげん

を受
う

ける状 態
じょうたい

にあるもの。 

（上 記
じょうき

のとおり差
さ

し替
か

え） 
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≪理由
りゆう

≫ 

骨 格
こっかく

提 言
ていげん

案
あん

では、「知的
ちてき

」の表 記
ひょうき

が削
けず

除
じょ

されている。知的
ちてき

障 害
しょうがい

については、精 神 的
せいしんてき

な機能
きのう

障 害
しょうがい

に含
ふく

まれるとの結 論
けつろん

に至
いた

ったと思
おも

われるが、わが国
くに

においてこのような

解 釈
かいしゃく

は確 立
かくりつ

されていない。 

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

利用者
りようしゃ

の約
やく

半 数
はんすう

を占
し

める知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

が法
ほう

の対 象
たいしょう

であることを

イメージ
い め ー じ

できる定義
ていぎ

としたほうが良
よ

い。  

また、このたびの障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

改 正
かいせい

案
あん

において、障 害 者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

が見直
みなお

されているこ

とから、この定義
ていぎ

を用
もち

いるべきである。（１－４の相 談
そうだん

支援
しえん

ではこの定義
ていぎ

が用
もち

いられてい

る。） 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

【結 論
けつろん

】 

○障 害 児
しょうがいじ

の定義
ていぎ

を次
つぎ

のように定
さだ

める 

（１ページ
ぺ ー じ

） 

≪内 容
ないよう

≫ 

全 文
ぜんぶん

削 除
さくじょ

 

≪理由
りゆう

≫ 

障 害 児
しょうがいじ

施策
しさく

については児童
じどう

福祉法
ふくしほう

で行
おこな

うこととされている。 

新 法
しんぽう

の制 定
せいてい

に合
あ

わせて、障 害 児
しょうがいじ

支援
しえん

の居 宅
きょたく

介護
かいご

や短期
たんき

入 所
にゅうしょ

事 業
じぎょう

も児童
じどう

福祉法
ふくしほう

に

位置
い ち

づけるべきである。 

児童
じどう

福祉法
ふくしほう

など関 連
かんれん

する法 律
ほうりつ

との整 合 性
せいごうせい

については「Ⅲ関 連
かんれん

するその他
た

の法 律
ほうりつ

との

関 係
かんけい

」において整理
せいり

するべき。 

 

【野原
のはら

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

1－2 障 害
しょうがい

（者
もの

）の範囲
はんい

 

【表 題
ひょうだい

】法
ほう

の対 象
たいしょう

規定
きてい

 

１ページ
ぺ ー じ

 障 害 者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

機能
きのう

障 害
しょうがい

（難治性
なんちせい

慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

とそれに伴
ともな

う機能
きのう

障 害
しょうがい

を含
ふく

む）…に補正
ほせい

する 
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≪理由
りゆう

≫ 

難治性
なんちせい

慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

は、罹患
りかん

していること自体
じたい

が「障 害
しょうがい

」であり、それは、社 会 的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

がなくても「日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

又
また

は社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

に制 限
せいげん

を受
う

ける」からであり、機能
きのう

障 害
しょうがい

の説 明
せつめい

（下
した

から 6行 目
ぎょうめ

以降
いこう

）では、心 身
しんしん

機能
きのう

の「全部
ぜんぶ

または一部
いちぶ

の喪 失
そうしつ

」を表
あらわ

すとしている。

この点
てん

の整 合 性
せいごうせい

から、補正
ほせい

することが必 要
ひつよう

である。 

 

【三
み

浦
うら

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ-２ 障 害
しょうがい

（者
もの

）の範囲
はんい

 

【表 題
ひょうだい

】法
ほう

の対 象
たいしょう

規定
きてい

 

1ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

全 体
ぜんたい

を通
つう

じて、障 害 者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

の統
とう

一
いつ

を図
はか

るべきである。 

また、「機能
きのう

障 害
しょうがい

」の概 念
がいねん

を明 確
めいかく

にすべきである。 

≪理由
りゆう

≫ 

「法
ほう

の対 象
たいしょう

規定
きてい

」で定
さだ

める障 害 者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

と、他
ほか

の項 目
こうもく

（支 給
しきゅう

決 定
けってい

と相 談
そうだん

支援
しえん

の

箇所
かしょ

）で示
しめ

されている障 害 者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

が異
こと

なるところがあるため、全 体
ぜんたい

を通
つう

じて、

障 害 者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

の統
とう

一
いち

を図
はか

る必 要
ひつよう

がある。 

また、定義
ていぎ

において、「機能
きのう

障 害
しょうがい

」とあるが、それは誰
だれ

がどのように判 断
はんだん

するのだろう

か。 

一
いち

社 会
しゃかい

モデル
も で る

として考
かんが

えるならば、機能
きのう

障 害
しょうがい

ではなく、「○○等
とう

に起因
きいん

する機能
きのう

及
およ

び

日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

・社 会
しゃかい

生 活 上
せいかつじょう

の制 約
せいやく

・障 害
しょうがい

のある人
ひと

」などと表 現
ひょうげん

すべきではないだろ

うか。 

（その判 定
はんてい

は、第 一
だいいち

次
つぎ

に医師
い し

による診 断
しんだん

、第二
だいに

に相 談
そうだん

支援
しえん

職
しょく

によるアセスメント
あ せ す め ん と

、

第 三
だいさん

に当 人
とうにん

による申 告
しんこく

、によって判 断
はんだん

できると考
かんが

える。）総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

検 討
けんとう

の第 1

の目 標
もくひょう

である制度
せいど

の谷間
たにま

を生
う

まない表 記
ひょうき

を追 求
ついきゅう

すべきである。 
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Ⅰ－３ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

） 

【表 題
ひょうだい

】支 給
しきゅう

決 定
けってい

のしくみ 

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ-3 支 給
しきゅう

決 定
けってい

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

） 

【表 題
ひょうだい

】支 給
しきゅう

決 定
けってい

のしくみ 

・3ページ
ぺ ー じ

 

 ・同ページ
どうぺーじ

【結 論
けつろん

】の①関 連
かんれん

 

≪内 容
ないよう

≫ 

（意見
いけん

） 

支 給
しきゅう

決 定
けってい

の申 請
しんせい

に際
さい

し、成 年
せいねん

後 見
こうけん

制度
せいど

等
とう

をより使
つか

いやすくする仕組
し く

みが必 要
ひつよう

 

≪理由
りゆう

≫ 

・現 状
げんじょう

、意思
い し

表 示
ひょうじ

の困 難
こんなん

な障 害 者
しょうがいしゃ

に関
かん

し、代理人
だいりにん

ではない家族
かぞく

等
とう

が本 人
ほんにん

に代
か

わっ

て申 請
しんせい

する事例
じれい

も散 見
さんけん

されるため。 

 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ-3 支 給
しきゅう

決 定
けってい

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

） 

【表 題
ひょうだい

】支 給
しきゅう

決 定
けってい

のしくみ 

・3ページ
ぺ ー じ

 

 ・同ページ
どうぺーじ

【結 論
けつろん

】の④関 連
かんれん

 

≪内 容
ないよう

≫ 

（意見
いけん

） 

申 請 前
しんせいまえ

に一 般 的
いっぱんてき

に行
おこな

われる事前
じぜん

協 議
きょうぎ

と申請後
しんせいご

の「協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

」の関 係
かんけい

が不明
ふめい

 

申
しん

請 書
せいしょ

の標 準
ひょうじゅん

処理
しょり

期間
きかん

には、協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

に要
よう

する時間
じかん

を盛
も

り込
こ

むのか。 

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ-3 支 給
しきゅう

決 定
けってい

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

） 

 【表 題
ひょうだい

】支 給
しきゅう

決 定
けってい

のしくみ   
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≪内 容
ないよう

≫ 

（意見
いけん

） 

 グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

を除
のぞ

き、居 住 地
きょじゅうち

特 例
とくれい

を廃止
はいし

する。 

≪理由
りゆう

≫ 

  現 状
げんじょう

、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

利用者
りようしゃ

等
とう

は、居 住 地
きょじゅうち

特 例
とくれい

により、現
げん

に暮
く

らしている市 町 村
しちょうそん

ではなく、元
もと

の居 住 地
きょじゅうち

市 町 村
しちょうそん

が相 談
そうだん

、サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

を行
おこな

うこととなっている。 

 このため、現 実
げんじつ

に地域
ちいき

に暮
く

らす 障
しょう

がいのある方 々
かたがた

の状 態
じょうたい

に即
そく

した計 画
けいかく

作 成
さくせい

、

サービス
さ ー び す

基盤
きばん

の整備
せいび

、人 材
じんざい

育 成
いくせい

を行
おこな

う上
うえ

で支 障
ししょう

が生
しょう

じている。 

このことから、利用者本
りようしゃぼん

位
くらい

の新
あら

たな制度
せいど

構 築
こうちく

のため、 障
しょう

がい福祉
ふくし

計 画
けいかく

などを真
まこと

に

地域
ちいき

のニーズ
に ー ず

に基
もと

づき策 定
さくてい

し、必 要
ひつよう

なサービス
さ ー び す

基盤
きばん

の整備
せいび

、人 材
じんざい

の確保
かくほ

を図
はか

ることが

できるようにするためには、居 住 地
きょじゅうち

特 例
とくれい

は廃
はい

止
よ

すべきである。 

 なお、サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

資源
しげん

が集 中
しゅうちゅう

している市 町 村
しちょうそん

に過度
か ど

の負担
ふたん

が生
しょう

じることがないよ

う、サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

状 況
じょうきょう

に応
おう

じた財 源 的
ざいげんてき

な保 証
ほしょう

が不可欠
ふかけつ

である。 

  

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－３ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

）素案
そあん

 

 【説 明
せつめい

】 

３ページ
ぺ ー じ

 1行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

修 正
しゅうせい

 現 在
げんざい

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の 

≪理由
りゆう

≫ 

誤字
ご じ

 

  

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

３ページ
ぺ ー じ

 下
した

から３行 目
ぎょうめ

 

市 町 村
しちょうそん

行 政
ぎょうせい

職 員
しょくいん

のＯＪＴ（研 修
けんしゅう

体 制
たいせい

）の充 実
じゅうじつ

が必 要
ひつよう

である。 

≪内 容
ないよう

≫ 

追加
ついか

 

数 年
すうねん

で交
こう

替
たい

する市 町 村
しちょうそん

行 政
ぎょうせい

職 員
しょくいん

のＯＪＴ（研 修
けんしゅう

体 制
たいせい

）の充 実
じゅうじつ

が必 要
ひつよう

である。 
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≪理由
りゆう

≫ 

約
やく

３年 間
ねんかん

で交
こう

替
たい

する現 状
げんじょう

を明示
めいじ

する。 

  

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－３ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

） 

【表 題
ひょうだい

】支 給
しきゅう

決 定
けってい

のしくみ 

【結 論
けつろん

】① 

ルビ
る び

5ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

【結 論
けつろん

】①の末尾
まつび

に下記
か き

の一 文
かずふみ

を加
くわ

える 

（修 正
しゅうせい

） 

なお、支援
しえん

を求
もと

める者
もの

は、そのサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

の策 定
さくてい

にあたり、必 要
ひつよう

に応
おう

じて

当事者
とうじしゃ

相 談 員
そうだんいん

または相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の支援
しえん

を受
う

けることができる。 

≪理由
りゆう

≫ 

177回
かい

常 会
じょうかい

にて審 議 中
しんぎちゅう

の障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

改 正
かいせい

案
あん

においては、障 害 者
しょうがいしゃ

やその家族
かぞく

から

の相 談
そうだん

に応
おう

ずる責 任
せきにん

を国
くに

・地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

に位置
い ち

づけており、生 活
せいかつ

の基盤
きばん

を支
ささ

える

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の支 給
しきゅう

においても、その相 談
そうだん

支援
しえん

および意志
い し

決 定
けってい

支援
しえん

が明 確
めいかく

に位置
い ち

づけ

られるべきと考
かんが

えるため。 

 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－３ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

） 

【表 題
ひょうだい

】支 給
しきゅう

決 定
けってい

のしくみ 

【結 論
けつろん

】 

ルビ
る び

5ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

【結 論
けつろん

】の最後
さいご

に下記
か き

の一 文
かずふみ

を加
くわ

える。 

（追加
ついか

） 

⑦ 上 記
じょうき

の 支 給
しきゅう

決 定
けってい

プロセス
ぷ ろ せ す

は、 日 常 的
にちじょうてき

な支援者
しえんしゃ

、当事者
とうじしゃ

によるピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

（エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

事 業
じぎょう

）の 充 実
じゅうじつ

、 相 談
そうだん

支援
しえん

システム
し す て む

の 充 実
じゅうじつ

や 市 町 村
しちょうそん

における

ニーズアセスメント
に ー ず あ せ す め ん と

能 力
のうりょく

の向 上
こうじょう

が図
はか

られたことが確 認
かくにん

しつつ、段 階 的
だんかいてき

に実施
じっし

する。 
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≪理由
りゆう

≫ 

【説 明
せつめい

】の中
なか

でも「新
あら

たな支 給
しきゅう

決 定
けってい

の仕組
し く

みの前 提
ぜんてい

」として、「障 害
しょうがい

のある本 人
ほんにん

の

自己
じ こ

決 定
けってい

支援
しえん

の 抜 本 的
ばっぽんてき

な 強 化
きょうか

」「 日 常 的
にちじょうてき

な支援者
しえんしゃ

、当事者
とうじしゃ

によるピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

（エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

事 業
じぎょう

）の 充 実
じゅうじつ

、 相 談
そうだん

支援
しえん

システム
し す て む

の 充 実
じゅうじつ

」、 市 町 村
しちょうそん

における

「ニーズアセスメント
に ー ず あ せ す め ん と

能 力
のうりょく

の向 上
こうじょう

」が指摘
してき

されている。これらの課題
かだい

が解
かい

決
けっ

されないま

ま新
あら

たな支 給
しきゅう

決 定
けってい

プロセス
ぷ ろ せ す

を導 入
どうにゅう

すれば市 町 村
しちょうそん

現場
げんば

での混 乱
こんらん

を招
まね

き、ひいては

障 害
しょうがい

のある人
ひと

へ著
いちじる

しい不利益
ふりえき

となる（特
とく

に自身
じしん

で支援
しえん

ニーズ
に ー ず

を的 確
てきかく

に伝
つた

えることが難
むずか

しい人
ひと

にとっては死活
しかつ

問 題
もんだい

である）。 

まず必 要
ひつよう

なことは、体 制
たいせい

整備
せいび

や研 修
けんしゅう

の拡 充
かくじゅう

による人 材
じんざい

育 成
いくせい

など上 記
じょうき

の前 提
ぜんてい

を満
み

たすための取
と

り組
く

みであり、全市
ぜんし

町 村
ちょうそん

でこれらが確保
かくほ

された後
あと

、新
あら

たな支 給
しきゅう

決 定
けってい

プロセス
ぷ ろ せ す

を導 入
どうにゅう

すべきと考
かんが

える。 

 

【小野
お の

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ-3 支 給
しきゅう

決 定
けってい

(選 択
せんたく

と決 定
けってい

) 3ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

結 論
けつろん

の 1項
こう

を以下
い か

のようにする。 

○障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

認 定
にんてい

を廃
はい

止
よ

したうえで、支 給
しきゅう

決 定
けってい

のプロセス
ぷ ろ せ す

は、原 則
げんそく

以下
い か

のとおり

とする。 

≪理由
りゆう

≫ 

自立
じりつ

支援法
しえんほう

及
およ

び障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

の廃止
はいし

を明 確
めいかく

に言 及
げんきゅう

する。 

 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１－３支 給
しきゅう

決 定
けってい

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

） 

【表 題
ひょうだい

】支 給
しきゅう

決 定
けってい

の仕組
し く

み 

【結 論
けつろん

】 

 ○支 給
しきゅう

決 定
けってい

のプロセス
ぷ ろ せ す

は、原 則
げんそく

以下
い か

のとおりとする。 

（３ページ
ぺ ー じ

） 

≪内 容
ないよう

≫ 

① に追加
ついか
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なお、そのサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

の策 定
さくてい

にあたり、相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の支援
しえん

を受
う

けることが

できる。 

③市 町 村
しちょうそん

は、本 人
ほんにん

（相 談
そうだん

支援事
しえんこと

業 者
ぎょうしゃ

・支援者
しえんしゃ

を含
ふく

む）が策 定
さくてい

したサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

について、市 町 村
しちょうそん

のガイドライン
が い ど ら い ん

に基
もと

づき、ニーズアセスメント
に ー ず あ せ す め ん と

を行
おこな

う。 

④申 請
しんせい

の内 容
ないよう

が、支 給
しきゅう

ガイドライン
が い ど ら い ん

の水 準
すいじゅん

を超
こ

える場合
ばあい

又
また

は、本 人
ほんにん

が希望
きぼう

する場合
ばあい

、

市 町 村
しちょうそん

は、本 人
ほんにん

（相 談
そうだん

支援事
しえんこと

業 者
ぎょうしゃ

・支援者
しえんしゃ

を含
ふく

む）と協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

を行
おこな

い、その内 容
ないよう

に従
したが

って、支 給
しきゅう

決 定
けってい

をする。 

（下線
かせん

部分
ぶぶん

を追加
ついか

） 

≪理由
りゆう

≫ 

様 々
さまざま

な情 報
じょうほう

を理解
りかい

し、自
みずか

らの意思
い し

を決 定
けってい

する過程
かてい

に支援
しえん

を必 要
ひつよう

とする知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

の

支 給
しきゅう

決 定
けってい

には、ケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

の視点
してん

が欠
か

くことのできない要 件
ようけん

である。 

ソーシャルワーク的
そ ー し ゃ る わ ー く て き

な役 割
やくわり

を担
にな

う相 談
そうだん

支援
しえん

が軽視
けいし

されているように受
う

け取
と

れるので、

配 慮
はいりょ

して欲
ほ

しい。 

10ページ
ぺ ー じ

の（２）－②の「特 定
とくてい

相 談
そうだん

」との整 合 性
せいごうせい

を図
はか

る必 要
ひつよう

がある。 

 

【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

● ３頁
ぺいじ

 

Ⅰ－３ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

） 

 【表 題
ひょうだい

】支 給
しきゅう

決 定
けってい

のしくみ 

  の前
まえ

に一 枠
いちわく

を加
くわ

える 

≪内 容
ないよう

≫ 

 【表 題
ひょうだい

】支 給
しきゅう

決 定
けってい

のありかた 

 しくみの【説 明
せつめい

】欄
らん

の５～９行 目
ぎょうめ

を上 記
じょうき

の 【結 論
けつろん

】に移
うつ

して独 立
どくりつ

させた上
うえ

で

の修 正
しゅうせい

。 

 原 文
げんぶん

「新
あら

たな支 給
しきゅう

決 定
けってい

にあたっての基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

については、①支援
しえん

を必 要
ひつよう

と

する障 害
しょうがい

のある本 人
ほんにん

（及
およ

び家族
かぞく

）の生 活
せいかつ

と意向
いこう

を基本
きほん

とすること、②その地域
ちいき

での他
ほか

の者
もの

との平 等
びょうどう

を基礎
き そ

として、必 要
ひつよう

な支 給 量
しきゅうりょう

が確保
かくほ

されること、③一 定
いってい

程度
ていど

の標 準 化
ひょうじゅんか

が諮
はか

られ、公 平 性
こうへいせい

、透 明 性
とうめいせい

があること、④申 請
しんせい

から決 定
けってい

までわかりやすく、スムーズ
す む ー ず

なものであること、とする。」 

↓ 

「新
あら

たな支 給
しきゅう

決 定
けってい

にあたっての基本的
きほんてき

なあり方
かた

は、①支援
しえん

を必 要
ひつよう

とする障 害
しょうがい

のある
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本 人
ほんにん

（及
およ

び家族
かぞく

）の意向
いこう

、その人
ひと

が望
のぞ

む暮
く

らし方
かた

を最 大 限
さいだいげん

尊 重
そんちょう

することを基本
きほん

とす

ること②他
た

の者
もの

との平 等
びょうどう

を基礎
き そ

として、当 該
とうがい

個人
こじん

の個別
こべつ

事 情
じじょう

に即
そく

した必 要
ひつよう

十 分
じゅうぶん

な

支 給 量
しきゅうりょう

が保 障
ほしょう

されること、③一 定
いってい

程度
ていど

の標 準 化
ひょうじゅんか

が諮
はか

られ、透 明 性
とうめいせい

があること、④

申 請
しんせい

から決 定
けってい

までわかりやすく、スムーズ
す む ー ず

なものであること、とする。」 

≪理由
りゆう

≫ 

・現 在
げんざい

の素案
そあん

は、プロセス論
ぷ ろ せ すろ ん

に終 始
しゅうし

している。 

 一 応
いちおう

ガイドライン
が い ど ら い ん

のありかたには内 容 面
ないようめん

に触
ふ

れられていても、それでは新 法
しんぽう

自体
じたい

が

支 給
しきゅう

決 定
けってい

の内 容
ないよう

を規定
きてい

するものには成
な

りえない。 

 そもそも「支 給
しきゅう

決 定
けってい

」とは、障 害 者
しょうがいしゃ

の公 的
こうてき

支援
しえん

を受
う

ける権利
けんり

の内 容
ないよう

に他
ほか

ならず、

新 法
しんぽう

で支 給
しきゅう

決 定
けってい

の内 容 面
ないようめん

での重 要
じゅうよう

事項
じこう

に触
ふ

れることが不可欠
ふかけつ

であり、それは、

プロセス論
ぷ ろ せ すろ ん

より前
まえ

に来
く

るべき。 

  そのあり方
かた

としては、本 人
ほんにん

の自己
じ こ

決 定
けってい

の尊 重
そんちょう

が第 一
だいいち

であることを明記
めいき

しておかな

いと、行 政 側
ぎょうせいがわ

の都合
つごう

が優 先
ゆうせん

されてしまい新 法
しんぽう

の意義
い ぎ

が没 却
ぼっきゃく

される。「本 人
ほんにん

の生 活
せいかつ

」

が先
さき

に来
く

ると意味
い み

が不明確
ふめいかく

。 

 ②で、「その地域
ちいき

での」は削 除
さくじょ

。 

 そうしないと、たとえば支 給 量
しきゅうりょう

が極
きわ

めて低
ひく

い地
ち

域 内
いきない

での、お互
たが

いの平 等
びょうどう

という論理
ろんり

で結 局
けっきょく

ひどい扱
あつか

いが正当化
せいとうか

されることは目
め

に見
み

えている。 

 単
たん

に「平 等
びょうどう

を基礎
き そ

として必 要
ひつよう

な支 給 量
しきゅうりょう

」との表 現
ひょうげん

も極
きわ

めて危険
きけん

である。 

 行 政
ぎょうせい

窓 口
まどぐち

では「うちでは他
ほか

の人
ひと

はこの支 給 量
しきゅうりょう

でみなさん我慢
がまん

しています。行 政
ぎょうせい

で

は平 等
びょうどう

な扱
あつか

いが大 切
たいせつ

です。」として常
つね

に権利
けんり

が押
お

さえつけられて、人 間
にんげん

らしい暮
く

らし

が出来
で き

ていない現 実
げんじつ

を痛
つう

切
きり

に反 省
はんせい

する新 法
しんぽう

でなくてはならない。 

 「公 平 性
こうへいせい

」も同 様
どうよう

の文 脈
ぶんみゃく

で使
つか

い古
ふる

されてきた概 念
がいねん

であり、使
つか

わないほうが無難
ぶなん

。 

 第一次
だいいちじ

、第二次
だいにじ

鈴木
すずき

訴 訟
そしょう

の東 京
とうきょう

地裁
ちさい

判 決
はんけつ

等
とう

も参 考
さんこう

に、個人
こじん

の個別
こべつ

事 情
じじょう

に即
そく

した

必 要
ひつよう

十 分
じゅうぶん

な支 給 量
しきゅうりょう

が支 給
しきゅう

決 定
けってい

において保 障
ほしょう

されることを新 法
しんぽう

で明記
めいき

するべきで

ある。  
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Ⅰ－３ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

） 

【表 題
ひょうだい

】サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

について 

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

【表 題
ひょうだい

】サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

について 

4ページ
ぺ ー じ

 

・同ページ
どうぺーじ

【結 論
けつろん

】の部分
ぶぶん

 

≪内 容
ないよう

≫ 

（意見
いけん

） 

14ページ
ぺ ー じ

の本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

との関 係
かんけい

が不明
ふめい

。 

≪理由
りゆう

≫ 

・現 行 法 上
げんこうほうじょう

のサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

も障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

全 般
ぜんぱん

を見据
み す

えて作 成
さくせい

されるもので

あり、両 者
りょうしゃ

の関 係
かんけい

が不明
ふめい

 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

【表 題
ひょうだい

】サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

について 

【説 明
せつめい

】 

4ページ目
ぺ ー じ め

 ４行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

追加
ついか

 

もしくは、本 人
ほんにん

が家族
かぞく

や相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

とともに策 定
さくてい

することもできる 

≪理由
りゆう

≫ 

重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

の意思
い し

を代
か

わって伝
つた

えている現 状
げんじょう

から。 

 

【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

● ４頁
ぺいじ

 

【表 題
ひょうだい

】サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

について 

【説 明
せつめい

】の最 終
さいしゅう

行
ぎょう

。 
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サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

の提
てい

出
しゅつ

は、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

によるサービス
さ ー び す

を利用
りよう

申 請
しんせい

する際
さい

に必須
ひっす

と

する。 

≪内 容
ないよう

≫ 

サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

の提
てい

出
しゅつ

は、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

によるサービス
さ ー び す

を利用
りよう

申 請
しんせい

する際
さい

に必須
ひっす

と

はせず、任意
にんい

とする。 

≪理由
りゆう

≫ 

 なぜに、将 来
しょうらい

にわたっての障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

計 画
けいかく

を提
てい

出
しゅつ

することが義務付
ぎ む づ

けられる

のか納 得
なっとく

できない。 

 必 要
ひつよう

なときに必 要
ひつよう

な支援
しえん

が受
う

けられることが重 要
じゅうよう

であって、このようなものを義務付
ぎ む づ

けることはどのような日々
ひ び

を過
す

ごすかの自由
じゆう

が奪
うば

われる仕組
し く

みというべきであって、絶 対
ぜったい

反 対
はんたい

。 

 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

のもとでも、たとえば、移動
いどう

介護
かいご

についても、行 政
ぎょうせい

はどこに誰
だれ

が

主 催
しゅさい

するどんな集 会
しゅうかい

に何時
い つ

から何時
い つ

に参加
さんか

するのか等
とう

詳
くわ

しく問
と

い詰
つ

めて、事前
じぜん

に申 告
しんこく

することを求
もと

めるようになってきており、基本的
きほんてき

人 権
じんけん

に抵 触
ていしょく

する極
きわ

めて憂 慮
ゆうりょ

すべき

現 実
げんじつ

にある。 

 補
ほ

そう具
ぐ

・自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

なども一 々
いちいち

サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

を立
た

てなければ認 定
にんてい

しないな

ど、障 害 者
しょうがいしゃ

に過度
か ど

の負担
ふたん

を強
つよし

いる仕組
し く

みである。 

 

【山
やま

本
もと

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１－３ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

） 

３ページ
ぺ ー じ

 

結 論
けつろん

、① サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

 

４ページ
ぺ ー じ

 

サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

 

≪内 容
ないよう

≫ 

サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

ではなくて、年
ねん

単位
たんい

のサービス
さ ー び す

利用
りよう

希望
きぼう

であるべき 

≪理由
りゆう

≫ 

利用
りよう

計 画
けいかく

がどの程度
ていど

の具体性
ぐたいせい

を持
も

っているのか、あるいは月
つき

単位
たんい

や週
しゅう

単位
たんい

なのか不明
ふめい

で

あるが、仮
かり

に月
つき

単
たん

位
くらい

であるとすれば、こうした計 画
けいかく

を立
た

てて生 活
せいかつ

すること自体
じたい

が困 難
こんなん

なのが精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

であり、無視
む し

あり、年
ねん

単位
たんい

のサービス
さ ー び す

利用
りよう

希望
きぼう

であるべき、また計 画
けいかく
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というより希望
きぼう

であるべき  
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Ⅰ－３ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

） 

【表 題
ひょうだい

】「障 害
しょうがい

」の確 認
かくにん

について 

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ-3 支 給
しきゅう

決 定
けってい

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

） 

【表 題
ひょうだい

】「障 害
しょうがい

」の確 認
かくにん

について 

・4ページ
ぺ ー じ

 

12行
ぎょう

及
およ

び 14行
ぎょう

～17行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

（修 正
しゅうせい

案
あん

） 

【表 題
ひょうだい

】「障 害 者
しょうがいしゃ

」の確 認
かくにん

について 

（修 正
しゅうせい

・追加
ついか

案
あん

） 

市 町 村
しちょうそん

による法 律
ほうりつ

の対 象
たいしょう

となる障 害 者
しょうがいしゃ

であるか否
いな

かの確 認
かくにん

のうち、「障 害
しょうがい

」の

確 認
かくにん

については、「身 体 的
しんたいてき

～（中 略
ちゅうりゃく

）～含
ふく

むものとする。 

また、「社 会 的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

により継 続 的
けいぞくてき

に相 当
そうとう

な制 限
せいげん

を受
う

ける状 態
じょうたい

」の確 認
かくにん

は、○○に

より行
おこな

うものとする。 

≪理由
りゆう

≫ 

支 給
しきゅう

決 定
けってい

において、最
もっと

も重 要
じゅうよう

な「障 害 者
しょうがいしゃ

」の確 認
かくにん

が、「障 害
しょうがい

」の確 認
かくにん

のみに限 定
げんてい

されており、障 害
しょうがい

の定義
ていぎ

が、「医学
いがく

モデル
も で る

」から「社 会
しゃかい

モデル
も で る

」に変 更
へんこう

されているにも関
かか

わらず、確 認
かくにん

方 法
ほうほう

が「障 害
しょうがい

」に関
かん

することしか規定
きてい

されていない。 

障 害
しょうがい

の定義
ていぎ

を「社 会
しゃかい

モデル
も で る

」に変 更
へんこう

した場合
ばあい

における最 大
さいだい

の論 点
ろんてん

である、「どのよう

な方 法
ほうほう

で、誰
だれ

が、障 害
しょうがい

及
およ

び社 会 的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

により制 限
せいげん

を受
う

ける状 態
じょうたい

にあることを

認 定
にんてい

するのか」ということが、明記
めいき

されていないことは、市 町 村
しちょうそん

が支 給
しきゅう

決 定
けってい

を行
おこな

う

に当
あ

たっての法
ほう

の骨 格
こっかく

提 言
ていげん

として適 切
てきせつ

でない。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

【表 題
ひょうだい

】「障 害
しょうがい

」の確 認
かくにん

について 

【説 明
せつめい

】 

4ページ
ぺ ー じ

 下
した

から３行 目
ぎょうめ
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≪内 容
ないよう

≫ 

削 除
さくじょ

 看護師
かんごし

 

≪理由
りゆう

≫ 

看護師
かんごし

は、担 当
たんとう

する診 療 科
しんりょうか

では専 門
せんもん

であるが 

他科
た か

については知識
ちしき

が不足
ふそく

しているので、単
たん

に看護師
かんごし

とするのは危険
きけん

があるので削 除
さくじょ

 

 

【河 崎
かわさき

（建
たつ

）委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

「障 害
しょうがい

」の確 認
かくにん

について 

4ページ
ぺ ー じ

 

【説 明
せつめい

】１２～１３行
ぎょう

 

≪内 容
ないよう

≫ 

修 正
しゅうせい

 

≪理由
りゆう

≫ 

【結 論
けつろん

】の「障 害 者
しょうがいしゃ

手 帳
てちょう

、医師
い し

の診 断 書
しんだんしょ

、もしくは意見書
いけんしょ

」は有 効
ゆうこう

だと思
おも

う。し

かし「障 害
しょうがい

特 性
とくせい

に関
かん

して専 門 的
せんもんてき

な知識
ちしき

を有
ゆう

する専 門
せんもん

職
しょく

の意見書
いけんしょ

を含
ふく

むものとす

る。」については、【説 明
せつめい

】に例示
れいじ

されているが、その専 門
せんもん

職
しょく

に限 定
げんてい

されるのか、「等
とう

」

はどのようなものを想 定
そうてい

しているのか、国家
こっか

資格
しかく

の有無
う む

についてはどう考
かんが

えるかなど、

十 分
じゅうぶん

な検 証
けんしょう

・検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

と考
かんが

える。 

 

【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１－３ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

） 

【表 題
ひょうだい

】「障 害
しょうがい

」の確 認
かくにん

について 

≪内 容
ないよう

≫ 

【結 論
けつろん

】専 門 的
せんもんてき

な知識
ちしき

を有
ゆう

する専 門
せんもん

職
しょく

の意見
いけん

でも良
よ

いとする。 

・障 害 者
しょうがいしゃ

の確 認
かくにん

をする「専 門
せんもん

職
しょく

」に手話
しゅわ

通訳士
つうやくし

等
とう

を含
ふく

める。 

≪理由
りゆう

≫ 

身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

手 帳
てちょう

を交
こう

付
ふ

されていない者
もの

も含
ふく

め、聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

がコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

事 業
じぎょう

を受
う

けたいとするときの「障 害
しょうがい

」の確 認
かくにん

をする専 門
せんもん

職
しょく

として、手話
しゅわ

通訳士
つうやくし

等
とう

もといった聴 覚
ちょうかく

障 害
しょうがい

の特 性
とくせい

を熟 知
じゅくち

している有
ゆう

資格者
しかくしゃ

を含
ふく

める。 
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Ⅰ－３ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

） 

【表 題
ひょうだい

】支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

について 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

【表 題
ひょうだい

】支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

について 

【説 明
せつめい

】 

５ページ
ぺ ー じ

 下
した

から９行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

修 正
しゅうせい

 ガイドライン
が い ど ら い ん

策 定
さくてい

には 

≪理由
りゆう

≫ 

主語
しゅご

をはっきりさせる 

 

【小野
お の

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

について 5ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

結 論
けつろん

の 3項
こう

の文 末
ぶんまつ

に以下
い か

を挿 入
そうにゅう

する。 

（障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

認 定
にんてい

を廃止
はいし

することを踏
ふ

まえて要介護
ようかいご

認 定
にんてい

も用
もち

いてはならない） 

≪理由
りゆう

≫ 

介護
かいご

保険
ほけん

との統 合
とうごう

を前 提
ぜんてい

としないため 

 

【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

選 択
せんたく

と決 定
けってい

（支 給
しきゅう

決 定
けってい

） 

【表 題
ひょうだい

】支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

について 

５ページ
ぺ ー じ

～６ページ
ぺ ー じ

 

全 般
ぜんぱん

 

≪内 容
ないよう

≫ 

支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

には、就 労
しゅうろう

支援
しえん

に向
む

けた客 観 的
きゃくかんてき

指 標
しひょう

を盛
も

り込
こ

む必 要
ひつよう

がある。 
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≪理由
りゆう

≫ 

「就 労
しゅうろう

」合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

では、「客 観 的
きゃくかんてき

指 標
しひょう

を新
あら

たに開 発
かいはつ

した上
うえ

で、障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

の 特 性
とくせい

を踏
ふ

まえ、 本 人
ほんにん

の希望
きぼう

と 周 囲
しゅうい

の 評 価
ひょうか

を 調 整
ちょうせい

する 合 議 体
ごうぎからだ

での

ワンストップ
わ ん す と っ ぷ

の相 談
そうだん

支援
しえん

の仕組
し く

みを作
つく

ることを検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

がある」としており、こ

れを踏
ふ

まえたとりまとめが必 要
ひつよう

である。 

 

【野原
のはら

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

1－3 支 給
しきゅう

決 定
けってい

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

） 

【表 題
ひょうだい

】支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

について 

5ページ
ぺ ー じ

  

≪内 容
ないよう

≫ 

国
くに

レベル
れ べ る

（最 低
さいてい

の）でも地方
ちほう

レベル
れ べ る

でも「当事者
とうじしゃ

の参 画
さんかく

」を明記
めいき

すること 

≪理由
りゆう

≫ 

説 明
せつめい

では、地方
ちほう

でのガイドラン
が い ど ら ん

策 定
さくてい

に「当事者
とうじしゃ

」等
とう

の参 画
さんかく

が述
の

べられているが、結 論
けつろん

部分
ぶぶん

にも、国
くに

でも地方
ちほう

でも「当事者
とうじしゃ

の参 画
さんかく

」を明記
めいき

すること。国
くに

・地方
ちほう

両 者
りょうしゃ

いずれか

への「当事者
とうじしゃ

参 画
さんかく

」という誤解
ごかい

が生
しょう

じかねない。 

 

【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

●５頁
ぺいじ

 

【表 題
ひょうだい

】支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

について 

 【結 論
けつろん

】に加
くわ

える 

≪内 容
ないよう

≫ 

 ○ ガイドライン
が い ど ら い ん

は個人
こじん

の支 給
しきゅう

決 定
けってい

の目安
めやす

となり、それを下 回
したまわ

ることは出来
で き

ないが、

支 給
しきゅう

決 定
けってい

はあくまで個々
こ こ

の個別
こべつ

事 情
じじょう

に基
もと

づいて必 要
ひつよう

な支援
しえん

が確保
かくほ

されるべきもので

あり、ガイドライン
が い ど ら い ん

で示
しめ

された支 給 量
しきゅうりょう

を支 給
しきゅう

すればそれを超
こ

える支 給
しきゅう

が不要
ふよう

という扱
あつか

いは許
ゆる

されない。 

≪理由
りゆう

≫ 

この項 目
こうもく

では、ガイドライン
が い ど ら い ん

と個別
こべつ

の支 給
しきゅう

結 締
けってい

の関 係 性
かんけいせい

が書
か

かれていない。 

 いくら読
よ

み返
かえ

してもあくまでガイドライン
が い ど ら い ん

のあり方
かた

が書
か

かれているだけで、それにより
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個人
こじん

の支 給
しきゅう

決 定
けってい

がどうなるかは不明
ふめい

である。 

 そうなれば、ガイドライン
が い ど ら い ん

で規定
きてい

された数字
すうじ

さえ支 給
しきゅう

すれば、それ以 上
いじょう

は全
すべ

て削
けず

減
げん

し

てもよいし、それ以 上
いじょう

の給 付
きゅうふ

は要
い

らないという扱
あつか

いが横 行
おうこう

することは自明
じめい

である。 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

状 況
じょうきょう

は千差万別
せんさばんべつ

であり、支 給
しきゅう

決 定
けってい

は一 律
いちりつ

の基 準
きじゅん

で決
き

められては

ならないということは判 例
はんれい

でも確 認
かくにん

されてきたことであり、そのことを新 法
しんぽう

でも明記
めいき

し

なくては、障 害 者
しょうがいしゃ

の支援
しえん

を受
う

ける権利
けんり

は守
まも

られない。 

 

【増田
ますだ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

５ページ
ぺ ー じ

 

表 題
ひょうだい

 支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

 

結 論
けつろん

 11行 目
ぎょうめ

以降
いこう

に加筆
かひつ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

○ 全 国
ぜんこく

の各 市 町 村
かくしちょうそん

の社 会
しゃかい

資源
しげん

の整備
せいび

状 況
じょうきょう

には大
おお

きな格差
かくさ

があり，ガイドライン
が い ど ら い ん

に

よって定
さだ

めた支援
しえん

の種 類
しゅるい

と量
りょう

が不足
ふそく

する場合
ばあい

には，緊 急 的
きんきゅうてき

な整備
せいび

計 画
けいかく

を立
た

て，整備
せいび

す

ることを国
くに

と自治体
じちたい

に義務付
ぎ む づ

ける． 

≪理由
りゆう

≫ 

現 在
げんざい

の障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

の実 態
じったい

は，必 要
ひつよう

な支援
しえん

内 容
ないよう

が明 確
めいかく

であっても，利用
りよう

できる支援
しえん

が

ないことが多
おお

い．支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

を定
さだ

めても同
おな

じ状 況
じょうきょう

がおこることは自明
じめい

である．そ

の問 題
もんだい

を解
かい

決
けっ

するための項 目
こうもく

の追加
ついか

である． 

 

【三
み

浦
うら

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－３ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

）素案
そあん

 

【表 題
ひょうだい

】支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

について 

 3ページ
ぺ ー じ

   

≪内 容
ないよう

≫ 

ガイドライン
が い ど ら い ん

について「地域
ちいき

」の定義
ていぎ

を行
おこな

うべきである。 

 また、ガイドライン
が い ど ら い ん

の策 定
さくてい

と、目 的
もくてき

にかなう運 用
うんよう

に必 要
ひつよう

な人 材
じんざい

養 成
ようせい

について

記 述
きじゅつ

すべきである。 
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≪理由
りゆう

≫ 

ガイドライン
が い ど ら い ん

についても「地域
ちいき

」の定義
ていぎ

と地域
ちいき

格差
かくさ

について触
ふ

れる必 要
ひつよう

があるのではない

か。また、地域
ちいき

格差
かくさ

という時
とき

には大
おお

きく２つの視点
してん

があると考
かんが

える。 

質 的
しつてき

格差
かくさ

と量 的
りょうてき

格差
かくさ

。いずれも支援
しえん

する人 材
じんざい

養 成
ようせい

の在
あ

り方
かた

によるが、前 者
ぜんしゃ

は指導者
しどうしゃ

の養 成
ようせい

がキーワード
き ー わ ー ど

で、後 者
こうしゃ

は財 政 的
ざいせいてき

課題
かだい

がある。 

ガイドライン
が い ど ら い ん

が最
さい

高 基 準
こうきじゅん

になるか、最
さい

低 基 準
ていきじゅん

になるかによって支援
しえん

は大
おお

きく違
ちが

う。

このガイドライン
が い ど ら い ん

を生
い

かして、適 正
てきせい

な支 給
しきゅう

決 定
けってい

を行
おこな

う為
ため

に必 要
ひつよう

な人 材
じんざい

の養 成
ようせい

をど

うするかについても記 述
きじゅつ

すべきである。 

 

【山
やま

本
もと

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

３ページ
ぺ ー じ

 

③ 支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

に基
もと

づいたニーズアセスメント
に ー ず あ せ す め ん と

 ３ページ
ぺ ー じ

、５ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

国
くに

の最 低
さいてい

の支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

は一 体
いったい

誰
だれ

がどのように作
つく

るのか、疑問
ぎもん

がある。単
たん

なる

上 限
じょうげん

設 定
せってい

とならないか疑問
ぎもん

 支援
しえん

の必要度
ひつようど

の類型化
るいけいか

とは可能
かのう

なのか？ 

≪理由
りゆう

≫ 

あくまで障 害 者
しょうがいしゃ

の他
ほか

のものと平 等
びょうどう

を起訴
き そ

というならば、あくまで決 定
けってい

は個別
こべつ

それぞれ

についてなされるべきであり、必要度
ひつようど

の類型化
るいけいか

は不可能
ふかのう

である、一 律
いちりつ

のガイドライン
が い ど ら い ん

は

不合理
ふごうり

である 
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Ⅰ－３ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

） 

【表 題
ひょうだい

】協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－３ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

） 

【表 題
ひょうだい

】協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

 

ルビ
る び

11ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

【結 論
けつろん

】の最後
さいご

に下記
か き

の一 文
かずふみ

を加
くわ

える。 

（追加
ついか

） 

○なお、協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

による支 給
しきゅう

決 定
けってい

は、日 常 的
にちじょうてき

な支援者
しえんしゃ

、当事者
とうじしゃ

によるピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

（エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

事 業
じぎょう

）の 充 実
じゅうじつ

、 相 談
そうだん

支援
しえん

システム
し す て む

の 充 実
じゅうじつ

や 市 町 村
しちょうそん

における

ニーズアセスメント
に ー ず あ せ す め ん と

能 力
のうりょく

の向 上
こうじょう

が図
はか

られたことを確 認
かくにん

しつつ、段 階 的
だんかいてき

に実施
じっし

する。 

≪理由
りゆう

≫ 

【説 明
せつめい

】の中
なか

でも「新
あら

たな支 給
しきゅう

決 定
けってい

の仕組
し く

みの前 提
ぜんてい

」として、「障 害
しょうがい

のある本 人
ほんにん

の

自己
じ こ

決 定
けってい

支援
しえん

の抜
ぬ

本 的
ほんてき

な 強 化
きょうか

」「 日 常 的
にちじょうてき

な支援者
しえんしゃ

、当事者
とうじしゃ

によるピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

（エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

事 業
じぎょう

）の 充 実
じゅうじつ

、 相 談
そうだん

支援
しえん

システム
し す て む

の 充 実
じゅうじつ

」、 市 町 村
しちょうそん

における

「ニーズアセスメント
に ー ず あ せ す め ん と

能 力
のうりょく

の向 上
こうじょう

」が指摘
してき

されている。これらの課題
かだい

が解
かい

決
けっ

されないま

ま新
あら

たな支 給
しきゅう

決 定
けってい

プロセス
ぷ ろ せ す

を導 入
どうにゅう

すれば市 町 村
しちょうそん

現場
げんば

での混 乱
こんらん

を招
まね

き、ひいては

障 害
しょうがい

のある人
ひと

へ著
いちじる

しい不利益
ふりえき

となる（特
とく

に自身
じしん

で支援
しえん

ニーズ
に ー ず

を的 確
てきかく

に伝
つた

えることが難
むずか

しい人
ひと

にとっては死活
しかつ

問 題
もんだい

である）。 

まず必 要
ひつよう

なことは、体 制
たいせい

整備
せいび

や研 修
けんしゅう

の拡 充
かくじゅう

による人 材
じんざい

育 成
いくせい

など上 記
じょうき

の前 提
ぜんてい

を満
み

たすための取
と

り組
く

みであり、全市
ぜんし

町 村
ちょうそん

でこれらが確保
かくほ

された後
あと

、新
あら

たな支 給
しきゅう

決 定
けってい

プロセス
ぷ ろ せ す

を導 入
どうにゅう

すべきと考
かんが

える。 

 

【藤 岡
ふじおか

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

●６頁
ぺいじ

 

【表 題
ひょうだい

】協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

 

 【説 明
せつめい

】 
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≪内 容
ないよう

≫ 

 ３行 目
ぎょうめ

「市 町 村 間
しちょうそんかん

で行
おこな

われる。」 

  ↓ 

 「行
おこな

われる場合
ばあい

がある。」 

 「なお、本 来
ほんらい

市 町 村
しちょうそん

には、ガイドライン
が い ど ら い ん

で示
しめ

された数値
すうち

を下 回
したまわ

らないことを前 提
ぜんてい

に、

障 害 者
しょうがいしゃ

個々
こ こ

の必 要 性
ひつようせい

に応
おう

じた支 給 量
しきゅうりょう

を勘 案
かんあん

調 査
ちょうさ

して支 給
しきゅう

する義務
ぎ む

があり、

その義務
ぎ む

の履行
りこう

の結果
けっか

、市 町 村
しちょうそん

の判 断
はんだん

でガイドライン
が い ど ら い ん

を越
こ

える支 給
しきゅう

決 定
けってい

をするこ

とは何
なん

ら妨
さまた

げられるものではなく、その場合
ばあい

は協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

をする必 要
ひつよう

はない。」 

≪理由
りゆう

≫ 

 この文
ぶん

では、ガイドライン
が い ど ら い ん

で記載
きさい

された数字
すうじ

を超
こ

える申 請
しんせい

のある事案
じあん

は全
すべ

て協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

が必 要
ひつよう

ということになるが、それは間違
まちが

い。 

 本 来
ほんらい

、権利
けんり

保 障
ほしょう

義務
ぎ む

のある市 町 村
しちょうそん

には、個々
こ こ

の障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

実 態
じったい

を勘 案
かんあん

して

本 人
ほんにん

の尊 厳
そんげん

が確保
かくほ

される支 給
しきゅう

決 定
けってい

をする義務
ぎ む

があるのであり、ガイドライン
が い ど ら い ん

はそれを

下 支
したざさ

えするための最 低
さいてい

基 準
きじゅん

に過
す

ぎないという扱
あつか

いにしておかないと、ガイドライン
が い ど ら い ん

が

権利
けんり

制 限
せいげん

の道具
どうぐ

と化
か

す危険
きけん

がある。 

 全 般
ぜんぱん

に、「サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

・ガイドライン
が い ど ら い ん

至 上
しじょう

主義
しゅぎ

」の印 象
いんしょう

を否
いな

めず、かえって

障 害 者
しょうがいしゃ

の生 活
せいかつ

と権利
けんり

が窮 屈
きゅうくつ

になる危惧
き ぐ

を覚
おぼ

える。 
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Ⅰ－３ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

） 

【表 題
ひょうだい

】合議
ごうぎ

機関
きかん

の設置
せっち

と機能
きのう

について 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

【表 題
ひょうだい

】合議
ごうぎ

機関
きかん

の設置
せっち

と機能
きのう

について 

【説 明
せつめい

】 

７ページ
ぺ ー じ

 ３行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

追加
ついか

 

に複 数
ふくすう

設置
せっち

と関
かか

わる構 成 員
こうせいいん

が同
おな

じでないことを基本
きほん

とする。 

≪理由
りゆう

≫ 

現 状
げんじょう

の地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の構
かまえ

成 員
せいいん

は、金太郎
きんたろう

飴
あめ

のごとく変
か

わらないことを防
ふせ

ぐた

め。 

  

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－３ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

） 

【表 題
ひょうだい

】合議
ごうぎ

機関
きかん

の設置
せっち

と機能
きのう

について 

【結 論
けつろん

】 

ルビ
る び

11ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

【結 論
けつろん

】について下記
か き

のとおり変 更
へんこう

する。 

（修 正
しゅうせい

） 

合議
ごうぎ

機関
きかん

は、既定
きてい

の支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

の内 容
ないよう

および水 準
すいじゅん

にかかわらず、本 人
ほんにん

のサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

に基
もと

づき…… 

↓ 

合議
ごうぎ

機関
きかん

は、既定
きてい

の支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

の 内 容
ないよう

および 水 準
すいじゅん

を 考 慮
こうりょ

しつつ、 本 人
ほんにん

の

サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

に基
もと

づき…… 

≪理由
りゆう

≫ 

支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

は「地域
ちいき

で暮
く

らす他
ほか

の者
もの

との平 等
びょうどう

を基礎
き そ

として生 活
せいかつ

することを可能
かのう

と
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する支援
しえん

の水 準
すいじゅん

」を示
しめ

し、なおかつ「当事者
とうじしゃ

が参 画
さんかく

し策 定
さくてい

する」ものであるから、十 分
じゅうぶん

に配 慮
はいりょ

されるべきと考
かんが

える。 

 

【大 濵
おおはま

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

ｐ６ 下
した

 

市 町 村
しちょうそん

の支 給
しきゅう

決 定
けってい

の合議
ごうぎ

機関
きかん

について  

≪内 容
ないよう

≫ 

合議
ごうぎ

機関
きかん

の人 選
じんせん

リスト
り す と

を都道府県
とどうふけん

が作 成
さくせい

し（その際
さい

、権利
けんり

条 約
じょうやく

の理念
りねん

をよく理解
りかい

して

いる人
ひと

に限
かぎ

る）、市 町 村
しちょうそん

はこのリスト
り す と

から人 選
じんせん

して合議
ごうぎ

機関
きかん

を設置
せっち

する。 

≪理由
りゆう

≫ 

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の予算
よさん

を増
ふ

やしたくない市 町 村
しちょうそん

が合議
ごうぎ

機関
きかん

を人 選
じんせん

すると、権利
けんり

条 約
じょうやく

の理念
りねん

を実 現
じつげん

しようと運 動
うんどう

している障 害 者
しょうがいしゃ

団 体
だんたい

などは選
えら

ばれず、合議
ごうぎ

機関
きかん

から外
はず

さ

れてしまうため。 

 

【岡部
おかべ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

選 択
せんたく

と決 定
けってい

（支 給
しきゅう

決 定
けってい

）６ぺ―ジ
じ

 

「合議
ごうぎ

機関
きかん

の設置
せっち

と機能
きのう

について」 

【結 論
けつろん

】 末尾
まつび

 

≪内 容
ないよう

≫ 

文 章
ぶんしょう

末尾
まつび

に以下
い か

の項 目
こうもく

（下線
かせん

）を追加
ついか

 

○ここでいう合議
ごうぎ

機関
きかん

とは 現 行
げんこう

の 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

を 根 拠
こんきょ

とする 市 町 村
しちょうそん

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

を指
さ

すものではない。 

≪理由
りゆう

≫ 

誤解
ごかい

を避
さ

けるため、現 行
げんこう

の障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法下
しえんほうした

の機構
きこう

との異同
いどう

を明 確
めいかく

にする必 要
ひつよう

が

ある。（「支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

」【結 論
けつろん

】の最後
さいご

の項 目
こうもく

と同 様
どうよう

の趣旨
しゅし

） 

 

【山
やま

本
もと

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

 合議
ごうぎ

機関
きかん

の設置
せっち

と機能
きのう

 ６ページ
ぺ ー じ
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 当事者
とうじしゃ

相 談 員
そうだんいん

、相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

、地域
ちいき

の社 会
しゃかい

資源
しげん

や窓 外
そうがい

のある人
ひと

の状 況
じょうきょう

をよ

く知
し

るもの を構 成 員
こうせいいん

 

≪内 容
ないよう

≫ 

これでは金太郎
きんたろう

飴
あめ

であり、支 給
しきゅう

決 定
けってい

ガイドライン作
が い ど ら い ん づ く

りをする人
ひと

がこの合議
ごうぎ

機関
きかん

の構
かまえ

成 員
せいいん

となることになろうと思
おも

われ、深 刻
しんこく

な二 重
にじゅう

忠 誠
ちゅうせい

の問 題
もんだい

に追
お

い込
こ

まれる 

合 議 体
ごうぎからだ

ではなく、行 政
ぎょうせい

との協 議
きょうぎ

調 整
ちょうせい

に任
まか

せるべきであり、決 定
けってい

の主 体
しゅたい

は行 政
ぎょうせい

に

すべき 

≪理由
りゆう

≫ 

合議
ごうぎ

機関
きかん

の構
こう

成 員
せいいん

になることとアドボケイト
あ ど ぼ け い と

の役 割
やくわり

は両 立
りょうりつ

しがたい 
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Ⅰ－３ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

） 

【表 題
ひょうだい

】不服
ふふく

申 立
もうしたて

について 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－３ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

） 

【表 題
ひょうだい

】不服
ふふく

申 立
もうしたて

について 

【結 論
けつろん

】第二項
だいにこう

 

ルビ
る び

13ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

【結 論
けつろん

】の第二項
だいにこう

末尾
まつび

に、下記
か き

の一 文
いちぶん

を追加
ついか

する。 

（追加
ついか

） 

なお、意見
いけん

陳 述
ちんじゅつ

にあたっては、必 要
ひつよう

に応
おう

じて当事者
とうじしゃ

相 談 員
そうだんいん

または相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の支援
しえん

を受
う

けることができる。 

≪理由
りゆう

≫ 

支 給
しきゅう

決 定
けってい

内 容
ないよう

への不服
ふふく

申 立
もうしたて

についても、上 記
じょうき

項 目
こうもく

と同 様
どうよう

の理由
りゆう

により相 談
そうだん

支援
しえん

の位置
い ち

づけを明 確
めいかく

にすべきと考
かんが

える。 

  

【大 濵
おおはま

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

ｐ７ 

都道府県
とどうふけん

の不服
ふふく

審査
しんさ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

２４時間
じかん

介護
かいご

など支 給 量
しきゅうりょう

についての争
あらそ

いの場合
ばあい

、「こうあるべき 支 給 量
しきゅうりょう

」について

都道府県
とどうふけん

が裁 決 書
さいけつしょ

で具体的
ぐたいてき

に指摘
してき

し、是正
ぜせい

させる権 限
けんげん

を設
もう

けるべきである。 

そのために、市 町 村
しちょうそん

と同 様
どうよう

に、障 害 者
しょうがいしゃ

の自宅
じたく

での聞
き

き取
と

り調 査
ちょうさ

などを都道府県
とどうふけん

も行
おこな

う

べきである。 

≪理由
りゆう

≫ 

以下
い か

のように、現 行
げんこう

制度
せいど

では都道府県
とどうふけん

の裁 決
さいけつ

が軽視
けいし

される事例
じれい

が生
しょう

じているため。 

九 州
きゅうしゅう

のＡ市
し

 

２４時間
じかん

介護
かいご

を求
もと

める障 害 者
しょうがいしゃ

にその半 分
はんぶん

以下
い か

の重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

しか支 給
しきゅう

決 定
けってい

されて
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いなかった。県
けん

は市
し

の支 給
しきゅう

決 定
けってい

を取
と

り消
け

した。しかし、市
し

は１日
にち

３０分
ぷん

だけ支 給 量
しきゅうりょう

を

増
ふ

やしただけで済
す

ませてしまった。 

近畿
きんき

のＢ市
し

 

２４時間
じかん

介護
かいご

を求
もと

める障 害 者
しょうがいしゃ

にその半 分
はんぶん

程度
ていど

の重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

しか支 給
しきゅう

決 定
けってい

されて

いなかった。県
けん

は市
し

の支 給
しきゅう

決 定
けってい

を取
と

り消
け

した。しかし、市
し

は県
けん

の裁 決
さいけつ

を無視
む し

し、全
まった

く

支 給 量
しきゅうりょう

を増
ふ

やさなかった。
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Ⅰ－３ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

（選 択
せんたく

と決 定
けってい

） 

その他
た

 

 

【大 濵
おおはま

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

ｐ７ 

末尾
まつび

に挿 入
そうにゅう

 

≪内 容
ないよう

≫ 

【表 題
ひょうだい

】介護
かいご

保険
ほけん

との適 用
てきよう

関 係
かんけい

について 

【結 論
けつろん

】 

○介護
かいご

保険
ほけん

適 用
てきよう

年 齢
ねんれい

に 達
たっ

した 障 害 者
しょうがいしゃ

については、 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

と介護
かいご

保険
ほけん

サービス
さ ー び す

との選 択 制
せんたくせい

とすること。 

≪理由
りゆう

≫ 

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

では検 討
けんとう

されていないが、「障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

違憲
いけん

訴 訟 団
そしょうだん

・弁護団
べんごだん

と国
くに

（厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

）との基本
きほん

合意
ごうい

文 書
ぶんしょ

」の趣旨
しゅし

を踏
ふ

まえ、部会
ぶかい

の総意
そうい

として記載
きさい

すべきで

ある。 

  

【山
やま

本
もと

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１－３ 

選 択
せんたく

と決 定
けってい

全 体
ぜんたい

を通
とお

して   

≪内 容
ないよう

≫ 

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の申 請 書
しんせいしょ

および分
わ

かりやすい解 説
かいせつ

リーフレット
り ー ふ れ っ と

を市 町 村
しちょうそん

役 所
やくしょ

の市民
しみん

だ

れもが手
て

にしやすい場所
ばしょ

においておくことが必 要
ひつよう

。例
たと

えば住 民 票
じゅうみんひょう

取 得
しゅとく

申
しん

請 書
せいしょ

のよう

にまた精 神
せいしん

病 院
びょういん

入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

や診 療 所
しんりょうじょ

通 院
つういん

患 者
かんじゃ

にも配布
はいふ

すること 

≪理由
りゆう

≫ 

支 給
しきゅう

決 定
けってい

のプロセス
ぷ ろ せ す

そのものに入
い

れない水際
みぎわ

作 戦
さくせん

が各地
かくち

で横 行
おうこう

しているので、それを

防
ふせ

ぎ同時
どうじ

に、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の周 知
しゅうち

徹 底
てってい

のため 
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Ⅰ－４ 相 談
そうだん

支援
しえん

 

 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

について 

 

【朝比奈
あさひな

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－４ 相 談
そうだん

支援
しえん

 

９ページ
ぺ ー じ

 相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

の現 状
げんじょう

と課題
かだい

 

 【限 定 的
げんていてき

な支援
しえん

】① 

11ページ
ぺ ー じ

 相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の設置
せっち

と果
は

たすべき機能
きのう

について 

○の二
ふた

つ目
め

 

≪内 容
ないよう

≫ 

年 代
ねんだい

によっても分 断
ぶんだん

されているという点
てん

を課題
かだい

に含
ふく

めてほしい。 

身近
みぢか

な地域
ちいき

での障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

や課題
かだい

別
べつ

、年 代
ねんだい

別
べつ

によらない… 

≪理由
りゆう

≫ 

具体的
ぐたいてき

に児童
じどう

分野
ぶんや

や教 育
きょういく

分野
ぶんや

、介護
かいご

保険
ほけん

分野
ぶんや

の相 談
そうだん

体 制
たいせい

とどのような連 携
れんけい

体 制
たいせい

を

構 築
こうちく

していくかは地域
ちいき

ごとに差異
さ い

があろうが、ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

ごとで分 断
ぶんだん

されない一 貫
いっかん

した支援
しえん

体 制
たいせい

を目指
め ざ

すということを意識
いしき

して記 述
きじゅつ

すべき。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－４ 相 談
そうだん

支援
しえん

 素案
そあん

 

【限 定 的
げんていてき

な支援
しえん

】 

９ページ
ぺ ー じ

 

下
した

から 1行 目
ぎょうめ

から１０ページ
ぺ ー じ

１行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

修 正
しゅうせい

 

に、身近
みぢか

な地域
ちいき

での相 談
そうだん

支援
しえん

について福祉
ふくし

事務所
じむしょ

が対 応
たいおう

し切
き

れていない。 

≪理由
りゆう

≫ 

現 状
げんじょう

の通
とお

り 
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【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

I―４ 相 談
そうだん

支援
しえん

 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

について 

【結 論
けつろん

】 

9ページ
ぺ ー じ

 

○相 談
そうだん

支援
しえん

の対 象
たいしょう

は、・・ 

○相 談
そうだん

には「一 般
いっぱん

相 談
そうだん

」と・・ 

≪内 容
ないよう

≫ 

【追加
ついか

】 

○相 談
そうだん

支援
しえん

を促
うなが

すためのしくみ 

相 談
そうだん

支援
しえん

に経過的
けいかてき

な居場所
いばしょ

と若 干
じゃっかん

の活 動
かつどう

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

を付与
ふ よ

した生 活
せいかつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー等
とう

を設置
せっち

することにより、孤立
こりつ

している障 害 者
しょうがいしゃ

を掘
ほ

り起
お

こすことをめざし、そこから相 談
そうだん

支援
しえん

の利用
りよう

を 促
うなが

し、 相 談
そうだん

支援
しえん

によって個別
こべつ

に地域
ちいき

の居場所
いばしょ

、 社 会
しゃかい

参加
さんか

の機会
きかい

を

コーディネート
こ ー で ぃ ね ー と

していく仕組
し く

みが必 要
ひつよう

である。 

≪理由
りゆう

≫ 

現 在
げんざい

ある相 談
そうだん

支援
しえん

は、問 題
もんだい

が明 確
めいかく

な人
ひと

しかアプローチ
あ ぷ ろ ー ち

出来
で き

ない仕組
し く

みになっており、

発 達
はったつ

障 害
しょうがい

など手 帳
てちょう

を所持
しょじ

していない谷間
たにま

の障 害
しょうがい

について十 分
じゅうぶん

に対 応
たいおう

が出来
で き

ておら

ず、どう相 談
そうだん

していいのかわからない人
ひと

がたくさんいる。障 害
しょうがい

を抱
かか

えていることが

周 囲
しゅうい

にわかりづらいこと、また困 難
こんなん

さが一 定
いってい

ではなく、その時 々
ときどき

の環 境
かんきょう

によって変化
へんか

するなどの特 徴
とくちょう

が、既存
きそん

の支援
しえん

に結
むす

びつきにくくし、地域
ちいき

生 活
せいかつ

の様 々
さまざま

な局 面
きょくめん

でいろい

ろな困 難
こんなん

に直 面
ちょくめん

していても家族
かぞく

以外
いがい

に支援者
しえんしゃ

がおらず孤立
こりつ

しているという現 状
げんじょう

がある。

早
はや

い段 階
だんかい

で支援
しえん

につながるために、たまり場的
ばてき

に気軽
きがる

に立
た

ち寄
よ

れる居場所
いばしょ

を兼
か

ねた

専 門 的
せんもんてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

の場
ば

が必 要
ひつよう

である。 

  

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－４ 相 談
そうだん

支援
しえん

 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

について 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の設置
せっち

と果
は

たすべき機能
きのう

について 

【表 題
ひょうだい

】本 人
ほんにん

（及
およ

び家族
かぞく

）をエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

するシステム
し す て む

について 
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≪内 容
ないよう

≫ 

（追加
ついか

・修 正
しゅうせい

） 

【表 題
ひょうだい

】「相 談
そうだん

支援
しえん

について」において整理
せいり

されている「一 般
いっぱん

相 談
そうだん

」と「特 定
とくてい

相 談
そうだん

」

の考
かんが

え方
かた

と、【表 題
ひょうだい

】「相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の設置
せっち

と果
は

たすべき機能
きのう

について」、および【表 題
ひょうだい

】

「本 人
ほんにん

（及
およ

び家族
かぞく

）をエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

するシステム
し す て む

について」において掲
かか

げられている

「地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー」、「総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー」、「特 定
とくてい

専 門
せんもん

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー」、

「エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

」の関 係 性
かんけいせい

を明 確
めいかく

にする。 

≪理由
りゆう

≫ 

【表 題
ひょうだい

】「相 談
そうだん

支援
しえん

について」において整理
せいり

されている「一 般
いっぱん

相 談
そうだん

」と「特 定
とくてい

相 談
そうだん

」

の考
かんが

え方
かた

は、市 町 村 域
しちょうそんいき

においてはある程度
ていど

機能
きのう

すると思
おも

われるが、圏 域
けんいき

や都道府県域
とどうふけんいき

では機能
きのう

しないと思
おも

われる（とりわけ特 定
とくてい

相 談
そうだん

は期待
きたい

できない）。 

また、「一 般
いっぱん

相 談
そうだん

」のあり方
かた

は事 業
じぎょう

補助
ほじょ

を提 言
ていげん

しているが、「地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー」

と「総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー」においては「都道府県
とどうふけん

が市 町 村
しちょうそん

と協 議
きょうぎ

して一 定
いってい

の条 件
じょうけん

を満
み

たした事
こと

業 者
ぎょうしゃ

に事 業
じぎょう

を委託
いたく

して設置
せっち

」となっており、矛 盾
むじゅん

がある（なお、事 業
じぎょう

補助
ほじょ

と事 業
じぎょう

委託
いたく

には大
おお

きな差異
さ い

があることにも留 意
りゅうい

）。 

さらに、【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の設置
せっち

と果
は

たすべき機能
きのう

についての中
なか

では「市 町 村
しちょうそん

、

サービス
さ ー び す

事 業 所
じぎょうしょ

からの独 立 性
どくりつせい

を担
たん

保
ほ

するために、都道府県
とどうふけん

・政 令
せいれい

市
し

が指定
してい

することを

基本
きほん

」としているが、ここでいう指定
してい

がどの事 業
じぎょう

を指
さ

すのか不明確
ふめいかく

である（なお、政 令
せいれい

市
し

も市 町 村
しちょうそん

なので、文 章
ぶんしょう

にも矛 盾
むじゅん

あり）。 

 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－４ 相 談
そうだん

支援
しえん

 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

について 

【結 論
けつろん

】 

ルビ
る び

15ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

【結 論
けつろん

】の最後
さいご

に下記
か き

の項 目
こうもく

を加
くわ

える。 

（追加
ついか

） 

○相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の整備
せいび

については、発 達
はったつ

相 談
そうだん

、教 育
きょういく

相 談
そうだん

、就 労
しゅうろう

支援
しえん

相 談
そうだん

、医 療
いりょう

相 談
そうだん

、介護
かいご

相 談
そうだん

等
とう

を統 合
とうごう

する必 要
ひつよう

や、人 材
じんざい

育 成
いくせい

を図
はか

る必 要
ひつよう

があることから、関 係
かんけい

する法 令
ほうれい

や機関
きかん

との調 整
ちょうせい

を図
はか

りつつ、段 階 的
だんかいてき

に実施
じっし

する。 
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≪理由
りゆう

≫ 

横 断 的
おうだんてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

を実 現
じつげん

することに加
くわ

え、および「障 害
しょうがい

、疾 病
しっぺい

などの理由
りゆう

が

あって生 活
せいかつ

のしづらさ、困 難
こんなん

を抱
かか

えている人
ひと

びとに、福祉
ふくし

・医 療
いりょう

サービス
さ ー び す

利用
りよう

の如何
いかん

に関
かか

わらず幅 広
はばひろ

く対 応
たいおう

」でき、「当事者
とうじしゃ

の抱
かか

える問 題
もんだい

全 体
ぜんたい

に対 応
たいおう

する包 括 的
ほうかつてき

支援
しえん

の継 続 的
けいぞくてき

なコーディネート
こ ー で ぃ ね ー と

」「障 害
しょうがい

のある人
ひと

のニーズ
に ー ず

を明 確
めいかく

にする」「新
あら

たな地域
ちいき

での

支援
しえん

体 制
たいせい

を築
きず

くための地域
ちいき

への働
はたら

きかけ」といった役 割
やくわり

を相 談
そうだん

支援
しえん

に求
もと

めるならば、

極
きわ

めて高
たか

い専 門 性
せんもんせい

が必 要
ひつよう

であり、全 国 的
ぜんこくてき

な人 材
じんざい

育 成
いくせい

なくして事 業
じぎょう

実施
じっし

もありえ

ないことに留 意
りゅうい

すべきである。 

  

【岡部
おかべ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

相 談
そうだん

支援
しえん

 ９-１０ページ
ぺ ー じ

 

「相 談
そうだん

支援
しえん

について」 

【結 論
けつろん

】（９ページ
ぺ ー じ

） 

本 文
ほんぶん

（１０ページ
ぺ ー じ

）①② 

≪内 容
ないよう

≫ 

【結 論
けつろん

】（９ページ
ぺ ー じ

）第
だい

２項 目
こうもく

「○相 談
そうだん

には?」以下
い か

を削 除
さくじょ

 

本 文
ほんぶん

（１０ページ
ぺ ー じ

）の①は番 号
ばんごう

をとり、「一 般
いっぱん

相 談
そうだん

」の語句
ご く

は「相 談
そうだん

支援
しえん

」で置
お

き換
か

える。②は全 文
ぜんぶん

を削 除
さくじょ

。 

 

≪理由
りゆう

≫ 

「特 定
とくてい

相 談
そうだん

」と「一 般
いっぱん

相 談
そうだん

」の区別
くべつ

を廃
はい

止
よ

し、利用者
りようしゃ

本 人
ほんにん

や支援者
しえんしゃ

にも「本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

」を作 成
さくせい

可能
かのう

とすべきである。 

  

【小澤
おざわ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１）Ⅰ－４ 相 談
そうだん

支援
しえん

 素案
そあん

 

  【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

について 

９ページ
ぺ ー じ

 

【結 論
けつろん

】 

６行
ぎょう

～９行 目
ぎょうめ
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≪内 容
ないよう

≫ 

２つ目
め

の○ 相 談
そうだん

には「一 般
いっぱん

相 談
そうだん

」と「特 定
とくてい

相 談
そうだん

」を設
もう

ける。・・・以下
い か

の部分
ぶぶん

は削 除
さくじょ

。 

≪理由
りゆう

≫ 

＊７月
がつ

２６日
にち

の総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

での質 問
しつもん

にあるように、現 実 的
げんじつてき

に、この区分
くぶん

には問 題
もんだい

が多
おお

い。加
くわ

えて、作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

でもこの違
ちが

いを十 分
じゅうぶん

検 討
けんとう

していない。部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

、50～52ページ
ぺ ー じ

の図
ず

にも載
の

っていない。 

 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１）Ⅰ－４ 相 談
そうだん

支援
しえん

 素案
そあん

 

  【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

について 

９ページ
ぺ ー じ

 

【結 論
けつろん

】 

１～３行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

相 談
そうだん

支援
しえん

の対 象
たいしょう

は、・・・以下
い か

の部分
ぶぶん

は、 

  Ⅰ－２ 障 害
しょうがい

の範囲
はんい

 の表 記
ひょうき

と同
おな

じにすること。 

≪理由
りゆう

≫ 

＊障 害
しょうがい

手 帳
てちょう

の有
ゆう

無
む

にもかかわらず・・という表 現
ひょうげん

は、既存
きそん

の法
ほう

制度
せいど

の存 続
そんぞく

ないしは

併 存
へいぞん

を肯 定
こうてい

することになるので、誤解
ごかい

を招
まね

く可能性
かのうせい

がある。 

  

【小野
お の

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ-4 相 談
そうだん

支援
しえん

 9ページ
ぺ ー じ

 

10ページ
ぺ ー じ

 

12ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

結 論
けつろん

の 2項
こう

「一 般
いっぱん

相 談
そうだん

」と「特 定
とくてい

相 談
そうだん

」の規定
きてい

を全 面
ぜんめん

削 除
さくじょ

する。 

①一 般
いっぱん

相 談
そうだん

、②特 定
とくてい

相 談
そうだん

を全 面
ぜんめん

削 除
さくじょ

する。 

・特 定
とくてい

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの規模
き ぼ

と役 割
やくわり

を全 面
ぜんめん

削 除
さくじょ

する。 

≪理由
りゆう

≫ 

ワンストップ
わ ん す と っ ぷ

で身近
みぢか

な相 談
そうだん

支援
しえん

を制度化
せいどか

するためにも、シンプル
し ん ぷ る

な制度
せいど

とすべきであるた
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め 

  

【清水
しみず

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－４ 相 談
そうだん

支援
しえん

  

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

について 

９ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

【結 論
けつろん

】 

○相 談
そうだん

支援
しえん

の対 象
たいしょう

は、障 害 者
しょうがいしゃ

手 帳
てちょう

の所持
しょじ

にかかわらず、現
げん

に身 体
しんたい

障 害
しょうがい

、知的
ちてき

障 害
しょうがい

、

精 神
せいしん

障 害
しょうがい

その他
た

心 身
しんしん

の機能
きのう

の障 害
しょうがい

（以下
い か

「障 害
しょうがい

」と総 称
そうしょう

する。）がある者
もの

であって、

障 害
しょうがい

及
およ

び社 会 的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

により継 続 的
けいぞくてき

に日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

又
また

は社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

に相 当
そうとう

な制 限
せいげん

を受
う

ける状 態
じょうたい

にある者
もの

、およびその可能性
かのうせい

がある者
もの

とその家族
かぞく

を対 象
たいしょう

とする。 

○相 談
そうだん

支援
しえん

は、福祉
ふくし

制度
せいど

を利用
りよう

する際
さい

の相 談
そうだん

のみでなく、障 害
しょうがい

、疾 病
しっぺい

などの理由
りゆう

があ

って生 活
せいかつ

のしづらさ、困 難
こんなん

を抱
かか

えている人
ひと

びとに、福祉
ふくし

・医 療
いりょう

サービス
さ ー び す

利用
りよう

の如何
いかん

に

関
かか

わらず幅 広
はばひろ

く対 応
たいおう

するものとする。また当事者
とうじしゃ

の抱
かか

える問 題
もんだい

全 体
ぜんたい

に対 応
たいおう

する

包 括 的
ほうかつてき

支援
しえん

の継 続 的
けいぞくてき

なコーディネート
こ ー で ぃ ね ー と

を行
おこな

う。障 害
しょうがい

のある人
ひと

のニーズ
に ー ず

を明 確
めいかく

にする

とともに、その個別
こべつ

のニーズ
に ー ず

から、新
あら

たな地域
ちいき

での支援
しえん

体 制
たいせい

を築
きず

くための地域
ちいき

への働
はたら

き

かけも同時
どうじ

に行
おこな

うものとする。 

○相 談
そうだん

には「一 般
いっぱん

相 談
そうだん

」と「特 定
とくてい

相 談
そうだん

」を設
もう

ける。「一 般
いっぱん

相 談
そうだん

」とは、障 害
しょうがい

に関
かん

するあらゆる相 談
そうだん

に対 応
たいおう

するものであり「特 定
とくてい

相 談
そうだん

」は、本 人
ほんにん

のニーズ
に ー ず

に応
おう

じた福祉
ふくし

ニーズ
に ー ず

に結
むす

びつけるための相 談
そうだん

に対 応
たいおう

するものとする。 

 いずれも当事者
とうじしゃ

を中 心
ちゅうしん

として個人
こじん

支援
しえん

会議
かいぎ

を開 催
かいさい

する等
とう

、一 連
いちれん

の本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

の

相 談
そうだん

支援
しえん

の展 開
てんかい

として実施
じっし

されるものとする。 

≪理由
りゆう

≫ 

・１０ページ
ぺ ー じ

の説 明
せつめい

にあるとおりだが、【結 論
けつろん

】の部分
ぶぶん

にも入
い

れておく必 要
ひつよう

があるので

はないか。 相 談
そうだん

支援
しえん

の展 開
てんかい

をまず述
の

べたうえで、２つの相 談
そうだん

を設
もう

けることを述
の

べ、

一 般
いっぱん

相 談
そうだん

と特 定
とくてい

相 談
そうだん

の連 動 性
れんどうせい

、本 人
ほんにん

中 心 性
ちゅうしんせい

をきっちり確保
かくほ

しておくことが必 要
ひつよう

ではないか。 
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【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１－４相 談
そうだん

支援
しえん

 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

について 

【結 論
けつろん

】 

 （９ページ
ぺ ー じ

と 11ページ
ぺ ー じ

） 

≪内 容
ないよう

≫ 

「一 般
いっぱん

相 談
そうだん

」と「特 定
とくてい

相 談
そうだん

」の考
かんが

え方
かた

と、「総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー」「地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー」「特 定
とくてい

専 門
せんもん

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー」等
とう

の関 係 性
かんけいせい

を明 確
めいかく

にして欲
ほ

しい。 

≪理由
りゆう

≫ 

相 談
そうだん

機能
きのう

と、その相 談
そうだん

を行
おこな

う各 種
かくしゅ

相 談
そうだん

センタ
せ ん た

ーの関 係
かんけい

があいまいである。 

「地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーと総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの規模
き ぼ

と役 割
やくわり

（11～12ページ
ぺ ー じ

）」の

記載
きさい

を見直
みなお

し、地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーにおいても「特 定
とくてい

相 談
そうだん

」が実施
じっし

出来
で き

るよう改
あらた

め

るべき。 

「一 般
いっぱん

相 談
そうだん

」と「特 定
とくてい

相 談
そうだん

」を設
もう

けているが、「一 般
いっぱん

相 談
そうだん

」は地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー（人 口
じんこう

３～５万 人
まんにん

に１ヶ所
かしょ

）が行
おこな

い、「特 定
とくてい

相 談
そうだん

」は総 合
そうごう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー（人 口
じんこう

15

～30万 人
まんにん

に１ヶ所
かしょ

）が行
おこな

うことになっている。 

 

【奈良崎
ならさき

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ｉ－４ 相 談
そうだん

支援
しえん

 

ルビ
る び

15ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

（追加
ついか

） 

知的
ちてき

障 害
しょうがい

のある人
ひと

など情 報
じょうほう

を知
し

ることに難
むずか

しさを抱
かか

える人向
ひとむ

けに、相 談
そうだん

支援事
しえんじ

業 者
ぎょうしゃ

の所在地
しょざいち

や相 談
そうだん

方 法
ほうほう

（誰
だれ

に、どのようなことを、どのように相 談
そうだん

できるか）などにつ

いて、情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

を十 分
じゅうぶん

に行
おこな

う。 

≪理由
りゆう

≫ 

相 談
そうだん

支援
しえん

の制度
せいど

がより実 効 性
じっこうせい

をもつためには、相 談
そうだん

支援
しえん

につながりにくい人
ひと

をいかに

汲
く

み取
と

っていくかが重 要
じゅうよう

。不慣
ふ な

れな環 境
かんきょう

が苦手
にがて

な知的
ちてき

障 害
しょうがい

のある人
ひと

のためにも、実 際
じっさい

の相 談
そうだん

へのハードル
は ー ど る

を低
ひく

くする努 力
どりょく

が必 要
ひつよう

。 
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【野原
のはら

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

1－4 相 談
そうだん

事 業
じぎょう

 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

について 

＊9ページ
ぺ ー じ

 

＊9ページ
ぺ ー じ

下
した

から 4行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

一 般
いっぱん

相 談
そうだん

と特 定
とくてい

相 談
そうだん

は分
わ

けない方
かた

が良
よ

い 

「難 病
なんびょう

（難治性
なんちせい

慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

を含
ふく

む）、高次
こうじ

脳
のう

障 害
しょうがい

、発 達
はったつ

障 害
しょうがい

などの手 帳
てちょう

を所持
しょじ

し

ていない谷間
たにま

の障 害
しょうがい

について十 分
じゅうぶん

に対 応
たいおう

できていない。」の「アンダーライン
あ ん だ ー ら い ん

部分
ぶぶん

」を

挿 入
そうにゅう

する。 

≪理由
りゆう

≫ 

窓 口
まどぐち

でのたらい回
まわ

しで苦労
くろう

してきた難 病
なんびょう

難治性
なんちせい

疾 患
しっかん

患 者
かんじゃ

は、ワンストップ
わ ん す と っ ぷ

形 態
けいたい

を

望
のぞ

むが事態
じたい

も制度
せいど

も複 雑
ふくざつ

多様
たよう

である関 係
かんけい

で、窓 口
まどぐち

は一
ひと

つで奥
おく

が深
ふか

く（多層的
たそうてき

）幅
はば

も

広
ひろ

い（すべての障 害
しょうがい

への対 応
たいおう

）できる機能
きのう

が必 要
ひつよう

である 

障 害 者
しょうがいしゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

の「谷間
たにま

」の部分
ぶぶん

を言
い

い表
あらわ

す表 現
ひょうげん

として書
か

かれているが、「難 病
なんびょう

（難治性
なんちせい

慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

）」とすると、難 病
なんびょう

＝特 定
とくてい

疾 患
しっかん

という狭
せま

い概 念
がいねん

が対 応
たいおう

し、多
おお

く

の谷間
たにま

に置
おき

かれている特 定
とくてい

疾 患
しっかん

に指定
してい

されていない難治性
なんちせい

慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

が除
じょ

外
はず

される

ことが懸念
けねん

される。 

 

【東 川
ひがしかわ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１－４ 相 談
そうだん

支援
しえん

 素案
そあん

 

９ページ
ぺ ー じ

相 談
そうだん

支援
しえん

 

29行
ぎょう

～33行 目
ぎょうめ

  など 

≪内 容
ないよう

≫ 

なお特 定
とくてい

相 談
そうだん

は以降
いこう

の３行
ぎょう

を削 除
さくじょ

 

○相 談
そうだん

では、障 害
しょうがい

に関
かん

するあらゆる相 談
そうだん

に対 応
たいおう

する。本 人
ほんにん

のニーズ
に ー ず

に応
おう

じた福祉
ふくし

ニーズ
に ー ず

に結
むす

びつけるための相 談
そうだん

に対 応
たいおう

する。 

≪理由
りゆう

≫ 

一 般
いっぱん

相 談
そうだん

と特 定
とくてい

相 談
そうだん

と区別
くべつ

することへの疑念
ぎねん

あり。相 談
そうだん

事 業
じぎょう

の出来高払
できだかばら

い制
せい

には
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疑念
ぎねん

がある。ただし。 

専 門 性
せんもんせい

の担保
たんぽ

、支援
しえん

サービス
さ ー び す

に結
むす

び付
つ

けた相 談
そうだん

に応
おう

じることが可能
かのう

かどうか人 材
じんざい

育 成
いくせい

が必 要
ひつよう

。 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

相 談
そうだん

支援
しえん

について 

9ページ
ぺ ー じ

 

8行
ぎょう

～10行
ぎょう

 

10ページ
ぺ ー じ

 

16行
ぎょう

～29行
ぎょう

 

≪内 容
ないよう

≫ 

「一 般
いっぱん

相 談
そうだん

」と「特 定
とくてい

相 談
そうだん

」に分
わ

ける必 要
ひつよう

はないので、この箇所
かしょ

は先 变
さきじょ

する。 

≪理由
りゆう

≫ 

二
ふた

つに分
わ

ける理由
りゆう

・根 拠
こんきょ

が不明確
ふめいかく

なため。 

 

【増田
ますだ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

9ページ
ぺ ー じ

 

表 題
ひょうだい

 相 談
そうだん

支援
しえん

について         

結 論
けつろん

 6行 目
ぎょうめ

移行
いこう

 削 除
さくじょ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

一 般
いっぱん

相 談
そうだん

と特 定
とくてい

相 談
そうだん

の 2つの相 談
そうだん

を設
もう

けることを削 除
さくじょ

する． 

≪理由
りゆう

≫ 

ワンストップ
わ ん す と っ ぷ

相 談
そうだん

が市 町 村
しちょうそん

格差
かくさ

をなくし，全 国
ぜんこく

の各 市 町 村
かくしちょうそん

でもれなく実 現
じつげん

するこ

とが重 要
じゅうよう

である．そのためには障 害
しょうがい

のある人
ひと

や家族
かぞく

の多岐
た き

にわたる相 談
そうだん

内 容
ないよう

に対 応
たいおう

できる人 的
じんてき

配置
はいち

も含
ふく

め，多 職 種
たしょくしゅ

の配置
はいち

が可能
かのう

となる相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

を拡 充
かくじゅう

していくこ

とが優 先
ゆうせん

課題
かだい

である． 
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【増田
ますだ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

10ページ
ぺ ー じ

 説 明
せつめい

 27行
ぎょう

目 移
めうつり

行 削 除
ぎょうさくじょ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

特 定
とくてい

相 談
そうだん

という考
かんが

え方
かた

を廃止
はいし

することを提 案
ていあん

している．特 定
とくてい

相 談
そうだん

という考
かんが

え方
かた

を

否定
ひてい

しており，合
あ

わせて実 績
じっせき

に合
あ

わせた出来高払
できだかばら

いの考
かんが

え方
かた

も削
さく

除
じょ

する． 

≪理由
りゆう

≫ 

相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

に出来高払
できだかばら

いを導 入
どうにゅう

するのは大 変
たいへん

危険
きけん

である．障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

の現場
げんば

では

サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

が立
た

てられない人
ひと

への支援
しえん

こそが困 難
こんなん

であり，丁 寧
ていねい

な支援
しえん

が必 要
ひつよう

で

ある．支援
しえん

に結
むす

びついていない人
ひと

，既存
きそん

の支援
しえん

では生 活
せいかつ

がささえられない人
ひと

への支援
しえん

が

実 現
じつげん

できるような相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の構 築
こうちく

ことが重 要
じゅうよう

である． 

  

【山
やま

本
もと

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１－４ 相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

 

９ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

相 談
そうだん

支援
しえん

ではなく、権利
けんり

擁護
ようご

アドボカシ
あ ど ぼ か し

ーが必 要
ひつよう

であり、同時
どうじ

に、申 請
しんせい

妨 害
ぼうがい

を防
ふせ

ぐた

めの申 請 書
しんせいしょ

リーフレット
り ー ふ れ っ と

の配布
はいふ

が必 要
ひつよう

である 

相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

は廃止
はいし

されるべきである 

≪理由
りゆう

≫ 

ソーシャルワーク
そ ー し ゃ る わ ー く

の専門家
せんもんか

に取
と

り囲
かこ

まれては本 人
ほんにん

は萎 縮
いしゅく

するだけであり、あくまで

本 人
ほんにん

の意思
い し

決 定
けってい

権利
けんり

主 張
しゅちょう

の応 援 団
おうえんだん

であるアドボカシ
あ ど ぼ か し

ーこそ必 要
ひつよう

である。 

支 給
しきゅう

決 定
けってい

のプロセス
ぷ ろ せ す

そのものに入
い

れない水際
みぎわ

作 戦
さくせん

が各地
かくち

で横 行
おうこう

しているので、それを

防
ふせ

ぎ同時
どうじ

に、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の周 知
しゅうち

徹 底
てってい

のため 
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Ⅰ－４ 相 談
そうだん

支援
しえん

 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の設置
せっち

と果
は

たすべき機能
きのう

について 

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ-4 相 談
そうだん

支援
しえん

 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の設置
せっち

と果
は

たすべき機能
きのう

について 

・11ページ
ぺ ー じ

・12ページ
ぺ ー じ

の相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

の部分
ぶぶん

 

≪内 容
ないよう

≫ 

（意見
いけん

） 

相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

の指定
してい

について、都道府県
とどうふけん

・政 令
せいれい

市
し

が指定
してい

することを基本
きほん

とすること

は法 的
ほうてき

安 定 性
あんていせい

を欠
か

く。 

≪理由
りゆう

≫ 

・H22.12改 正
かいせい

により、サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

を作 成
さくせい

する相 談
そうだん

支援事
しえんじ

業 者
ぎょうしゃ

の指定
してい

権 限
けんげん

は

市 町
しちょう

村 長
そんちょう

にあるとされたばかりであり、これをまた知事
ち じ

に戻
もど

すということは、現場
げんば

の

混 乱
こんらん

が大
おお

きい。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の設置
せっち

と果
は

たすべき機能
きのう

について 

【結 論
けつろん

】 

１１ページ
ぺ ー じ

 

８行 目
ぎょうめ

 

１３行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

追加
ついか

 

障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

（その家族
かぞく

を含
ふく

む） 

追加
ついか

 

必 要
ひつよう

がある。 

≪理由
りゆう

≫ 

同 居
どうきょ

で生 活
せいかつ

している。 
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脱字
だつじ

 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

【説 明
せつめい

】 

１１ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

具体的
ぐたいてき

について①～⑦の想 定
そうてい

は、一 般
いっぱん

相 談
そうだん

の主旨
しゅし

と違
ちが

っているのでは。一部
いちぶ

、特 定
とくてい

相 談
そうだん

が含
ふく

まれている。 

≪理由
りゆう

≫ 

意見
いけん

です 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－４ 相 談
そうだん

支援
しえん

 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

について 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の設置
せっち

と果
は

たすべき機能
きのう

について 

【表 題
ひょうだい

】本 人
ほんにん

（及
およ

び家族
かぞく

）をエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

するシステム
し す て む

について 

≪内 容
ないよう

≫ 

（追加
ついか

・修 正
しゅうせい

） 

【表 題
ひょうだい

】「相 談
そうだん

支援
しえん

について」において整理
せいり

されている「一 般
いっぱん

相 談
そうだん

」と「特 定
とくてい

相 談
そうだん

」

の考
かんが

え方
かた

と、【表 題
ひょうだい

】「相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の設置
せっち

と果
は

たすべき機能
きのう

について」、および【表 題
ひょうだい

】

「本 人
ほんにん

（及
およ

び家族
かぞく

）をエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

するシステム
し す て む

について」において掲
かか

げられている

「地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー」、「総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー」、「特 定
とくてい

専 門
せんもん

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー」、

「エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

」の関 係 性
かんけいせい

を明 確
めいかく

にする。 

≪理由
りゆう

≫ 

【表 題
ひょうだい

】「相 談
そうだん

支援
しえん

について」において整理
せいり

されている「一 般
いっぱん

相 談
そうだん

」と「特 定
とくてい

相 談
そうだん

」

の考
かんが

え方
かた

は、市 町 村 域
しちょうそんいき

においてはある程度
ていど

機能
きのう

すると思
おも

われるが、圏 域
けんいき

や都道府県域
とどうふけんいき

では機能
きのう

しないと思
おも

われる（とりわけ特 定
とくてい

相 談
そうだん

は期待
きたい

できない）。 

また、「一 般
いっぱん

相 談
そうだん

」のあり方
かた

は事 業
じぎょう

補助
ほじょ

を提 言
ていげん

しているが、「地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー」

と「総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー」においては「都道府県
とどうふけん

が市 町 村
しちょうそん

と協 議
きょうぎ

して一 定
いってい

の条 件
じょうけん
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を満
み

たした事
じ

業 者
ぎょうしゃ

に事 業
じぎょう

を委託
いたく

して設置
せっち

」となっており、矛 盾
むじゅん

がある（なお、事 業
じぎょう

補助
ほじょ

と事 業
じぎょう

委託
いたく

には大
おお

きな差異
さ い

があることにも留 意
りゅうい

）。 

さらに、【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の設置
せっち

と果
は

たすべき機能
きのう

についての中
なか

では「市 町 村
しちょうそん

、

サービス
さ ー び す

事 業 所
じぎょうしょ

からの独 立 性
どくりつせい

を担
たん

保
ほ

するために、都道府県
とどうふけん

・政 令
せいれい

市
し

が指定
してい

することを

基本
きほん

」としているが、ここでいう指定
してい

がどの事 業
じぎょう

を指
さ

すのか不明確
ふめいかく

である（なお、政 令
せいれい

市
し

も市 町 村
しちょうそん

なので、文 章
ぶんしょう

にも矛 盾
むじゅん

あり）。 

 

【大 濵
おおはま

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

ｐ１１ 

【結 論
けつろん

】の冒 頭
ぼうとう

に挿 入
そうにゅう

 

≪内 容
ないよう

≫ 

全 国
ぜんこく

レベル
れ べ る

の相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーを設置
せっち

し、傷 病
しょうびょう

別
べつ

の専 門 性
せんもんせい

の高
たか

い医 療
いりょう

機関
きかん

に関
かん

す

る情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

や、２４時間
じかん

介護
かいご

を必 要
ひつよう

とする重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

の支援
しえん

など、専 門 性
せんもんせい

の高
たか

い

相 談
そうだん

支援
しえん

を提
てい

供
きょう

する。 

≪理由
りゆう

≫ 

頸
けい

髄
ずい

損 傷
そんしょう

や希 尐
きしょう

難 病
なんびょう

など、 医 療
いりょう

支援
しえん

と地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

の 密 接
みっせつ

な連 携
れんけい

を 要
よう

する

傷 病
しょうびょう

については、全 国
ぜんこく

レベル
れ べ る

での相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの整備
せいび

が不可欠
ふかけつ

である。また、２４

時間
じかん

介護
かいご

を必 要
ひつよう

とする重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

して有 効
ゆうこう

に支援
しえん

できる団 体
だんたい

も全 国 的
ぜんこくてき

に数
かず

が尐
すく

ない。 

  

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

ｐ１１ 

下
した

から１１行 目
ぎょうめ

 

地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの規模
き ぼ

と役 割
やくわり

 

≪内 容
ないよう

≫ 

また、地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーも特 定
とくてい

相 談
そうだん

支援
しえん

としてサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

と本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

計 画
けいかく

を策 定
さくてい

できる。 

≪理由
りゆう

≫ 

書
か

き忘
わす

れと思
おも

われるが、作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

にも明記
めいき

されており、重 要
じゅうよう

である。 
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≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

ｐ１２ 

下
した

から４行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

特 定
とくてい

相 談
そうだん

支援
しえん

の指定権者
していけんしゃ

は都道府県
とどうふけん

のみとし、政 令
せいれい

市
し

は排
はい

除
じょ

すべき。 

≪理由
りゆう

≫ 

支 給
しきゅう

決 定
けってい

を行
おこな

う政 令
せいれい

市
し

が特 定
とくてい

相 談
そうだん

事 業 所
じぎょうしょ

の指定権者
していけんしゃ

では、独 立 性
どくりつせい

が担
たん

保
たもつ

でき

ないため。 

 

【小田島
おだじま

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ―４ 相 談
そうだん

支援
しえん

 

  【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

期間
きかん

の設置
せっち

と・・・ 

   １１頁
ぺいじ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

相 談
そうだん

するところはいっぱいあった方
かた

がいいです。 

 

【川 崎
かわさき

（洋
よう

）委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

相 談
そうだん

支援
しえん

  

  【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の設置
せっち

と果
は

たすべき機能
きのう

について 

１１ページ
ぺ ー じ

 

【結 論
けつろん

】 

3つ目
め

の○ 

≪内 容
ないよう

≫ 

身近
みぢか

な地域
ちいき

での障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

のエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

を目 的
もくてき

とするピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

や家族
かぞく

自身
じしん

に

よる相 談
そうだん

支援
しえん

の充 実
じゅうじつ

をする。（エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

事 業
じぎょう

） 

≪理由
りゆう

≫ 

地域
ちいき

では家族会
かぞくかい

による相 談
そうだん

の件 数
けんすう

が増
ふ

えている。身近
みぢか

なところで、同
おな

じ悩
なや

みを共 有
きょうゆう

し、

お互
たが

いを支
ささ

えあっていくことが、家族
かぞく

に元気
げんき

を与
あた

え、それが当事者
とうじしゃ

の回 復
かいふく

に良
よ

い効果
こうか

を

あたえている。 
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【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１－４相 談
そうだん

支援
しえん

 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の設置
せっち

と果
は

たすべき機能
きのう

について 

【結 論
けつろん

】 

（11ページ
ぺ ー じ

） 

≪内 容
ないよう

≫ 

○ 人 口
じんこう

規模
き ぼ

による 一 定
いってい

の 圏 域
けんいき

ごとに……基本
きほん

とし、地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー
ー

には

エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

を含
ふく

む多層的
たそうてき

複 合 的
ふくごうてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

を整備
せいび

する。 

（【結 論
けつろん

】の１行 目
ぎょうめ

に下線
かせん

部分
ぶぶん

を追加
ついか

） 

≪理由
りゆう

≫ 

地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、特 定
とくてい

専 門
せんもん

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーを基本
きほん

とし、エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

を含
ふく

む多層的
たそうてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

を整備
せいび

するとしている

が、障 害 者
しょうがいしゃ

にとっては複 雑
ふくざつ

でわかりにくい。 

 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１－４相 談
そうだん

支援
しえん

 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の設置
せっち

と果
は

たすべき機能
きのう

について 

【説 明
せつめい

】 

（12ページ
ぺ ー じ

 ４行 目
ぎょうめ

） 

≪内 容
ないよう

≫ 

これらの相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

に所 属
しょぞく

する相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

は、「特 定
とくてい

相 談
そうだん

」として、希望
きぼう

する人
ひと

を対 象
たいしょう

に本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

・サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

を策 定
さくてい

できる。 

（【説 明
せつめい

】の４行 目
ぎょうめ

に下線
かせん

部分
ぶぶん

を追加
ついか

） 

≪理由
りゆう

≫ 

障 害 者
しょうがいしゃ

の身近
みぢか

な地域
ちいき

で、同一事
どういちじ

業 者
ぎょうしゃ

が相 談
そうだん

からサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

の 作 成
さくせい

までを

ワンストップ
わ ん す と っ ぷ

で行
おこな

える仕組
し く

みにすべき。 

  

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１－４相 談
そうだん

支援
しえん
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【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の設置
せっち

と果
は

たすべき機能
きのう

について 

【説 明
せつめい

】 

・特 定
とくてい

専 門
せんもん

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー
ー

の規模
き ぼ

と役 割
やくわり

 

（12ページ
ぺ ー じ

） 

≪内 容
ないよう

≫ 

・特 定
とくてい

専 門
せんもん

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの規模
き ぼ

と役 割
やくわり

 

都道府県
とどうふけん

を単位
たんい

として設置
せっち

され、障 害
しょうがい

特 性
とくせい

に応
おう

じた専 門
せんもん

相 談
そうだん

を担
にな

う。 

具体的
ぐたいてき

には、身 体
しんたい

・知 的 障 害 者 総 合 相 談
ちてきしょうがいしゃそうごうそうだん

センタ
せ ん た

ー、知 的 障 害 者 総 合 福 祉
ちてきしょうがいしゃそうごうふくし

センタ
せ ん た

ー、精神保健福祉
ふくし

センタ
せ ん た

ー、発 達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、視覚
しかく

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、難 病
なんびょう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、…… 

（下線
かせん

部分
ぶぶん

を追加
ついか

） 

≪理由
りゆう

≫ 

障 害
しょうがい

特 性
とくせい

に応
おう

じた専 門
せんもん

相 談
そうだん

を行
おこな

うとしているが、それぞれの障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

毎
まい

にセンタ
せ ん た

ーが設置
せっち

させるなか、障 害
しょうがい

特 性
とくせい

の違
ちが

う身 体
しんたい

と知的
ちてき

障 害
しょうがい

を同
おな

じ相 談
そうだん

センタ
せ ん た

ーで担
にな

う

ことは考
かんが

えられない。 

 

【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１－４ 相 談
そうだん

支援
しえん

 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の設置
せっち

と果
は

たすべき機能
きのう

について 

【表 題
ひょうだい

】本 人
ほんにん

（及
およ

び家族
かぞく

）をエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

するシステム
し す て む

について 

≪内 容
ないよう

≫ 

【結 論
けつろん

】 

総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー
ー

の 職 員
しょくいん

の配置
はいち

基 準
きじゅん

に手話
しゅわ

通訳士
つうやくし

有
ゆう

資格者
しかくしゃ

やろうあ 者
もの

相 談 員
そうだんいん

等
とう

を入
い

れること追記
ついき

。 

≪理由
りゆう

≫ 

左記
さ き

のような、聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

を必 要
ひつよう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

の特 性
とくせい

等
とう

を理解
りかい

する職 員
しょくいん

を配置
はいち

することにより、コミュケーション
こ み ゅ け ー し ょ ん

支援
しえん

も１００％対 応
たいおう

できる

センタ
せ ん た

ー
ー

にすること。 
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【増田
ますだ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

 11ページ
ぺ ー じ

 

表 題
ひょうだい

 相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の設置
せっち

と果
は

たすべき機能
きのう

について 

結 論
けつろん

 1行 目
ぎょうめ

以降
いこう

  

≪内 容
ないよう

≫ 

地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー，総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー
ー

，特 定
とくてい

専 門
せんもん

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー
ー

の配置
はいち

を基本
きほん

という部分
ぶぶん

を修 正
しゅうせい

する．エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

事 業
じぎょう

は，地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーに

統 合
とうごう

する． 

≪理由
りゆう

≫ 

→地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーがワンストップ
わ ん す と っ ぷ

で多岐
た き

にわたる相 談
そうだん

支援
しえん

を行
おこな

う．そのために

多 職 種
たしょくしゅ

による人 員
じんいん

配置
はいち

を可能
かのう

にする．その中
なか

には必
かなら

ず障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

や家族
かぞく

など，体 験
たいけん

を生
い

かして支援
しえん

できるいわゆるピアスタッフ
ぴ あ す た っ ふ

を加
くわ

えることを原 則
げんそく

とする． 

 なお， 市 町 村
しちょうそん

に 複 数
ふくすう

相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

が 設
もう

けられる場合
ばあい

には， 各 相 談
かくそうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

の支援
しえん

の水 準
すいじゅん

を担
たん

保
ほ

し，支援
しえん

内 容
ないよう

を高
たか

めていくための拠 点
きょてん

となるような

相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

を位置付
い ち づ

けておく． 

 都道府県
とどうふけん

単位
たんい

の特 定
とくてい

専 門
せんもん

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーについては，既存
きそん

の専 門 的
せんもんてき

な機関
きかん

との

連 携
れんけい

で相 談
そうだん

支援
しえん

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

ることとする． 

 

【三
み

浦
うら

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ-４ 相 談
そうだん

支援
しえん

 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の設置
せっち

と果
は

たすべき機能
きのう

について 

11ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

迅 速
じんそく

にニーズ
に ー ず

に応
こた

えるため、シンプル
し ん ぷ る

かつネットワーク
ね っ と わ ー く

する相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

をめざし、

「地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー」の人 材
じんざい

と機能
きのう

を強 化
きょうか

していく。そして、専 門 的
せんもんてき

な相 談
そうだん

に

対 応
たいおう

する「専 門
せんもん

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー」との連 携
れんけい

をはかる。 

≪理由
りゆう

≫ 

利用者
りようしゃ

にとって利用
りよう

しやすい相 談
そうだん

窓 口
まどぐち

である、地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー
ー

が連 携
れんけい

していく

「ネットワーク型
ね っ と わ ー く が た

」の相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

の方
かた

が、迅 速
じんそく

にニーズ
に ー ず

に対 応
たいおう

でき、有 効
ゆうこう

に機能
きのう
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できるのではないか。 

地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーにこそ、人 材
じんざい

を厚
あつ

く配置
はいち

し、ワンストップサービスニーズ
わ ん す と っ ぷ さ ー び す に ー ず

に応
こた

え

られるよう機能
きのう

を強
つよし

化
か

していく方
かた

が、迅 速
じんそく

かつ有 効
ゆうこう

に地域
ちいき

支援
しえん

を行
おこな

えるのではないか。 

エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

事 業
じぎょう

又
また

はエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

との連 携
れんけい

あるいは一 体 的
いったいてき

運 営
うんえい

も、地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーを核
かく

に行
おこな

うことは可能
かのう

である。 

制度
せいど

の実 行
じっこう

体 制
たいせい

を複 雑
ふくざつ

にしない為
ため

にも、せめて構 造
こうぞう

は二層
にそう

までとし、「地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー」と「専 門
せんもん

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー」が連 携
れんけい

していくシンプル
し ん ぷ る

なものとする。 
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Ⅰ－４ 相 談
そうだん

支援
しえん

 

【表 題
ひょうだい

】本 人
ほんにん

（及
およ

び家族
かぞく

）をエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

するシステム
し す て む

について 

 

【朝比奈
あさひな

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－４ 相 談
そうだん

支援
しえん

 

13ページ
ぺ ー じ

 本 人
ほんにん

（及
およ

び家族
かぞく

）をエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

するシステム
し す て む

について 

及
およ

び 

Ⅰ－６ 支援
しえん

体 系
たいけい

 

24ページ
ぺ ー じ

 ２．日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

について 

≪内 容
ないよう

≫ 

ディアクティビティセンタ
で ぃ あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーの 主
しゅ

なサービス
さ ー び す

のなかに、 交 流
こうりゅう

の場
ば

の 提 供
ていきょう

やグループ
ぐ る ー ぷ

活 動
かつどう

の支援
しえん

を位置
い ち

づけてほしい。 

≪理由
りゆう

≫ 

相 談
そうだん

支援
しえん

のなかで提 案
ていあん

されたエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

事 業
じぎょう

は、地域
ちいき

によっては、日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

のなかで育
はぐく

まれていくものと考
かんが

える。また、個別
こべつ

支援
しえん

とは異
こと

なるグループ
ぐ る ー ぷ

支援
しえん

の

重 要 性
じゅうようせい

を ディアクティビティセンタ
で ぃ あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ー に 位置
い ち

づ け て お く こ と も 重 要
じゅうよう

で あ る 。

ディアクティビティセンタ
で ぃ あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーを拠 点
きょてん

に力
ちから

をつけた当事者
とうじしゃ

グループ
ぐ る ー ぷ

がエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

事 業
じぎょう

を主 体 的
しゅたいてき

に担
にな

っていくような一
ひと

つのプロセス
ぷ ろ せ す

をあらかじめ想 定
そうてい

した制度
せいど

設 計
せっけい

が必 要
ひつよう

である。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－４ 相 談
そうだん

支援
しえん

 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

について 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の設置
せっち

と果
は

たすべき機能
きのう

について 

【表 題
ひょうだい

】本 人
ほんにん

（及
およ

び家族
かぞく

）をエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

するシステム
し す て む

について 

≪内 容
ないよう

≫ 

（追加
ついか

・修 正
しゅうせい

） 

【表 題
ひょうだい

】「相 談
そうだん

支援
しえん

について」において整理
せいり

されている「一 般
いっぱん

相 談
そうだん

」と「特 定
とくてい

相 談
そうだん

」

の考
かんが

え方
かた

と、【表 題
ひょうだい

】「相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の設置
せっち

と果
は

たすべき機能
きのう

について」、および【表 題
ひょうだい

】



 

- 49 - 

 

「本 人
ほんにん

（及
およ

び家族
かぞく

）をエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

するシステム
し す て む

について」において掲
かか

げられている

「地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー」、「総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー」、「特 定
とくてい

専 門
せんもん

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー」、

「エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

」の関 係 性
かんけいせい

を明 確
めいかく

にする。 

≪理由
りゆう

≫ 

【表 題
ひょうだい

】「相 談
そうだん

支援
しえん

について」において整理
せいり

されている「一 般
いっぱん

相 談
そうだん

」と「特 定
とくてい

相 談
そうだん

」

の考
かんが

え方
かた

は、市 町 村 域
しちょうそんいき

においてはある程度
ていど

機能
きのう

すると思
おも

われるが、圏 域
けんいき

や都道府県域
とどうふけんいき

では機能
きのう

しないと思
おも

われる（とりわけ特 定
とくてい

相 談
そうだん

は期待
きたい

できない）。 

また、「一 般
いっぱん

相 談
そうだん

」のあり方
かた

は事 業
じぎょう

補助
ほじょ

を提 言
ていげん

しているが、「地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー」

と「総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー」においては「都道府県
とどうふけん

が市 町 村
しちょうそん

と協 議
きょうぎ

して一 定
いってい

の条 件
じょうけん

を満
み

たした事
こと

業 者
ぎょうしゃ

に事 業
じぎょう

を委託
いたく

して設置
せっち

」となっており、矛 盾
むじゅん

がある（なお、事 業
じぎょう

補助
ほじょ

と事 業
じぎょう

委託
いたく

には大
おお

きな差異
さ い

があることにも留 意
りゅうい

）。 

さらに、【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の設置
せっち

と果
は

たすべき機能
きのう

についての中
なか

では「市 町 村
しちょうそん

、

サービス
さ ー び す

事 業 所
じぎょうしょ

からの独 立 性
どくりつせい

を担
たん

保
ほ

するために、都道府県
とどうふけん

・政 令
せいれい

市
し

が指定
してい

することを

基本
きほん

」としているが、ここでいう指定
してい

がどの事 業
じぎょう

を指
さ

すのか不明確
ふめいかく

である（なお、政 令
せいれい

市
し

も市 町 村
しちょうそん

なので、文 章
ぶんしょう

にも矛 盾
むじゅん

あり）。 

 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－４ 相 談
そうだん

支援
しえん

 

【表 題
ひょうだい

】本 人
ほんにん

（及
およ

び家族
かぞく

）をエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

するシステム
し す て む

について 

【結 論
けつろん

】 

ルビ
る び

22ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

【結 論
けつろん

】の最後
さいご

に下記
か き

の項 目
こうもく

を加
くわ

える。 

（追加
ついか

） 

○本人（及
およ

び家族
かぞく

）をエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

するシステム
し す て む

の整備
せいび

については、当事者
とうじしゃ

リーダ
り ー だ

ー
ー

や、

真
まこと

に障 害 者
しょうがいしゃ

をエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

できる当事者
とうじしゃ

組織
そしき

の養 成
ようせい

を図
はか

りつつ、段 階 的
だんかいてき

に実施
じっし

す

る。 

≪理由
りゆう

≫ 

【説 明
せつめい

】の中
なか

でも、「当事者
とうじしゃ

リーダ
り ー だ

ー」の有無
う む

による地域間
ちいきかん

格差
かくさ

が指摘
してき

され、「当事者
とうじしゃ

リーダ
り ー だ

ー
ー

養 成
ようせい

や、真
まこと

に障 害 者
しょうがいしゃ

をエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

できる当事者
とうじしゃ

組織
そしき

とその活 動
かつどう

を公 的
こうてき

にサポート
さ ぽ ー と

する仕組
し く

みを創 出
そうしゅつ

していくべき」と結 論
けつろん

づけられており、これらの課題
かだい

が解
かい
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決
けっ

されないままエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

のシステム
し す て む

だけを導 入
どうにゅう

することは地域
ちいき

格差
かくさ

を助 長
じょちょう

し、ひ

いては障 害
しょうがい

のある人
ひと

へ著
いちじる

しい不利益
ふりえき

となる。 

そのため、まず必 要
ひつよう

なことは当事者
とうじしゃ

リーダ
り ー だ

ーや、真
まこと

に障 害 者
しょうがいしゃ

をエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

できる

当事者
とうじしゃ

組織
そしき

の養 成
ようせい

を図
はか

ることであり、これらの進 捗
しんちょく

を踏
ふ

まえて段 階 的
だんかいてき

に実施
じっし

すべきで

ある。 

 

【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１－４ 相 談
そうだん

支援
しえん

 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

の設置
せっち

と果
は

たすべき機能
きのう

について 

【表 題
ひょうだい

】本 人
ほんにん

（及
およ

び家族
かぞく

）をエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

するシステム
し す て む

について 

≪内 容
ないよう

≫ 

【結 論
けつろん

】 

総 合
そうごう

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの 職 員
しょくいん

の配置
はいち

基 準
きじゅん

に手話
しゅわ

通訳士
つうやくし

有
ゆう

資格者
しかくしゃ

やろうあ 者
もの

相 談 員
そうだんいん

等
とう

を入
い

れること追記
ついき

。 

≪理由
りゆう

≫ 

左記
さ き

のような、聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

を必 要
ひつよう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

の特 性
とくせい

等
とう

を理解
りかい

する職 員
しょくいん

を配置
はいち

することにより、コミュケーション
こ み ゅ け ー し ょ ん

支援
しえん

も１００％対 応
たいおう

できる

センタ
せ ん た

ーにすること。 

 

【山
やま

本
もと

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１３ページ
ぺ ー じ

 

本 人
ほんにん

（及
およ

び家族
かぞく

）をエンパワーメント
え ん ぱ わ ー め ん と

するシステム
し す て む

 

≪内 容
ないよう

≫ 

相 談
そうだん

支援
しえん

事 業
じぎょう

の中
なか

に位置
い ち

づけられるべきではなく権利
けんり

擁護
ようご

アドボカシ
あ ど ぼ か し

ーの体 制
たいせい

に位置
い ち

づけられるべき 

このアドボカシ
あ ど ぼ か し

ー組織
そしき

が訪 問
ほうもん

活 動
かつどう

や支援
しえん

申 請
しんせい

に同 行
どうこう

するなどして、申 請
しんせい

の援 助
えんじょ

をす

べき 

また施設
しせつ

精 神
せいしん

病 院
びょういん

。刑事
けいじ

施設
しせつ

へのアウトリーチ
あ う と り ー ち

活 動
かつどう

も担
にな

うべきである。 

施設
しせつ

、精 神
せいしん

病 院
びょういん

、刑事
けいじ

施設
しせつ

への立
た

ち入
い

り権 限
けんげん

面 会
めんかい

権 限
けんげん

を法 的
ほうてき

に保 障
ほしょう

すべきであり、
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同 等
どうとう

に 行 政
ぎょうせい

やサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

機関
きかん

からの 独 立
どくりつ

を 担
たん

保
ほ

するための 財 政
ざいせい

および 法 的
ほうてき

根 拠
こんきょ

が必 要
ひつよう

 

≪理由
りゆう

≫ 

エンパワーメント
え ん ぱ わ ー め ん と

活 動
かつどう

を通
とお

してまた求
もと

められる場合
ばあい

はアドボケイト
あ ど ぼ け い と

として活 動
かつどう

するこ

とで、ニーズ
に ー ず

に応
おう

じた支 給
しきゅう

申 請
しんせい

を本 人
ほんにん

がすることができるようになる 

そのためにこの機関
きかん

の独 立 性
どくりつせい

が必 要
ひつよう

であり、法 的
ほうてき

根 拠
こんきょ

が必 要
ひつよう

 

こうしたアウトリーチ
あ う と り ー ち

は地域
ちいき

移行
いこう

にとっても重 要
じゅうよう

 

 



 

- 52 - 

 

Ⅰ－４ 相 談
そうだん

支援
しえん

 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の理念
りねん

と役 割
やくわり

 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の理念
りねん

と役 割
やくわり

 

【説 明
せつめい

】 

（３）相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の業 務
ぎょうむ

 

１５ページ
ぺ ー じ

 １７行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

修 正
しゅうせい

 

本 人
ほんにん

と必 要
ひつよう

に応
おう

じてサービス
さ ー び す

を提
てい

供
きょう

する者
もの

が参加
さんか

するケア
け あ

会議
かいぎ

を開
かい

催
さい

し 

≪理由
りゆう

≫ 

「本 人
ほんにん

」が重
かさ

なっている 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－４ 相 談
そうだん

支援
しえん

 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の理念
りねん

と役 割
やくわり

 

【結 論
けつろん

】第二項
だいにこう

・１～２行 目
ぎょうめ

 

ルビ
る び

25ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

【結 論
けつろん

】の第二項
だいにこう

の１～２行 目
ぎょうめ

を下記
か き

のとおり修 正
しゅうせい

する。 

（修 正
しゅうせい

） 

本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

を策 定
さくてい

する。 

↓ 

本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

およびサービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

の策 定
さくてい

にかかる支援
しえん

を行
おこな

う。 

≪理由
りゆう

≫ 

177回
かい

常 会
じょうかい

にて審 議 中
しんぎちゅう

の障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

改 正
かいせい

案
あん

においては、障 害 者
しょうがいしゃ

やその家族
かぞく

から

の相 談
そうだん

に応
おう

ずる責 任
せきにん

を国
くに

・地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

に位置
い ち

づけており、生 活
せいかつ

の基盤
きばん

を支
ささ

える

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の支 給
しきゅう

においても、その相 談
そうだん

支援
しえん

および意志
い し

決 定
けってい

支援
しえん

が明 確
めいかく

に位置
い ち

づけ
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られるべきと考
かんが

えるため。 

  

【岡部
おかべ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

相 談
そうだん

支援
しえん

 １４ページ
ぺ ー じ

 

「相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の理念
りねん

と役 割
やくわり

」 

【結 論
けつろん

】末尾
まつび

 

≪内 容
ないよう

≫ 

文 章
ぶんしょう

末尾
まつび

に以下
い か

の項 目
こうもく

（下線
かせん

）を追加
ついか

 

○現 行
げんこう

の「個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

」「サービス
さ ー び す

利用
りよう

計 画
けいかく

」を本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

計 画
けいかく

に用
もち

いてはならな

い。 

≪理由
りゆう

≫ 

誤解
ごかい

を避
さ

けるため、現 行
げんこう

の障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法下
しえんほうした

のしくみとの異同
いどう

を明 確
めいかく

にする必 要
ひつよう

がある。（「支援
しえん

ガイドライン
が い ど ら い ん

」【結 論
けつろん

】の最後
さいご

の項 目
こうもく

と同 様
どうよう

の趣旨
しゅし

） 

  

【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

I-4 相 談
そうだん

支援
しえん

 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の理念
りねん

と役 割
やくわり

 

≪内 容
ないよう

≫ 

【結 論
けつろん

】（一
ひと

つ目
め

の○）追加
ついか

：「本 人
ほんにん

と意思
い し

疎通
そつう

できる」ことの明記
めいき

 

≪理由
りゆう

≫ 

相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

は聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

や知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

を必 要
ひつよう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

のニーズ
に ー ず

を把握
はあく

し、本 人
ほんにん

の意思
い し

を理解
りかい

することが必 要
ひつよう

。 

それぞれの 障 害
しょうがい

の知識
ちしき

、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

技能
ぎのう

を身
み

に付
つ

けた 専 門 性
せんもんせい

のある 相 談
そうだん

支援員
しえんいん

の配置
はいち

等
とう

の体 制
たいせい

づくりが必 要
ひつよう

である。 
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Ⅰ－４ 相 談
そうだん

支援
しえん

 

【表 題
ひょうだい

】相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の研 修
けんしゅう

 

 

【大 濵
おおはま

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

ｐ１６ 

ソーシャルワーク
そ ー し ゃ る わ ー く

専 門
せんもん

職
しょく

を相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

の基礎
き そ

資格
しかく

とする  

≪内 容
ないよう

≫ 

ただし、障 害 者
しょうがいしゃ

が相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

になる場合
ばあい

は、この限
かぎ

りではないこと。 

≪理由
りゆう

≫ 

重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

などの相 談
そうだん

支援
しえん

で最
もっと

も実 績
じっせき

があるのは障 害 者
しょうがいしゃ

団 体
だんたい

である。

相談支援 専 門 員
せんもんいん

の基礎
き そ

資格
しかく

としてソーシャルワーク
そ ー し ゃ る わ ー く

専 門
せんもん

職
しょく

に 限 定
げんてい

すると 障 害 者
しょうがいしゃ

団 体
だんたい

の障 害 者
しょうがいしゃ

は事 実 上
じじつじょう

相 談
そうだん

支援
しえん

専 門 員
せんもんいん

になれなくなってしまう。 
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Ⅰ－５ 権利
けんり

擁護
ようご

 

【表 題
ひょうだい

】サービス
さ ー び す

に関
かん

する苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

のためのサポート
さ ぽ ー と

 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－５ 権利
けんり

擁護
ようご

 素案
そあん

 

【表 題
ひょうだい

】サービス
さ ー び す

に関
かん

する苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

のためのサポート
さ ぽ ー と

 

【結 論
けつろん

】 

１７ページ
ぺ ー じ

1行 目
ぎょうめ

～６行 目
ぎょうめ

は、９ページ
ぺ ー じ

の「相 談
そうだん

支援
しえん

」に書
か

き振
ぶ

りを調 整
ちょうせい

して移
うつ

す。 

≪理由
りゆう

≫ 

内 容
ないよう

は、苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

以前
いぜん

のことで、相 談
そうだん

支援
しえん

の項
こう

が妥当
だとう

。 

 

【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－５ 権利
けんり

擁護
ようご

 

【表 題
ひょうだい

】サービス
さ ー び す

に関
かん

する苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

 

17ページ
ぺ ー じ

 

【結 論
けつろん

】2つ目
め

の○ 

≪内 容
ないよう

≫ 

修 正
しゅうせい

 

○苦 情
くじょう

の解 決
かいけつ

に当
あ

たっては、苦 情
くじょう

相 談
そうだん

はもちろんのこと、苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

プロセス
ぷ ろ せ す

に

本 人
ほんにん

が参加
さんか

していくために、本 人
ほんにん

に寄
よ

り添
そ

い支援
しえん

をするが必 要
ひつよう

である。 

○ 単
たん

なる 苦 情
くじょう

という枠組
わくぐ

みでとらえるのではなく、 苦 情
くじょう

の 背 景
はいけい

にある課題
かだい

を

アセスメント
あ せ す め ん と

していく支援
しえん

が必 要
ひつよう

である。 

≪理由
りゆう

≫ 

本 人
ほんにん

から苦 情
くじょう

の内 容
ないよう

を聴
き

き取
と

り、本 人
ほんにん

が表 現
ひょうげん

できない部分
ぶぶん

を代 弁
だいべん

し、サービス
さ ー び す

提 供 側
ていきょうがわ

の話
はなし

を本 人
ほんにん

に分
わ

かるように解 説
かいせつ

するなど、問 題
もんだい

が解
かい

決
けっ

するまでの寄
よ

り添
そ

い

支援
しえん

を行
おこな

い、解 決
かいけつ

しているかを確
たし

かめるとともに、モニタリング
も に た り ん ぐ

も必 要
ひつよう

である。 

また、苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

支援者
しえんしゃ

（機関
きかん

）を、地域
ちいき

の相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

や地域
ちいき

包 括
ほうかつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、

行 政
ぎょうせい

など支援
しえん

のネットワーク
ね っ と わ ー く

の中
なか

に位置
い ち

づけ、地域
ちいき

を拠 点
きょてん

とし、機
き

動 力
どうりょく

のあるものと

する。 
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【山
やま

本
もと

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１７ページ
ぺ ー じ

 

権利
けんり

擁護
ようご

 

≪内 容
ないよう

≫ 

この権利
けんり

擁護
ようご

は本 人
ほんにん

および家族
かぞく

により担
にな

われたエンパワーメント
え ん ぱ わ ー め ん と

組織
そしき

が担
にな

うべきである。

同時
どうじ

に苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

のみならず、申 請
しんせい

妨 害
ぼうがい

や申 請
しんせい

そのものが困 難
こんなん

な障 害 者
しょうがいしゃ

への援 助
えんじょ

としてのアドボカシ
あ ど ぼ か し

ー機関
きかん

として位置
い ち

づけられるべきである 

この機関
きかん

が必 要
ひつよう

に応
おう

じ、法 律
ほうりつ

専門家
せんもんか

他
ほか

を雇用
こよう

することができるようにするべき 

このアドボカシ
あ ど ぼ か し

ー組織
そしき

が訪 問
ほうもん

活 動
かつどう

や支援
しえん

申 請
しんせい

に同 行
どうこう

するなどして、申 請
しんせい

の援 助
えんじょ

をす

べき 

また施設
しせつ

精 神
せいしん

病 院
びょういん

。刑事
けいじ

施設
しせつ

へのアウトリーチ
あ う と り ー ち

活 動
かつどう

も担
にな

うべきである。 

施設
しせつ

、精 神
せいしん

病 院
びょういん

、刑事
けいじ

施設
しせつ

への立
た

ち入
い

り権 限
けんげん

面 会
めんかい

権 限
けんげん

を法 的
ほうてき

に保 障
ほしょう

すべきであり、

同 等
どうとう

に 行 政
ぎょうせい

やサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

機関
きかん

からの 独 立
どくりつ

を 担
たん

保
ほ

するための 財 政
ざいせい

および 法 的
ほうてき

根 拠
こんきょ

が必 要
ひつよう

 

≪理由
りゆう

≫ 

エンパワーメント
え ん ぱ わ ー め ん と

活 動
かつどう

を通
とお

してまた求
もと

められる場合
ばあい

はアドボケイト
あ ど ぼ け い と

として活 動
かつどう

するこ

とで、ニーズ
に ー ず

に応
おう

じた支 給
しきゅう

申 請
しんせい

を本 人
ほんにん

がすることができるようになる 

そのためにこの機関
きかん

の独 立 性
どくりつせい

が必 要
ひつよう

であり、法 的
ほうてき

根 拠
こんきょ

が必 要
ひつよう
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Ⅰ－５ 権利
けんり

擁護
ようご

 

【表 題
ひょうだい

】入 院
にゅういん

・入 所 者
にゅうしょしゃ

への権利
けんり

擁護
ようご

制度
せいど

 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

【表 題
ひょうだい

】入 院
にゅういん

・入 所 者
にゅうしょしゃ

への権利
けんり

擁護
ようご

制度
せいど

 

【結 論
けつろん

】 

１８ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

なお、以下
い か

障 害 児
しょうがいじ

施設
しせつ

の記 述
きじゅつ

を削 除
さくじょ

 

≪理由
りゆう

≫ 

病 院
びょういん

（施設
しせつ

）に倫理
りんり

機関
きかん

がある 

 

【河 崎
かわさき

（建
たつ

）委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

入 院
にゅういん

・入 所 者
にゅうしょしゃ

への権利
けんり

擁護
ようご

制度
せいど

 

（18ページ
ぺ ー じ

） 

≪内 容
ないよう

≫ 

修 正
しゅうせい

 

入 院
にゅういん

・入 所 者
にゅうしょしゃ

への権利
けんり

擁護
ようご

の範囲
はんい

を明確化
めいかくか

 

すべき。 

≪理由
りゆう

≫ 

入 院
にゅういん

・入 所 者
にゅうしょしゃ

の権利
けんり

擁護
ようご

システム
し す て む

については総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

のサービス
さ ー び す

に限 定
げんてい

した権利
けんり

擁護
ようご

システム
し す て む

なのか、入 院
にゅういん

・入 所 者
にゅうしょしゃ

の権利
けんり

全 般
ぜんぱん

を擁護
ようご

する制度
せいど

なのか。 

入 院
にゅういん

・入 所 者
にゅうしょしゃ

の権利
けんり

擁護
ようご

全 般
ぜんぱん

を担
にな

う制度
せいど

ならば、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の範囲
はんい

を逸
いつ

脱
だつ

してい

ると思
おも

われる。 

 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１－５権利
けんり

擁護
ようご

 

【表 題
ひょうだい

】入 院
にゅういん

・入 所 者
にゅうしょしゃ

への権利
けんり

擁護
ようご

制度
せいど
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【説 明
せつめい

】 

（19ページ
ぺ ー じ

 ３行 目
ぎょうめ

） 

≪内 容
ないよう

≫ 

……恐
おそ

れがある。子
こ

どもの権利
けんり

条 約
じょうやく

では「子
こ

どもは家庭
かてい

から分離
ぶんり

されない権利
けんり

がある」と

されており、その観 点
かんてん

からみれば、子
こ

どもにとって施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

は「家庭
かてい

生 活
せいかつ

を奪
うば

われた」

という認 識
にんしき

が成
な

り立
た

つ。ゆえに、子
こ

どもが家庭
かてい

から分離
ぶんり

される場合
ばあい

には原 則
げんそく

として職 権
しょっけん

による保護
ほ ご

とすべきであり、そのうえで自治体
じちたい

等
とう

が子
こ

どもを護
まも

る権利
けんり

擁護
ようご

制度
せいど

とすべきで

ある。障 害 児
しょうがいじ

入 院
にゅういん

・入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

…… 

（下線
かせん

部分
ぶぶん

を追加
ついか

） 

≪理由
りゆう

≫ 

「必
かなら

ずしも障 害 児
しょうがいじ

にとって最 善
さいぜん

の利益
りえき

となっていない恐
おそ

れがある。」という抽 象 的
ちゅうしょうてき

な

表 現
ひょうげん

ではなく、子
こ

どもの権利
けんり

条 約
じょうやく

の記 述
きじゅつ

が最
もっと

も妥当
だとう

である。 

 

【三
み

浦
うら

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ-５ 権利
けんり

擁護
ようご

 

【表 題
ひょうだい

】入 院
にゅういん

・入 所 者
にゅうしょしゃ

への権利
けんり

擁護
ようご

制度
せいど

 

18ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

「入 院
にゅういん

・入 所 者
にゅうしょしゃ

」への権利
けんり

擁護
ようご

制度
せいど

ではなく、「障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

利用者
りようしゃ

」への権利
けんり

擁護
ようご

制度
せいど

を創 設
そうせつ

すべきである。 

≪理由
りゆう

≫ 

第 三 者
だいさんしゃ

が本 人
ほんにん

の意向
いこう

をくみ取
と

る支援
しえん

の仕組
し く

みは、入 院
にゅういん

・入 所 者
にゅうしょしゃ

だけでなく、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

を利用
りよう

する、すべての者
もの

にとって必 要
ひつよう

である。 

 

【山
やま

本
もと

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１８ページ
ぺ ー じ

 

入 院
にゅういん

・入 所 者
にゅうしょしゃ

への権利
けんり

擁護
ようご

制度
せいど

 

≪内 容
ないよう

≫ 

この権利
けんり

擁護
ようご

は本 人
ほんにん

および家族
かぞく

により担
にな

われたエンパワーメント
え ん ぱ わ ー め ん と

組織
そしき

が担
にな

うべきである。
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同時
どうじ

に苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

のみならず、申 請
しんせい

妨 害
ぼうがい

や申 請
しんせい

そのものが困 難
こんなん

な障 害 者
しょうがいしゃ

への援 助
えんじょ

としてのアドボカシ
あ ど ぼ か し

ー機関
きかん

として位置
い ち

づけられるべきである 

この機関
きかん

が必 要
ひつよう

に応
おう

じ、法 律
ほうりつ

専門家
せんもんか

他
ほか

を雇用
こよう

することができるようにするべき 

このアドボカシ
あ ど ぼ か し

ー組織
そしき

が訪 問
ほうもん

活 動
かつどう

や支援
しえん

申 請
しんせい

に同 行
どうこう

するなどして、申 請
しんせい

の援 助
えんじょ

をす

べき 

また施設
しせつ

精 神
せいしん

病 院
びょういん

。刑事
けいじ

施設
しせつ

へのアウトリーチ
あ う と り ー ち

活 動
かつどう

も担
にな

うべきである。 

施設
しせつ

、精 神
せいしん

病 院
びょういん

、刑事
けいじ

施設
しせつ

への立
た

ち入
い

り権 限
けんげん

面 会
めんかい

権 限
けんげん

を法 的
ほうてき

に保 障
ほしょう

すべきであり、

同 等
どうとう

に 行 政
ぎょうせい

やサービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

機関
きかん

からの 独 立
どくりつ

を 担
たん

保
ほ

するための 財 政
ざいせい

および 法 的
ほうてき

根 拠
こんきょ

が必 要
ひつよう

 

≪理由
りゆう

≫ 

エンパワーメント
え ん ぱ わ ー め ん と

活 動
かつどう

を通
とお

してまた求
もと

められる場合
ばあい

はアドボケイト
あ ど ぼ け い と

として活 動
かつどう

するこ

とで、ニーズ
に ー ず

に応
おう

じた支 給
しきゅう

申 請
しんせい

を本 人
ほんにん

がすることができるようになる 

そのためにこの機関
きかん

の独 立 性
どくりつせい

が必 要
ひつよう

であり、法 的
ほうてき

根 拠
こんきょ

が必 要
ひつよう
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Ⅰ－５ 権利
けんり

擁護
ようご

 

【表 題
ひょうだい

】モニタリング
も に た り ん ぐ

機関
きかん

 

 

【奈良崎
ならざき

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－５ 権利
けんり

擁護
ようご

 

ルビ
る び

35ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

（修 正
しゅうせい

※具体的
ぐたいてき

内 容
ないよう

について検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

） 

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

における権利
けんり

擁護
ようご

の規定
きてい

については、障 害 者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

との整 合 性
せいごうせい

を

十 分
じゅうぶん

に持
も

たせる必 要
ひつよう

がある。 

≪理由
りゆう

≫ 

すでに存 在
そんざい

する障 害 者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

との連 携
れんけい

を、報 告 書 内
ほうこくしょない

で具体的
ぐたいてき

に示
しめ

す必 要
ひつよう

が

ある。 
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Ⅰ－５「権利
けんり

擁護
ようご

」 

その他
た

 

 

【氏
うじ

田
た

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－５ 権利
けんり

擁護
ようご

 

≪内 容
ないよう

≫ 

追加
ついか

 

【表 題
ひょうだい

】グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

入 居 者
にゅうきょしゃ

への権利
けんり

擁護
ようご

 

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

は、家族
かぞく

からの自立
じりつ

の場
ば

、入 院
にゅういん

・入 所 者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

移行先
いこうさき

として重 要
じゅうよう

な

生 活
せいかつ

の場
ば

となっているが、モニタリング
も に た り ん ぐ

など第 三 者
だいさんしゃ

の目
め

を入
い

れて、利用者
りようしゃ

の権利
けんり

を守
まも

る

システム
し す て む

が必 要
ひつよう

である。 

世話人
せわにん

の役 割
やくわり

の明確化
めいかくか

と研 修
けんしゅう

体 制
たいせい

の確 立
かくりつ

、また地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

のなかに、権利
けんり

擁護
ようご

の

支援
しえん

（者
もの

）を位置
い ち

づける、ケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

が必 要
ひつよう

不可欠
ふかけつ

である。 

 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－５ 権利
けんり

擁護
ようご

 

≪内 容
ないよう

≫ 

追加
ついか

  

【表 題
ひょうだい

】自己
じ こ

決 定
けってい

支援
しえん

 

○積 極 的
せっきょくてき

権利
けんり

擁護
ようご

 

権利
けんり

意識
いしき

の弱
よわ

い（充 分
じゅうぶん

に育
そだ

っていない）知的
ちてき

障 害
しょうがい

や発 達
はったつ

障 害
しょうがい

のある人
ひと

には自己
じ こ

決 定
けってい

のプロセス
ぷ ろ せ す

への支援
しえん

、共 同
きょうどう

自己
じ こ

決 定
けってい

のネットワーク
ね っ と わ ー く

、第 三 者
だいさんしゃ

の視点
してん

（オンブズマン
お ん ぶ ず ま ん

等
とう

）

を取
と

り入
い

れた権利
けんり

擁護
ようご

が必 要
ひつよう

である。 

○寄
よ

り添
そ

い支援
しえん

 

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

で提
てい

供
きょう

される支援
しえん

を選 択
せんたく

し、決 定
けってい

し、契 約
けいやく

する時
とき

に、独 立
どくりつ

した立場
たちば

の

第 三 者
だいさんしゃ

で、本 人
ほんにん

の立場
たちば

に立
た

ってサポート
さ ぽ ー と

する人
ひと

が必 要
ひつよう

である。 

≪理由
りゆう

≫ 

本 人
ほんにん

を見守
みまも

り、本 人
ほんにん

に分
わ

かるように情 報
じょうほう

を伝
つた

え、一 緒
いっしょ

に考
かんが

え、意思
い し

を聴
き

き取
と

ってく

れるなど、 本 人
ほんにん

自
みずか

らが 必 要
ひつよう

な 決 定
けってい

を 下
おろ

せるように、 本 人
ほんにん

をよく知
し

る 人
ひと

の

ネットワーク
ね っ と わ ー く

による自己
じ こ

決 定
けってい

支援
しえん

が必 要
ひつよう

であり、サービス
さ ー び す

に関
かん

する苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

のための
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サポート
さ ぽ ー と

の前
まえ

に、福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

を利用
りよう

するための契 約
けいやく

時
とき

等
とう

も含
ふく

め、本 人
ほんにん

の立場
たちば

に立
た

っ

たサポート
さ ぽ ー と

が必 要
ひつよう

とされている。また、契 約
けいやく

は 平
びょう

等
どう

な立場
たちば

で行
おこな

われるものでなければ

ならないが、現 状
げんじょう

では利用者側
りようしゃがわ

の立場
たちば

が弱
よわ

く、特
とく

に知的
ちてき

障 害
しょうがい

、発 達
はったつ

障 害
しょうがい

のある人
ひと

に

は自己
じ こ

選 択
せんたく

・自己
じ こ

決 定
けってい

を支
ささ

えるしくみが必 要
ひつよう

である。また、強 度
きょうど

行 動
こうどう

障 害
しょうがい

など

行 動 上
こうどうじょう

の障 害
しょうがい

がある場合
ばあい

は、契 約
けいやく

から排 除
はいじょ

される可能性
かのうせい

が高
たか

い（現 在
げんざい

は、判 断
はんだん

能 力
のうりょく

が不 充 分
ふじゅうぶん

な人
ひと

は代理権
だいりけん

を持
も

つ成 年
せいねん

後 見 人
こうけんにん

が契 約
けいやく

を行
おこな

っているが、本 人
ほんにん

の

最 善
さいぜん

の利益
りえき

が十 分
じゅうぶん

に追 求
ついきゅう

されているとは言
い

えない現 状
げんじょう

がある）。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－５ 権利
けんり

擁護
ようご

 

【表 題
ひょうだい

】全 般
ぜんぱん

 

【結 論
けつろん

】 

ルビ
る び

31ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

（追加
ついか

） 

以下
い か

の【表 題
ひょうだい

】と【結 論
けつろん

】を追加
ついか

する。 

【表 題
ひょうだい

】サービス
さ ー び す

利用者
りようしゃ

の権利
けんり

擁護
ようご

 

【結 論
けつろん

】 

○総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

において、事
こと

業 者
ぎょうしゃ

に対
たい

して明 確
めいかく

に人 権
じんけん

侵 害
しんがい

や虐 待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

への取
と

り組
く

みを求
もと

める。 

○その取
と

り組
く

みや救 済
きゅうさい

については、障 害 者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

との連 携
れんけい

あるいは整 合 性
せいごうせい

を

踏
ふ

まえたものとする。 

○具体的
ぐたいてき

には、通 報
つうほう

義務
ぎ む

や県
けん

の権利
けんり

擁護
ようご

センタ
せ ん た

ーや市 町 村
しちょうそん

の虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

センタ
せ ん た

ーなどと

の連 携
れんけい

、協 力
きょうりょく

などと「オンブズパースン
お ん ぶ ず ぱ ー す ん

制度
せいど

」の活 用
かつよう

などである。 

≪理由
りゆう

≫ 

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

が実 効 性
じっこうせい

のある法
ほう

制度
せいど

として機能
きのう

する上
うえ

では、関 連
かんれん

する既存
きそん

の法 律
ほうりつ

との

整 合 性
せいごうせい

は欠
か

かせない。 

障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

する総 合 的
そうごうてき

な権利
けんり

擁護
ようご

の仕組
し く

みを形 成
けいせい

する観 点
かんてん

から、また、権利
けんり

擁護
ようご

に

関
かん

する項 目
こうもく

に、今 般
こんぱん

成 立
せいりつ

した障 害 者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

との関 係
かんけい

を明示
めいじ

する部分
ぶぶん

がないの

は不自然
ふしぜん

であり、障 害 者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

との連 携
れんけい

や整 合 性
せいごうせい

を踏
ふ

まえ、本 項
ほんこう

において
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明 確
めいかく

な結 論
けつろん

を設
もう

ける必 要
ひつよう

があると考
かんが

える。 

そこで、先
ま

ず重 要
じゅうよう

なのは、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

においても、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

に対
たい

して明 確
めいかく

に人 権
じんけん

侵 害
しんがい

や虐 待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

への取
と

り組
く

みを求
もと

める条 文
じょうぶん

が必 要
ひつよう

と考
かんが

える。また、その取
と

り組
く

みや救 済
きゅうさい

にあたって、障 害 者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

と連 携
れんけい

あるいは整 合 性
せいごうせい

をもった仕組
し く

みとする必 要
ひつよう

がある。 
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Ⅰ－６ 支援
しえん

体 系
たいけい

 

【表 題
ひょうだい

】支援
しえん

体 系
たいけい

について 

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

【表 題
ひょうだい

】支援
しえん

体 系
たいけい

について（21ページ
ぺ ー じ

） 

・22ページ
ぺ ー じ

の８行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

（修 正
しゅうせい

） 

「国
くに

・都道府県
とどうふけん

」を 

「国
くに

・都道府県
とどうふけん

・市 町 村
しちょうそん

」とする。 

 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

 Ⅰ-6支援
しえん

体 系
たいけい

 

【表 題
ひょうだい

】支援
しえん

体 系
たいけい

について（21ページ
ぺ ー じ

） 

・22ページ
ぺ ー じ

の８～11行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

（修 正
しゅうせい

） 

さらに、長 時 間
ちょうじかん

（一 日
ついたち

８時間
じかん

を超
こ

える）介護
かいご

サービス
さ ー び す

に関
かん

しては、国
くに

や都道府県
とどうふけん

の

負担率
ふたんりつ

をあげ、市 町 村
しちょうそん

負担
ふたん

を軽 減
けいげん

する等
とう

の仕組
し く

みをもうけ、、国庫
こっこ

負担基
ふたんもと

準 額
じゅんがく

を超
こ

え

て負担
ふたん

している市 町 村
しちょうそん

の負担
ふたん

を軽 減
けいげん

する等
とう

の仕組
し く

みをもうけ、全 国
ぜんこく

どこでも必 要
ひつよう

な

支援
しえん

が得
え

られるようにする。 

≪理由
りゆう

≫ 

・国
くに

・地方
ちほう

とも厳
きび

しい財 政 難
ざいせいなん

の中
なか

、財 源
ざいげん

の確保
かくほ

及
およ

び負担率
ふたんりつ

については引
ひ

き続
つづ

き議論
ぎろん

した上
うえ

で制度
せいど

に位置
い ち

づける必 要
ひつよう

がある。 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

①支援
しえん

(サービス
さ ー び す

)体 系
たいけい

 

  【表 題
ひょうだい

】支援
しえん

体 系
たいけい

について 

21ページ
ぺ ー じ

 

15行 目
ぎょうめ

の「地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー」 
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≪内 容
ないよう

≫ 

地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーは<A全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みで提 供
ていきょう

される支援
しえん

>に編 入
へんにゅう

する。 

≪理由
りゆう

≫ 

・地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

の 最 大
さいだい

の担
にな

い手
て

であった小規模
しょうきぼ

作 業 所
さぎょうじょ

の 新 体
しんたい

系
けい

移行
いこう

の有 力
ゆうりょく

な

方 向
ほうこう

として「地
ち

活
かつ

」は重 要
じゅうよう

な選択肢
せんたくし

であり、それゆえにしっかりとした基盤
きばん

により成
な

り

立
た

つ必 要
ひつよう

がある。・市 町 村
しちょうそん

事 業
じぎょう

の現 状
げんじょう

により、地域間
ちいきかん

格差
かくさ

が拡 大
かくだい

の方 向
ほうこう

にあるこ

とから、格差
かくさ

是正
ぜせい

の観 点
かんてん

からも全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の位置
い ち

づけが必 要
ひつよう

である。 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

②支援
しえん

(サービス
さ ー び す

)体 系
たいけい

 

【表 題
ひょうだい

】支援
しえん

体 系
たいけい

について 

22ページ
ぺ ー じ

 

下
した

の図 表
ずひょう

で、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の支援
しえん

体 系
たいけい

 

≪内 容
ないよう

≫ 

ショートステイ
し ょ ー と す て い

を全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みで提 供
ていきょう

される支援
しえん

に入
い

れる。(自立
じりつ

支援法
しえんほう

にはあっ

たものが消 失
しょうしつ

している) 

≪理由
りゆう

≫ 

・在 宅
ざいたく

生 活
せいかつ

支援
しえん

を推 進
すいしん

する観 点
かんてん

から、ショートステイ
し ょ ー と す て い

の実 践
じっせん

の有 用
ゆうよう

である。・地域
ちいき

移行
いこう

を推
お

し進
すす

める際
さい

に、病 院
びょういん

・施設外
しせつがい

で体 験 的
たいけんてき

短期
たんき

宿 泊
しゅくはく

を行
おこな

うことは、地域
ちいき

生 活
せいかつ

を

実 現
じつげん

していく際
さい

の大
おお

きな糧
かて

となる。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－６ 支援
しえん

体 系
たいけい

 素案
そあん

 

【表 題
ひょうだい

】支援
しえん

体 系
たいけい

について 

２１ページ
ぺ ー じ

 １５行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

を＜Ａの居 住
きょじゅう

支援
しえん

に移
うつ

す 

≪理由
りゆう

≫ 

居 住
きょじゅう

であるから 
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≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

２２ページ
ぺ ー じ

 ７行 目
ぎょうめ

～１１行 目
ぎょうめ

については、検 討
けんとう

を要
よう

する。 

≪理由
りゆう

≫ 

意見
いけん

です。 

概 算
がいさん

予算
よさん

で執 行
しっこう

できるのか。不安定
ふあんてい

なのでは。 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－６ 支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

 

【表 題
ひょうだい

】支援
しえん

体 系
たいけい

について 

【結 論
けつろん

】 

ルビ
る び

45ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

（追加
ついか

） 

「障 害 者
しょうがいしゃ

の支援
しえん

体 系
たいけい

を以下
い か

の通
とお

り提 案
ていあん

する」の「３．居 住
きょじゅう

支援
しえん

」に、「施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

」

を追加
ついか

する。 

＊「施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

」の名 称
めいしょう

は見直
みなお

すことも考
かんが

えられる。 

≪理由
りゆう

≫ 

新 法
しんぽう

により施設
しせつ

や病 院
びょういん

からの地域
ちいき

移行
いこう

を強 力
きょうりょく

に推 進
すいしん

することには賛 同
さんどう

するが、現
げん

に

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

で生 活
せいかつ

している人
ひと

が多
おお

くいることを忘
わす

れてはならない。支援
しえん

体 系
たいけい

に入
い

れたか

らといって入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

を推 奨
すいしょう

するものではなく、現
げん

に利用
りよう

している人
ひと

の暮
くら

しの質
しつ

を確保
かくほ

するうえで当 然
とうぜん

と考
かんが

える。また、法 律 上
ほうりつじょう

の構 成
こうせい

としても自然
しぜん

であると考
かんが

える。 

支援
しえん

体 系
たいけい

の中
なか

に施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

を位置付
い ち づ

けた上
うえ

で、「Ⅰ－１０ 地域
ちいき

移行
いこう

」の取
と

り組
く

みのな

かで、その取 扱
とりあつか

いを示
しめ

すべきである。また、総 量
そうりょう

規制
きせい

や入 所
にゅうしょ

の際
さい

の要 件
ようけん

等
とう

により、

安易
あんい

な利用
りよう

を避
さ

ける仕組
し く

みも考
かんが

えられる。 

 

【大 濵
おおはま

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

ｐ２２ 

７行 目
ぎょうめ
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≪内 容
ないよう

≫ 

市 町 村
しちょうそん

負担
ふたん

を現 行
げんこう

の２５％から５％程度
ていど

に軽 減
けいげん

 

≪理由
りゆう

≫ 

作 業
さぎょう

部会
ぶかい

報 告
ほうこく

通
とお

り、５％という目安
めやす

が重 要
じゅうよう

。軽 減
けいげん

の文字
も じ

だけでは目 標
もくひょう

水 準
すいじゅん

が不明
ふめい

で

あるため。 

  

【大 濵
おおはま

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

ｐ２２ 

１１行 目
ぎょうめ

の後
あと

に追加
ついか

 

≪内 容
ないよう

≫ 

また、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や病 院
びょういん

からの地域
ちいき

移行
いこう

や、親 元
おやもと

からの１人暮
く

らしの場合
ばあい

、出 身 地
しゅっしんち

市 町 村
しちょうそん

と居 住 地
きょじゅうち

市 町 村
しちょうそん

で負担
ふたん

を折 半
せっぱん

する仕組
し く

みとし、地域
ちいき

移行
いこう

に積 極 的
せっきょくてき

な地域
ちいき

の

財 政
ざいせい

負担
ふたん

を軽 減
けいげん

する。 

≪理由
りゆう

≫ 

作 業
さぎょう

部会
ぶかい

報 告 書
ほうこくしょ

に入
はい

っている重 要
じゅうよう

な提 案
ていあん

の１つであるため。 

 

【小野
お の

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ-6 支援
しえん

体 系
たいけい

 21～25ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーの呼 称
こしょう

を「社 会
しゃかい

参加
さんか

・活 動
かつどう

センタ
せ ん た

ー」とする。 

≪理由
りゆう

≫ 

デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーの定義
ていぎ

をより明 確
めいかく

にするとともに、就 労
しゅうろう

支援
しえん

と日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

の機能
きのう

分
わ

けを明 確
めいかく

にするため 

  

【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

 

【表 題
ひょうだい

】支援
しえん

体 系
たいけい

について 

21ページ
ぺ ー じ

～22ページ
ぺ ー じ
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全 般
ぜんぱん

 

≪内 容
ないよう

≫ 

福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

および施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

を、支援
しえん

体 系
たいけい

の「Ａ．全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みで提 供
ていきょう

され

る支援
しえん

」の「３．居 住
きょじゅう

支援
しえん

」の中
なか

に位置
い ち

づけるべきである。 

≪理由
りゆう

≫ 

現 在
げんざい

20万 人
まんにん

を超
こ

える障 害 者
しょうがいしゃ

が入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

を利用
りよう

している。 

障 害 者
しょうがいしゃ

の安 全
あんぜん

・安 心
あんしん

、危険
きけん

回避
かいひ

の保 障
ほしょう

のため、また今後
こんご

の地域
ちいき

移行
いこう

に向
む

けた社 会
しゃかい

資源
しげん

としても、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の役 割
やくわり

は重 要
じゅうよう

である。 

（福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

をグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

同 様
どうよう

、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

制度
せいど

に一本化
いっぽんか

すること

については前 述
ぜんじゅつ

のとおり） 

  

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１－６支援
しえん

体 系
たいけい

 

【表 題
ひょうだい

】支援
しえん

体 系
たいけい

について 

【結 論
けつろん

】 

（21ページ
ぺ ー じ

～） 

≪内 容
ないよう

≫ 

※今後
こんご

の支援
しえん

体 系
たいけい

の中
なか

に、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

についての表 題
ひょうだい

を設
もう

ける 

・障 害 者
しょうがいしゃ

の支援
しえん

体 系
たいけい

を以下
い か

の通
とお

り提 案
ていあん

する。 

<Ａ．全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みで提 供
ていきょう

される支援
しえん

> 

に施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

を追加
ついか

 

≪理由
りゆう

≫ 

50～51ページ
ぺ ー じ

に現 行
げんこう

の施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

から地域
ちいき

移行
いこう

の記載
きさい

があるのみで、支援
しえん

体 系
たいけい

の中
なか

に、

施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

の項 目
こうもく

が抜
ぬ

け落
お

ちている。福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

を規定
きてい

する法 律
ほうりつ

の骨 格
こっかく

提 言
ていげん

で

あるならば、既存
きそん

及
およ

び今後
こんご

の施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

の機能
きのう

と役 割
やくわり

についての記載
きさい

が必 要
ひつよう

である。 

 

【三
み

浦
うら

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ-６ 支援
しえん

体 系
たいけい

  

【表 題
ひょうだい

】支援
しえん

体 系
たいけい

について 
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21ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

「施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

」を、「「地域
ちいき

移行
いこう

」の項
こう

を参 照
さんしょう

」とするのではなく、部
ぶ

会 長
かいちょう

の回 答
かいとう

に

あった法 律 上
ほうりつじょう

の位置付
い ち づ

けを、明記
めいき

すべきである。 

≪理由
りゆう

≫ 

現 行
げんこう

の「施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

」に代
か

わる「住
す

まいの場
ば

」と夜間
やかん

支援
しえん

を含
ふく

む生 活
せいかつ

の支援
しえん

が、

障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の中
なか

で、どのように位置付
い ち づ

けられるかが、不明確
ふめいかく

である。素案
そあん

のま

まであると、現 在
げんざい

施設
しせつ

に入 所
にゅうしょ

している利用者
りようしゃ

は、仮
かり

に自
みずか

らの望
のぞ

む地域
ちいき

での生 活
せいかつ

が

実 現
じつげん

するまでの間
あいだ

は、どこでどのように生 活
せいかつ

できるかと不安
ふあん

らおちいる可能性
かのうせい

がある。 

また、第
だい

16回
かい

総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

（平 成
へいせい

23年
ねん

7月
がつ

26日
にち

開 催
かいさい

）の中
なか

で、佐藤部
さとうぶ

会 長
かいちょう

より「施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

」も法 律 上
ほうりつじょう

明 確
めいかく

に位置付
い ち づ

けるという趣旨
しゅし

の説 明
せつめい

があったが、法 律 上
ほうりつじょう

の

サービスメニュ
さ ー び す め に ゅ

ーとして位置付
い ち づ

けるのであれば、不安
ふあん

と誤解
ごかい

を生
う

まないように明記
めいき

して頂
いただ

きたい。 

（参 考
さんこう

） 

 現 在
げんざい

施設
しせつ

に入 所
にゅうしょ

している身 体
しんたい

障 害 児
しょうがいじ

・者
もの

、知的
ちてき

障 害 児
しょうがいじ

・者 数
ものかず

 約
やく

21.5万 人
ばんにん

 

出 典
しゅってん

：『障 害 者
しょうがいしゃ

白 書
はくしょ

（平 成
へいせい

23年度版
ねんどばん

）』 
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Ⅰ－６ 支援
しえん

体 系
たいけい

 

＜A．全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みで提 供
ていきょう

される支援
しえん

＞ 

１．就 労
しゅうろう

支援
しえん

について 

【表 題
ひょうだい

】就 労
しゅうろう

支援
しえん

の仕組
し く

みの総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

における位置
い ち

づけ 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

＜Ａ．全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みで提 供
ていきょう

される支援
しえん

＞ 

１．就 労
しゅうろう

支援
しえん

について 

２３ページ
ぺ ー じ

 １行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

修 正
しゅうせい

「デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ー」を 

「作 業
さぎょう

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー」とする。 

以下
い か

同
おな

じ 

≪理由
りゆう

≫ 

慣
な

れないカタカナ
か た か な

横
よこ

文字
も じ

は避
さ

ける 

 

【倉田
くらた

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－６ 支援
しえん

体 系
たいけい

 素案
そあん

 

 ＜A 全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みで提 供
ていきょう

される支援
しえん

＞ 

 １．就 労
しゅうろう

支援
しえん

について 

２３ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

下記
か き

文 章
ぶんしょう

は、原 案
げんあん

のまま変 更
へんこう

されないよう、求
もと

めます。 

【表 題
ひょうだい

】５行 目
ぎょうめ

から 

○ただし、社 会 的
しゃかいてき

雇用
こよう

等
とう

についての試行
しこう

事 業
じぎょう

（パイロットスタディ
ぱ い ろ っ と す た で ぃ

）を実施
じっし

し、その

検 証
けんしょう

結果
けっか

を踏
ふ

まえて、施行
しこう

後
あと

３年
ねん

をめどに障 害 者
しょうがいしゃ

の就 労
しゅうろう

支援
しえん

の仕組
し く

みを見直
みなお

す。 

【説 明
せつめい

】８行 目
ぎょうめ

から 

 官 公 需
かんこうじゅ

や民 需
みんじゅ

の安 定
あんてい

確保
かくほ

の仕組
し く

みの構 築
こうちく

や同センタ
どうせんた

ーの経 営
けいえい

基盤
きばん

の強 化
きょうか

、なら

びに賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

の制度化
せいどか

などにより、そこで就 労
しゅうろう

する障 害 者
しょうがいしゃ

に最
さい

低 賃 金
ていちんぎん

以 上
いじょう

を確保
かくほ
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する。 

【説 明
せつめい

】下
した

から３行 目
ぎょうめ

から 

 なお、就 労
しゅうろう

合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

で提 案
ていあん

している「試行
しこう

事 業
じぎょう

（パイロット
ぱ い ろ っ と

・

スタディ
す た で ぃ

）」を実施
じっし

し、その検 証
けんしょう

結果
けっか

などを踏
ふ

まえ、障 害 者
しょうがいしゃ

の就 労
しゅうろう

支援
しえん

の仕組
し く

みを、施行
しこう

後
あと

３年
ねん

で見直
みなお

すこととする。見直
みなお

しにあたっては、障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促 進 法
そくしんほう

あるいはそれに変
か

わる新 法
しんぽう

（労 働 法
ろうどうほう

）で規定
きてい

することも含
ふく

め、検 討
けんとう

する。 

≪理由
りゆう

≫ 

第
だい

１６ 回
かい

総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

（ 平 成
へいせい

２３ 年
ねん

７ 月
がつ

２６ 日
にち

開 催
かいさい

）にて配布
はいふ

された素案
そあん

を

全 面 的
ぜんめんてき

に支持
し じ

いたします。 

「就 労
しゅうろう

」合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

では、限
かぎ

られた時間
じかん

とはいえ、委員間
いいんかん

で真摯
しんし

な意見
いけん

交 換
こうかん

が

なされました。 

また、「障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

（仮 称
かしょう

）骨 格
こっかく

提 言
ていげん

素案
そあん

」の作 成
さくせい

にあたっては、事前
じぜん

にメール
め ー る

にて意見
いけん

提起
ていき

の機会
きかい

もありました。 

第
だい

１６回
かい

総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

の場
ば

で、同
おな

じ「就 労
しゅうろう

」合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チームメンバ
ち ー む め ん ば

ーから、素案
そあん

を

否定
ひてい

するかのような意見
いけん

が表 明
ひょうめい

されたことは大 変
たいへん

残 念
ざんねん

であり、また総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

構 成 員
こうせいいん

ではない「就 労
しゅうろう

」合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チームメンバ
ち ー む め ん ば

ー（推 進
すいしん

会議
かいぎ

の構
こう

成 員
せいいん

の方 々
かたがた

）

に、失 礼
しつれい

であるとも考
かんが

えます。 

「賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

」の国
くに

制度
せいど

としての実 現
じつげん

は、確
たし

かに幾多
いくた

の困 難
こんなん

な課題
かだい

があると認 識
にんしき

して

いますが、だからこそ、「試行
しこう

事 業
じぎょう

（パイロット
ぱ い ろ っ と

・スタディ
す た で ぃ

）」を実施
じっし

し、実 践 的
じっせんてき

に検
けん

証
しょう

すべきと考
かんが

えます。 

大阪府
おおさかふ

箕面市
みのおし

や、滋賀県
しがけん

のように、既
すで

に先 行
せんこう

して実施
じっし

している事例
じれい

をベース
べ ー す

にした「試行
しこう

事 業
じぎょう

（パイロット
ぱ い ろ っ と

・スタディ
す た で ぃ

）」を実施
じっし

すれば、すべての課題
かだい

が解
かい

決
けっ

するわけではもちろ

んないですが、尐
すく

なくとも制度化
せいどか

には不可欠
ふかけつ

の要素
ようそ

と確 信
かくしん

します。 

 ただし、箕面市
みのおし

としては、素案
そあん

にあるように、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

施行
しこう

（平 成
へいせい

２５年
ねん

（２０１

３年
ねん

）８月
がつ

までに）と同時
どうじ

に、試行
しこう

事 業
じぎょう

（パイロット
ぱ い ろ っ と

・スタディ
す た で ぃ

）をスタート
す た ー と

するので

はなく、モデル
も で る

事 業
じぎょう

（試行
しこう

事 業
じぎょう

（パイロット
ぱ い ろ っ と

・スタディ
す た で ぃ

）と同
おな

じ意味
い み

）は、前 倒
まえだお

しで、

平 成
へいせい

２４年度
ねんど

（２０１２年度
ねんど

）からスタート
す た ー と

頂
いただ

きたい旨
むね

、国
くに

（内 閣
ないかく

総理
そうり

大 臣
だいじん

等
とう

）に要 望
ようぼう

を行
おこな

っていることも、申
もう

し添
そ

えさせて頂
いただ

きます。 

 もちろん、前 倒
まえだお

しで行
おこな

う場合
ばあい

も、「総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

施行
しこう

後
あと

３年
ねん

をめどに障 害 者
しょうがいしゃ

の就 労
しゅうろう

支援
しえん

の仕組
し く

みを見直
みなお

す」という点
てん

は同
おな

じですが、見直
みなお

しの着 手
ちゃくしゅ

を早
はや

めるためにも、試行
しこう

事 業
じぎょう

（パイロット
ぱ い ろ っ と

・スタディ
す た で ぃ

）を早
はや

く実施
じっし

することが望
のぞ

ましいと考
かんが

えるものです。 
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【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

 

【表 題
ひょうだい

】就 労
しゅうろう

支援
しえん

の仕組
し く

みの総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

における位置
い ち

づけ 

23ページ
ぺ ー じ

～25ページ
ぺ ー じ

 

全 般
ぜんぱん

 

≪内 容
ないよう

≫ 

「障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

センタ
せ ん た

ー」に労 働 法
ろうどうほう

を適 用
てきよう

する前 提
ぜんてい

となる支援
しえん

策
さく

が整備
せいび

されるまで

の間
あいだ

は、「労 働 者 性
ろうどうしゃせい

の確保
かくほ

が難
むずか

しい障 害 者
しょうがいしゃ

の就 労
しゅうろう

の場
ば

」の設置
せっち

が必 要
ひつよう

である。 

「労 働 者 性
ろうどうしゃせい

の確保
かくほ

が難
むずか

しい障 害 者
しょうがいしゃ

の就 労
しゅうろう

の場
ば

」も「障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

センタ
せ ん た

ー」と同 様
どうよう

に創 設
そうせつ

し、労 働 法
ろうどうほう

の一部
いちぶ

（労 災
ろうさい

保険
ほけん

、雇用
こよう

保険
ほけん

等
とう

）を適 用
てきよう

する。 

（「障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

支援
しえん

の仕組
し く

みの推移
すいい

等
とう

」、「障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

（仮 称
かしょう

）における就 労
しゅうろう

支援
しえん

・日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

等
とう

の関 係
かんけい

」の図
ず

を修 正
しゅうせい

） 

≪理由
りゆう

≫ 

官 公 需
かんこうじゅ

や民 需
みんじゅ

の安 定
あんてい

確保
かくほ

の仕組
し く

みの構 築
こうちく

や賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

の制度化
せいどか

については、現下
げんか

にお

いて実 現
じつげん

の工 程
こうてい

や財 源
ざいげん

などが示
しめ

されていない。 

こうした政 策
せいさく

が不 十 分
ふじゅうぶん

な中
なか

で、「障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

センタ
せ ん た

ー」と「デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ー」（作 業
さぎょう

活 動
かつどう

支援
しえん

部門
ぶもん

）に二元化
にげんか

した場合
ばあい

、現 在
げんざい

いわゆる福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

に従 事
じゅうじ

して

いる障 害 者
しょうがいしゃ

の多
おお

くが「デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ー」（作 業
さぎょう

活 動
かつどう

支援
しえん

部門
ぶもん

）に移
うつ

らざ

るを得
え

なくなり、障 害 者
しょうがいしゃ

の働
はたら

くことの選 択
せんたく

を阻
そ

害
がい

することになる。 

 

【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

 

【表 題
ひょうだい

】就 労
しゅうろう

支援
しえん

の仕組
し く

みの総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

における位置
い ち

づけ 

23ページ
ぺ ー じ

 

15行
ぎょう

～16行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事 業
じぎょう

を労 働
ろうどう

施策
しさく

に統 合
とうごう

するのであれば、労 働
ろうどう

施策
しさく

の充 実
じゅうじつ

、相 談
そうだん

支援
しえん

の充 実
じゅうじつ

、事 業
じぎょう

経 営 上
けいえいじょう

の保 障
ほしょう

、また経過
けいか

措置
そ ち

期間
きかん

の設 定
せってい

など、十 分
じゅうぶん

な支援
しえん

策
さく

が必 要
ひつよう
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である。 

≪理由
りゆう

≫ 

現 行
げんこう

の就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援事
しえんこと

業 者
ぎょうしゃ

は 1,200以 上
いじょう

あり、約
やく

２万 人
まんにん

の障 害 者
しょうがいしゃ

がサービス
さ ー び す

を

利用
りよう

している。 

大
おお

きな成果
せいか

をあげている事
じ

業 者
ぎょうしゃ

も数 多
かずおお

くあり、労 働
ろうどう

施策
しさく

への統 合
とうごう

にあたりこれまでの

成果
せいか

が失
うしな

われてはならない。 

また、定 着
ていちゃく

支援
しえん

が希薄
きはく

になったり、現 在
げんざい

の利用者
りようしゃ

にとって不都合
ふつごう

が生
しょう

じることのないよ

う、事 業
じぎょう

の充 実
じゅうじつ

・発 展
はってん

に向
む

けた十 分
じゅうぶん

な支援
しえん

策
さく

が講
こう

じられなければならない。 

 

【齊 藤
さいとう

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

①支援
しえん

(サービス
さ ー び す

)体 系
たいけい

 

【表 題
ひょうだい

】就 労
しゅうろう

支援
しえん

の仕組
し く

みの総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

における位置
い ち

づけ 

23ページ
ぺ ー じ

 

[結 論
けつろん

](修 正 版
しゅうせいばん

の)4行 目
ぎょうめ

～5行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

ただし、多様
たよう

な働
はたら

き方
かた

(変 更
へんこう

)についての試行
しこう

事 業
じぎょう

(パイロットスタディ
ぱ い ろ っ と す た で ぃ

)を実施
じっし

し、その

検 証
けんしょう

結果
けっか

を踏
ふ

まえて、施行
しこう

後
あと

3年
ねん

をめどに障 害 者
しょうがいしゃ

が雇用
こよう

関 係
かんけい

をもって働
はたら

けるように

(変 更
へんこう

)就 労
しゅうろう

支援
しえん

の仕組
し く

みを見直
みなお

す。 

≪理由
りゆう

≫ 

「障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

センタ
せ ん た

ー」で就 労
しゅうろう

する障 害 者
しょうがいしゃ

に、原 則
げんそく

として労 働 法
ろうどうほう

を適 用
てきよう

し、最
さい

低 賃 金
ていちんぎん

以 上
いじょう

を確保
かくほ

しようとすれば、現 行
げんこう

の福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

の働
はたら

き方
かた

を大
おお

きく改 革
かいかく

しな

ければならず、そのための多様
たよう

な働
はたら

き方
かた

の取組
とりく

みを踏
ふ

まえた見直
みなお

しが必 要
ひつよう

である。 

  

【齊 藤
さいとう

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

②同
どう

23ページ
ぺ ー じ

[説 明
せつめい

](修 正 版
しゅうせいばん

の)5行 目
ぎょうめ

～6行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

なお、現 行
げんこう

の就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事 業
じぎょう

は障 害 者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生 活
せいかつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーなど、労 働
ろうどう

施策
しさく

に統 合
とうごう

する。(追加
ついか

)統 合
とうごう

に当
あ

たっては、福祉
ふくし

から雇用
こよう

への移行
いこう

を進
すす

めるための取
と

り組
く

み

を就 業
しゅうぎょう

・生 活
せいかつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーとの強 力
きょうりょく

な連 携
れんけい

の下
した

で行
おこな

える様
よう

、就 業
しゅうぎょう

・生 活
せいかつ

支援
しえん

センタ
せ ん た
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ーに何
なん

らかの受 皿
うけざら

を併 設
へいせつ

する方 法
ほうほう

などが考
かんが

えられる。 

≪理由
りゆう

≫ 

現 行
げんこう

の就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事 業
じぎょう

は成果
せいか

も乏
とぼ

しく、一時的
いちじてき

な施設
しせつ

経 営 上
けいえいじょう

の理由
りゆう

での居場所
いばしょ

に

なっている場合
ばあい

が多
おお

く、全 面 的
ぜんめんてき

に見直
みなお

す必 要
ひつよう

がある。一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

支援
しえん

で大
おお

きな成果
せいか

を

上
あ

げている障 害 者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

生 活
せいかつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーとの連 携
れんけい

を考
かんが

えるのが一 番
いちばん

よい。併 設
へいせつ

施設
しせつ

福祉
ふくし

財 源
ざいげん

を下
した

に、就 業
しゅうぎょう

・生 活
せいかつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの主 導
しゅどう

で福祉
ふくし

施設
しせつ

の職 員
しょくいん

の協 力
きょうりょく

を

えて運 営
うんえい

するのが望
のぞ

ましい。 

  

【齊 藤
さいとう

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

③同
どう

23ページ
ぺ ー じ

[説 明
せつめい

](修 正 版
しゅうせいばん

の)21行 目
ぎょうめ

～25行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

就 労
しゅうろう

合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

報 告 書
ほうこくしょ

で提 案
ていあん

している「試行
しこう

事 業
じぎょう

(パイロットスタディ
ぱ い ろ っ と す た で ぃ

)」を

確 実
かくじつ

に実施
じっし

し、その検 証
けんしょう

結果
けっか

を踏
ふ

まえ、障 害 者
しょうがいしゃ

の就 労
しゅうろう

支援
しえん

の仕組
し く

みを施行
しこう

後
あと

3年
ねん

で

見直
みなお

し、官 公 需
かんこうじゅ

や民 需
みんじゅ

の安 定
あんてい

確保
かくほ

の仕組
し く

みの構 築
こうちく

、障 害 者
しょうがいしゃ

が働
はたら

きやすい仕組
し く

みの

構 築
こうちく

、賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

の制度化
せいどか

などを検 討
けんとう

する。見直
みなお

しにあたっては、障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促 進 法
そくしんほう

あるいはそれにかわる新 法
しんぽう

(労 働 法
ろうどうほう

)で規定
きてい

することも含
ふく

め、検 討
けんとう

する。 

≪理由
りゆう

≫ 

施行
しこう

後
あと

3年
ねん

で何
なに

を見直
みなお

すのか、何
なに

を検 討
けんとう

するのかの課題
かだい

を明
あき

らかにするとともに、

官 公 需
かんこうじゅ

・民 需
みんじゅ

の安 定
あんてい

確保
かくほ

の課題
かだい

もその重 要
じゅうよう

な一
ひと

つであり、当 面
とうめん

で対 応
たいおう

できること

ではないからである。 

 

【齊 藤
さいとう

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ-6 支援
しえん

体 系
たいけい

／障 害
しょうがい

就 労
しゅうろう

支援
しえん

の仕組
し く

み推移
すいい

等
とう

の図
ず

 

 24ページ
ぺ ー じ

   

≪内 容
ないよう

≫ 

障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

センタ
せ ん た

ー  

  ・原 則
げんそく

として労 働 法
ろうどうほう

を適 用
てきよう

する 

  ・最 低
さいてい

賃 金
ちんぎん

確保
かくほ

の検 討
けんとう

 

≪理由
りゆう

≫ 
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賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

だけではなく、仕事
しごと

の確保
かくほ

や、働
はたら

きやすい仕組
し く

みづくりなど最 賃
さいちん

保 障
ほしょう

が可能
かのう

と

なるような仕組
し く

みづくりを検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

があるから。 

 

【野原
のはら

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

1－6 支援
しえん

体 系
たいけい

 

【表 題
ひょうだい

】就 労
しゅうろう

支援
しえん

の仕組
し く

みと総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

における位置
い ち

づけ 

23ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

次
つぎ

の 2点
てん

を補足
ほそく

する 

○難治性
なんちせい

疾 患
しっかん

をもつものの雇用
こよう

について、 

障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促 進 法
そくしんほう

による法 定
ほうてい

雇用枠
こようわく

に算 定
さんてい

する。 

○障 害 者
しょうがいしゃ

、特
とく

に難 病
なんびょう

をもつ者
もの

の雇用
こよう

について、国
くに

や地方
ちほう

は雇用者
こようしゃ

へはもちろん、

社 会 的
しゃかいてき

な理解
りかい

を広
ひろ

げる特 別
とくべつ

の努 力
どりょく

をする。 

≪理由
りゆう

≫ 

現 行
げんこう

の「難 病
なんびょう

患 者
かんじゃ

雇用
こよう

開 発
かいはつ

助 成 金
じょせいきん

」制度
せいど

等
とう

は、法 定
ほうてい

雇用枠
こようわく

に算 定
さんてい

されないこと

になっていることもあり、活 用
かつよう

が極
きょく

一部
いちぶ

に限
かぎ

られている。 

難 病
なんびょう

患 者
かんじゃ

は様 々
さまざま

で、病 気
びょうき

をもちながらも長 期
ちょうき

に就 業
しゅうぎょう

する者
もの

（疾 患
しっかん

）もあれば、数
すう

か月
げつ

とか短期間
たんきかん

に、あるいは病 気
びょうき

への理解
りかい

と適 切
てきせつ

な対 応
たいおう

が雇用者側
こようしゃがわ

にあれば継 続
けいぞく

就 業
しゅうぎょう

することが可能
かのう

な者
もの

（疾 患
しっかん

）もかなりある。多
おお

くは医師
い し

の管理
かんり

や医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

と

提 携
ていけい

して就 業
しゅうぎょう

している。 

これらへの雇用者
こようしゃ

の理解
りかい

は極
きわ

めて低
ひく

く、「合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

」が欠 如
けつじょ

している事例
じれい

が多
おお

く

存 在
そんざい

する。沈 殿
ちんでん

した差別
さべつ

意識
いしき

も根強
ねづよ

いが、これらへ不理解
ふりかい

が大
おお

きな障 碍
しょうがい

になっている。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

６．支援
しえん

体 系
たいけい

 

【表 題
ひょうだい

】支援
しえん

体 系
たいけい

について 

22ページ
ぺ ー じ

 

図
ず

「障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

（仮 称
かしょう

）における支援
しえん

体 系
たいけい

」 

≪内 容
ないよう

≫ 
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●下線部
かせんぶ

を追加
ついか

 

３．居 住
きょじゅう

支援
しえん

 

（GH・CH の一本化
いっぽんか

と福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

の機能
きのう

整理
せいり

等
とう

） 

 

●下線部
かせんぶ

を削 除
さくじょ

 

８．市 町 村
しちょうそん

独自
どくじ

支援
しえん

 

・地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー 

・福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

 

・居 住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

 

・その他
た

 

≪理由
りゆう

≫ 

福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

は、身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

の居 住
きょじゅう

の一 環
いっかん

として、知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

、精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の GH・

CH と同 列
どうれつ

に考
かんが

えられた事 業
じぎょう

であることや、また、全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みとして規定
きてい

され

た制度
せいど

であることから、居 住
きょじゅう

支援
しえん

の一 環
いっかん

として整理
せいり

すべき。 
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Ⅰ－６ 支援
しえん

体 系
たいけい

 

＜A．全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みで提 供
ていきょう

される支援
しえん

＞ 

２． 日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

について（①デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーの 創 設
そうせつ

、②短期
たんき

入 所
にゅうしょ

（ショートステイ
し ょ ー と す て い

）・日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

等
とう

） 

【表 題
ひょうだい

】①デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーについて 

 

【朝比奈
あさひな

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－４ 相 談
そうだん

支援
しえん

 

13ページ
ぺ ー じ

 本 人
ほんにん

（及
およ

び家族
かぞく

）をエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

するシステム
し す て む

について 

及
およ

び 

Ⅰ－６ 支援
しえん

体 系
たいけい

 

24ページ
ぺ ー じ

 ２．日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

について 

≪内 容
ないよう

≫ 

ディアクティビティセンタ
で ぃ あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーの 主
しゅ

なサービス
さ ー び す

のなかに、 交 流
こうりゅう

の場
ば

の 提 供
ていきょう

やグループ
ぐ る ー ぷ

活 動
かつどう

の支援
しえん

を位置
い ち

づけてほしい。 

≪理由
りゆう

≫ 

相 談
そうだん

支援
しえん

のなかで提 案
ていあん

されたエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

事 業
じぎょう

は、地域
ちいき

によっては、日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

のなかで育
はぐく

まれていくものと考
かんが

える。また、個別
こべつ

支援
しえん

とは異
こと

なるグループ
ぐ る ー ぷ

支援
しえん

の

重 要 性
じゅうようせい

を ディアクティビティセンタ
で ぃ あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ー に 位置
い ち

づ け て お く こ と も 重 要
じゅうよう

で あ る 。

ディアクティビティセンタ
で ぃ あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーを拠 点
きょてん

に力
ちから

をつけた当事者
とうじしゃ

グループ
ぐ る ー ぷ

がエンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

支援
しえん

事 業
じぎょう

を主 体 的
しゅたいてき

に担
にな

っていくような一
ひと

つのプロセス
ぷ ろ せ す

をあらかじめ想 定
そうてい

した制度
せいど

設 計
せっけい

が必 要
ひつよう

である。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

２．日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

について 

【表 題
ひょうだい

】① 

【結 論
けつろん

】 

２４ページ
ぺ ー じ

２つ目
め

の○ 2行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 
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追加
ついか

 

構 成
こうせい

され、多様
たよう

な社 会
しゃかい

活 動
かつどう

を展 開
てんかい

する場
ば

とする。 

≪理由
りゆう

≫ 

「場
ば

」としての定義
ていぎ

づけが必 要
ひつよう

なため 

 

【齊 藤
さいとう

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

④支援
しえん

サービス
さ ー び す

体 系
たいけい

 

【表 題
ひょうだい

】２．日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

について 

24ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーという英語
えいご

表 現
ひょうげん

を 障 害 者
しょうがいしゃ

活 動
かつどう

センタ
せ ん た

ーという日本語
にほんご

表 現
ひょうげん

に改
あらた

める。 

≪理由
りゆう

≫ 

日本語
にほんご

としてなじみのない英語
えいご

表 現
ひょうげん

をあえて使
つか

う必 要
ひつよう

はない。障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

支援
しえん

→

障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

センタ
せ ん た

ーだから、就 労
しゅうろう

以外
いがい

の活 動
かつどう

支援
しえん

―障 害 者
しょうがいしゃ

活 動
かつどう

センタ
せ ん た

ーでよいの

ではないか。 

 

【齊 藤
さいとう

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

⑥支援
しえん

(サービス
さ ー び す

)体 系
たいけい

 

25ページ
ぺ ー じ

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

(仮 称
かしょう

)における就 労
しゅうろう

支援
しえん

・日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

等
とう

の関 係
かんけい

の図
ず

 

≪内 容
ないよう

≫ 

就 労
しゅうろう

支援
しえん

・日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

等
とう

の関 係
かんけい

の図
ず

にふさわしい内 容
ないよう

に 

≪理由
りゆう

≫ 

このままでは就 労
しゅうろう

支援
しえん

中 心
ちゅうしん

に偏
かたよ

りすぎているので。 

  

【清水
しみず

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

支援
しえん

体 系
たいけい
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２．日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

 

【表 題
ひょうだい

】①デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーについて 

２４ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

【結 論
けつろん

】 

○デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーを創 設
そうせつ

する。「社 会
しゃかい

活 動
かつどう

センタ
せ ん た

ー」？ 「地域
ちいき

生 活
せいかつ

拠 点
きょてん

」？ 

○デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーでの主
しゅ

なサービス
さ ー び す

は、作 業
さぎょう

活 動
かつどう

支援
しえん

、文化
ぶんか

・創 作
そうさく

活 動
かつどう

支援
しえん

、自立
じりつ

支援
しえん

（生 活
せいかつ

訓 練
くんれん

・機能
きのう

訓 練
くんれん

）、社 会
しゃかい

参加
さんか

支援
しえん

、居場所
いばしょ

機能
きのう

などから構 成
こうせい

さ

れる。多様
たよう

な機能
きのう

を持
も

つ社 会
しゃかい

活 動
かつどう

展 開
てんかい

のための拠 点
きょてん

とする。 

○医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を必 要
ひつよう

とする人
ひと

等
とう

が利用
りよう

できるような濃 厚
のうこう

な支援
しえん

体 制
たいせい

を整備
せいび

する等
とう

、

相互
そうご

の信 頼
しんらい

関 係
かんけい

に基
もと

づく支援
しえん

の質
しつ

を確保
かくほ

するために必 要
ひつよう

な措置
そ ち

を講
こう

じる。 

≪理由
りゆう

≫ 

・青葉
あおば

園
えん

は、地域
ちいき

生 活
せいかつ

拠 点
きょてん

と定義
ていぎ

してきました。「今
いま

、私
わたし

がここを生
い

きる」、自己
じ こ

実 現
じつげん

と社 会
しゃかい

参加
さんか

の拠 点
きょてん

という意味
い み

で・・・。 

・デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーは本 人
ほんにん

の希望
きぼう

（計 画
けいかく

）に基
もと

づいて展 開
てんかい

される本 人
ほんにん

の

社 会
しゃかい

活 動
かつどう

（本 人
ほんにん

の存 在
そんざい

の価値
か ち

の社会化
しゃかいか

）の拠 点
きょてん

だから。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ａ－２．日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

について 

【表 題
ひょうだい

】①デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーについて 

25ページ
ぺ ー じ

 【説 明
せつめい

】 

上
うえ

2行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

●下線部
かせんぶ

を追加
ついか

 

自立
じりつ

支援法
しえんほう

に基
もと

づく生 活
せいかつ

介護
かいご

や自立
じりつ

訓 練
くんれん

並
なら

びに地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー等
とう

の機能
きのう

を 

≪理由
りゆう

≫ 

現 行
げんこう

の地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーについては、自立
じりつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の必須
ひっす

事 業
じぎょう

として、全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みとなっている。そのため、日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

として位置
い ち

づけ、全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の

仕組
し く

みとするべき。 
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Ⅰ－６ 支援
しえん

体 系
たいけい

 

＜A．全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みで提 供
ていきょう

される支援
しえん

＞ 

２． 日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

について（①デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーの 創 設
そうせつ

、②短期
たんき

入 所
にゅうしょ

（ショートステイ
し ょ ー と す て い

）・日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

等
とう

） 

【表 題
ひょうだい

】②日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

、短期
たんき

入 所
にゅうしょ

（ショートステイ
し ょ ー と す て い

）について 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

【表 題
ひょうだい

】②日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

、短期
たんき

入 所
にゅうしょ

（ショートスティ
し ょ ー と す て ぃ

）について 

【説 明
せつめい

】 

２６ページ
ぺ ー じ

 ５行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

修 正
しゅうせい

 

短期
たんき

入 所
にゅうしょ

（ショートステイ
し ょ ー と す て い

）は、家族
かぞく

を含
ふく

む介護者
かいごしゃ

のレスパイト
れ す ぱ い と

及
およ

び社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

・

入 所
にゅうしょ

を生
う

み出
だ

さないための重 要
じゅうよう

な事 業
じぎょう

である。 

≪理由
りゆう

≫ 

肢体
したい

不自由者
ふじゆうしゃ

を持
も

つ親
おや

がレスパイト
れ す ぱ い と

で利用
りよう

している現 状
げんじょう

。 
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Ⅰ－６ 支援
しえん

体 系
たいけい

 

＜A．全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みで提 供
ていきょう

される支援
しえん

＞ 

３．居 住
きょじゅう

支援
しえん

サービス
さ ー び す

について 

【表 題
ひょうだい

】グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

の制度
せいど

について 

 

【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

 

【表 題
ひょうだい

】グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

の制度
せいど

について 

26ページ
ぺ ー じ

 

17行
ぎょう

～21行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

表 題
ひょうだい

を「グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

『等
とう

』の制度
せいど

について」と修 正
しゅうせい

し、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・

ケアホーム
け あ ほ ー む

に加
くわ

え福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

を一本化
いっぽんか

するとした上
うえ

で、以下
い か

の結 論
けつろん

を加
くわ

えるべきである。 

○入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

は個室化
こしつか

など居 住
きょじゅう

整備
せいび

を改 善
かいぜん

した上
うえ

で、セーフティーネット
せ ー ふ て ぃ ー ね っ と

としての役 割
やくわり

を担
にな

う。 

≪理由
りゆう

≫ 

現 在
げんざい

20万 人
まんにん

を超
こ

える障 害 者
しょうがいしゃ

が入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

を利用
りよう

している。 

障 害 者
しょうがいしゃ

の安 全
あんぜん

・安 心
あんしん

、危険
きけん

回避
かいひ

の保 障
ほしょう

のため、また今後
こんご

の地域
ちいき

移行
いこう

に向
む

けた社 会
しゃかい

資源
しげん

としても、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の役 割
やくわり

は重 要
じゅうよう

である。 

（福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

をグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

同 様
どうよう

、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

制度
せいど

に一本化
いっぽんか

すること

については前 述
ぜんじゅつ

のとおり） 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ａ－３．居 住
きょじゅう

支援
しえん

サービス
さ ー び す

について 

【表 題
ひょうだい

】グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

について 

26ページ
ぺ ー じ

 【表 題
ひょうだい

】 

上
うえ

16行 目
ぎょうめ

 

同ページ
どうぺーじ

 【結 論
けつろん

】 

下
した

14行 目
ぎょうめ

として 
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≪内 容
ないよう

≫ 

●下線部
かせんぶ

を追加
ついか

 

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

並
なら

びに福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

の制度
せいど

について 

○福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

を居 住
きょじゅう

支援
しえん

サービス
さ ー び す

として位置
い ち

づける 

≪理由
りゆう

≫ 

福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

は身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

の居 住
きょじゅう

の一 環
いっかん

として、知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

、精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の GH・

CH と同 列
どうれつ

に考
かんが

えられた事 業
じぎょう

であり、また、全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みとして規定
きてい

された制度
せいど

で

あることから、居 住
きょじゅう

支援
しえん

の一 環
いっかん

として整理
せいり

すべき。 

 

【山
やま

本
もと

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１－６ 

支援
しえん

体 制
たいせい

 

２６ページ
ぺ ー じ

 

居 住
きょじゅう

支援
しえん

サービス
さ ー び す

  

≪内 容
ないよう

≫ 

グル
ぐ る

ープホ
ぷ ほ

ームケアホ
む け あ ほ

ーム
む

（一本化
いっぽんか

は賛 成
さんせい

であるので以下
い か

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

）とするについ

てはあくまで住
す

まいとして保 障
ほしょう

するという意味
い み

で借 地
しゃくち

借
しゃく

家 人 法 上
かじんほうじょう

の居 住 権
きょじゅうけん

のある

ものとする 

利用権
りようけん

ではなく居 住 権
きょじゅうけん

保 障
ほしょう

があって始
はじ

めて住
す

まいといえる 

まかないつき共 同
きょうどう

住 居
じゅうきょ

、ケア
け あ

つき共 同
きょうどう

住 居
じゅうきょ

とすべき 

またソフト
そ ふ と

としての居 住
きょじゅう

支援
しえん

サービス
さ ー び す

としてサテライト型
さ て ら い と が た

のグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

が大 幅
おおはば

に

作
つく

られるべき 

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

は精 神
せいしん

病 院
びょういん

に隣 接
りんせつ

して作
つく

られてはならず、系 列
けいれつ

法 人
ほうじん

によって運 営
うんえい

されてはならない。 

またその地域
ちいき

の平 均 的
へいきんてき

事 情
じじょう

からいっても交 通
こうつう

不便
ふべん

な場
ば

に作
つく

られてはならない 

≪理由
りゆう

≫ 

運 営 側
うんえいがわ

の事 情
じじょう

により転 居
てんきょ

を強
し

いられることは非 常
ひじょう

に大
おお

きな負担
ふたん

であり、これを避
さ

け

るため居 住 権
きょじゅうけん

が重 要
じゅうよう

である。サテライト型
さ て ら い と が た

によりより一 般
いっぱん

住 居
じゅうきょ

に近
ちか

い居 住
きょじゅう

支援
しえん

とな

る 

精 神
せいしん

病 院
びょういん

に隣 接
りんせつ

あるいは系 列
けいれつ

法 人
ほうじん

によるグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

では、「退 院
たいいん

した」という
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実 感
じっかん

を障 害 者
しょうがいしゃ

が持
も

つことができず、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

から退 院
たいいん

請 求
せいきゅう

が出
で

た例
れい

もある 

また交 通
こうつう

不便
ふべん

な場所
ばしょ

にあれば隔離
かくり

施設
しせつ

そのものである 
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Ⅰ－６ 支援
しえん

体 系
たいけい

 

＜A．全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みで提 供
ていきょう

される支援
しえん

＞ 

４．個別
こべつ

生 活
せいかつ

支援
しえん

について（①パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

の創 設
そうせつ

、②居 宅
きょたく

介護
かいご

【身 体
しんたい

介護
かいご

・家事
か じ

援 助
えんじょ

】、③移動
いどう

介護
かいご

【移動
いどう

支援
しえん

・行 動
こうどう

援護
えんご

・同 行
どうこう

援護
えんご

】） 

【表 題
ひょうだい

】①重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

の発 展 的
はってんてき

継 承
けいしょう

によるパーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

制度
せいど

の創 設
そうせつ

 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

【結 論
けつろん

】 

２７ページ
ぺ ー じ

 ７行 目
ぎょうめ

 

２７ページ
ぺ ー じ

 ９行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

修 正
しゅうせい

 

○重度訪 問
ほうもん

介護
かいご

の利用
りよう

は、個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

の範囲内
はんいない

の支 給 量
しきゅうりょう

とし、その範囲内
はんいない

で 

削 除
さくじょ

 

また、金 銭
きんせん

管理
かんり

やサービス
さ ー び す

利用
りよう

の支援
しえん

の金 銭
きんせん

管理
かんり

を削 除
さくじょ

 

≪理由
りゆう

≫ 

利 用 量
りようりょう

は、個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

でしっかりと話
はな

し合
あ

い決
き

めることから「金 銭
きんせん

管理
かんり

」を削 除
さくじょ

す

る。 

金 銭
きんせん

観
かん

とは、日 常
にちじょう

のお金
かね

の使
つか

い方
かた

か、成 年
せいねん

後 見
こうけん

制度
せいど

では財 産
ざいさん

管理
かんり

を含
ふく

めて金 銭
きんせん

管理
かんり

としている。パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

にどのように研 修
けんしゅう

するのか。 

罰 則
ばっそく

規定
きてい

を設
もう

けるのか。金 銭
きんせん

管理
かんり

を含
ふく

めないほうがよい。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

【説 明
せつめい

】 

２７ページ
ぺ ー じ

 下
した

から４行 目
ぎょうめ

から３行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

削 除
さくじょ

 

現 行
げんこう

制度
せいど

・・・対 象
たいしょう

となっていない児童
じどう

についても対 象
たいしょう

とする。を削 除
さくじょ
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≪理由
りゆう

≫ 

親
おや

の養 育
よういく

義務
ぎ む

放棄
ほうき

につながる恐
おそ

れがある。 

  

【山
やま

本
もと

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

２７ページ
ぺ ー じ

から２８ページ
ぺ ー じ

 

パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

 

居 宅
きょたく

介護
かいご

 

≪内 容
ないよう

≫ 

すべての介護
かいご

についてパーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

とすべきである 

また待機
たいき

については実 際
じっさい

介護
かいご

に入
はい

らず、電話
でんわ

で要 求
ようきゅう

を待
ま

っている時間
じかん

も報 酬
ほうしゅう

保 証
ほしょう

すべ

き 

≪理由
りゆう

≫ 

人
ひと

の生 活
せいかつ

はここは移動
いどう

、ここは家事
か じ

、ここは身 体
しんたい

介護
かいご

あるいは同 行
どうこう

などと分 類
ぶんるい

できる

ものではないので総 支 給
そうしきゅう

決 定
けってい

時間
じかん

の中
なか

ではなんにでも使
つか

える形
かたち

にすべきである 

精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

にとって枠
わく

ではいる介護
かいご

は重荷
おもに

であり、もっとも困
こま

った時
とき

に入
はい

ってくれる

介護
かいご

が 必 要
ひつよう

であり、これは 誰
だれ

にでも 交 代
こうたい

可能
かのう

というわけに行
い

かないので、

パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

として個別
こべつ

の関 係
かんけい

のある会 員 制
かいいんせい

のグループ化
ぐ る ー ぷ か

が必 要
ひつよう

である 
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Ⅰ－６ 支援
しえん

体 系
たいけい

 

＜A．全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みで提 供
ていきょう

される支援
しえん

＞ 

４．個別
こべつ

生 活
せいかつ

支援
しえん

について（①パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

の創 設
そうせつ

、②居 宅
きょたく

介護
かいご

【身 体
しんたい

介護
かいご

・家事
か じ

援 助
えんじょ

】、③移動
いどう

介護
かいご

【移動
いどう

支援
しえん

・行 動
こうどう

援護
えんご

・同 行
どうこう

援護
えんご

】） 

【表 題
ひょうだい

】②居 宅
きょたく

介護
かいご

（身 体
しんたい

介護
かいご

・家事
か じ

援 助
えんじょ

）の改 善
かいぜん

 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

【表 題
ひょうだい

】②居 宅
きょたく

介護
かいご

（身 体
しんたい

介護
かいご

・家事
か じ

援 助
えんじょ

）の改 善
かいぜん

 

【説 明
せつめい

】 

２８ページ
ぺ ー じ

 ３行 目
ぎょうめ

から４行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

削 除
さくじょ

 更
さら

に障 害 児
しょうがいじ

にも利用
りよう

可能
かのう

とする。 

≪理由
りゆう

≫ 

家事
か じ

は、親
おや

の仕事
しごと

、家事
か じ

援 助
えんじょ

を受
う

けて働
はたら

くということにつながる 
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Ⅰ－６ 支援
しえん

体 系
たいけい

 

＜A．全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みで提 供
ていきょう

される支援
しえん

＞ 

４．個別
こべつ

生 活
せいかつ

支援
しえん

について（①パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

の創 設
そうせつ

、②居 宅
きょたく

介護
かいご

【身 体
しんたい

介護
かいご

・家事
か じ

援 助
えんじょ

】、③移動
いどう

介護
かいご

【移動
いどう

支援
しえん

・行 動
こうどう

援護
えんご

・同 行
どうこう

援護
えんご

】） 

【表 題
ひょうだい

】③移動
いどう

介護
かいご

（移動
いどう

支援
しえん

、行 動
こうどう

援護
えんご

、同 行
どうこう

援護
えんご

）の個別
こべつ

給付化
きゅうふか

 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

【表 題
ひょうだい

】③移動
いどう

介護
かいご

（移動
いどう

支援
しえん

、行 動
こうどう

援護
えんご

、同 行
どうこう

援護
えんご

）の個別
こべつ

給付化
きゅうふか

 

【結 論
けつろん

】 

２８ページ
ぺ ー じ

 １行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

削 除
さくじょ

 「児
じ

」を削 除
さくじょ

 

≪理由
りゆう

≫ 

「児童
じどう

福祉法
ふくしほう

」で対 処
たいしょ

したほうがよい 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

【表 題
ひょうだい

】③移動
いどう

介護
かいご

（移動
いどう

支援
しえん

、行 動
こうどう

援護
えんご

、同 行
どうこう

援護
えんご

）の個別
こべつ

給付化
きゅうふか

 

【説 明
せつめい

】 

２８ページ
ぺ ー じ

 ５行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

削 除
さくじょ

 児
じ

を削
けず

除
じょ

し、視覚
しかく

障 害 者
しょうがいしゃ

とする 

≪理由
りゆう

≫ 

「児童
じどう

福祉法
ふくしほう

」で対 処
たいしょ

したほうがよい 

 

【大 濵
おおはま

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

ｐ２８ 

車
くるま

を移動
いどう

の手 段
しゅだん

 

≪内 容
ないよう

≫ 

注
ちゅう

：ここで言
い

う車
くるま

とは、障 害 者
しょうがいしゃ

の自家用車
じかようしゃ

や障 害 者
しょうがいしゃ

が（知人
ちじん

や障 害 者
しょうがいしゃ

団 体
だんたい

等
とう

から）
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借
か

りた車
くるま

のこと（サービス
さ ー び す

事 業 所
じぎょうしょ

やヘルパ
へ る ぱ

ーの車
くるま

は道路
どうろ

運 送 法
うんそうほう

に抵 触
ていしょく

するので）。 

≪理由
りゆう

≫ 

道路
どうろ

運 送 法
うんそうほう

に抵 触
ていしょく

する提 案
ていあん

と勘 違
かんちが

いされると、各 省
かくしょう

協 議
きょうぎ

の段 階
だんかい

で反 対
はんたい

を受
う

ける

可能性
かのうせい

が高
たか

い。総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

の議論
ぎろん

の経過
けいか

は、障 害 者
しょうがいしゃ

が保
ほ

有
ゆう

する車
くるま

の運 転
うんてん

介 助
かいじょ

な

ど道路
どうろ

運 送 法
うんそうほう

に抵 触
ていしょく

しない部分
ぶぶん

について移動
いどう

介護
かいご

の対 象
たいしょう

にするというものである。 



 

- 89 - 

 

Ⅰ－６ 支援
しえん

体 系
たいけい

 

＜A．全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みで提 供
ていきょう

される支援
しえん

＞ 

５．コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

及
およ

びガイド
が い ど

コミュニケート
こ み ゅ に け ー と

支援
しえん

について 

【表 題
ひょうだい

】コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

及
およ

びガイド
が い ど

コミュニケート
こ み ゅ に け ー と

支援
しえん

について 

 

【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１－６ 支援
しえん

体 系
たいけい

 

５ コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

及
およ

びガイド
が い ど

コミュニケート
こ み ゅ に け ー と

支援
しえん

について 

≪内 容
ないよう

≫ 

（1つ目
め

の○）【結 論
けつろん

】その費用
ひよう

は無 料
むりょう

とする→その費用
ひよう

は求
もと

めない 

≪理由
りゆう

≫ 

理由
りゆう

、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

は個別
こべつ

給 付
きゅうふ

になじまない。無 料
むりょう

の表 現
ひょうげん

もなじまない。 

  

【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

 ５ コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

及
およ

びガイド
が い ど

コミュニケート
こ み ゅ に け ー と

支援
しえん

について 

≪内 容
ないよう

≫ 

（1つ目
め

の○）【結 論
けつろん

】「支援
しえん

を必 要
ひつよう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

し、社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

の中
なか

で行 政
ぎょうせい

や

事
こと

業 者
ぎょうしゃ

が対 応
たいおう

すべき必 要
ひつよう

な基 準
きじゅん

を設
もう

け」の基 準
きじゅん

と、それを誰
だれ

がどこで設
もう

けるのか

を明記
めいき

。 

≪理由
りゆう

≫ 

「支援
しえん

を必 要
ひつよう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

し、社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

の中
なか

で行 政
ぎょうせい

や事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が対 応
たいおう

すべき

必 要
ひつよう

な基 準
きじゅん

を設
もう

け」の具体的
ぐたいてき

な内 容
ないよう

が曖 昧
あいまい

である。 

  

【野原
のはら

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

【表 題
ひょうだい

】コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

及
およ

びガイド
が い ど

コミュニケート
こ み ゅ に け ー と

支援
しえん

について 

28ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

次
つぎ

を補足
ほそく

する 
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○ 気管
きかん

切 開
せっかい

等
とう

に よ り 発話
はつわ

機能
きのう

を 廃
はい

失
しっ

し た 障 害 者
しょうがいしゃ

（ ALS 患 者
かんじゃ

等
とう

） へ の

ガイドコミュニケート
が い ど こ み ゅ に け ー と

支援
しえん

は、制度化
せいどか

して国
くに

が責 任
せきにん

をもって財 政
ざいせい

措置
そ ち

を行
おこな

う。 

≪理由
りゆう

≫ 

ボディランゲッジ
ぼ で ぃ ら ん げ っ じ

、口
くち

パク
ぱ く

とか文字盤
もじばん

、IT機器
き き

を利用
りよう

してコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

をとってい

る障 害 者
しょうがいしゃ

へのコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

は、現 在
げんざい

もっぱら家族
かぞく

や限
かぎ

られた支援者
しえんしゃ

によっ

て行
おこな

われているが、この支援
しえん

には公 的
こうてき

支援
しえん

制度
せいど

はない。個別性
こべつせい

・専 門 性
せんもんせい

が求
もと

められる

ことから、一部
いちぶ

の限
かぎ

られた人
ひと

たちの支援
しえん

はやむを得
え

ないにしても、その支援者
しえんしゃ

への支援
しえん

、

個別
こべつ

ニーズ
に ー ず

に応
こた

える IT機器
き き

のセンサ
せ ん さ

ー開 発
かいはつ

は国
くに

が責 任
せきにん

を持
も

って施策化
しさくか

すべきである。 

 

【渡井
わたい

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

５．コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

及
およ

びガイド
が い ど

コミュニケート
こ み ゅ に け ー と

支援
しえん

について 

  【表 題
ひょうだい

】 コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

及
およ

びガイド
が い ど

コミュニケート
こ み ゅ に け ー と

支援
しえん

について 

  Ｐ２８ ２４行 目
ぎょうめ

～Ｐ２９ ２行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

５．コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

及
およ

び盲
もう

ろう者向
ものむ

け通 訳
つうやく

・介 助
かいじょ

支援
しえん

について 

【表 題
ひょうだい

】 

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

及
およ

び盲
もう

ろう者向
ものむ

け通 訳
つうやく

・介 助
かいじょ

支援
しえん

について 

【結 論
けつろん

】 

○コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

は、支援
しえん

を必 要
ひつよう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

し、社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

の中
なか

で

行 政
ぎょうせい

や事
こと

業 者
ぎょうしゃ

が対 応
たいおう

すべき必 要
ひつよう

な基 準
きじゅん

を設
もう

け、その費用
ひよう

は無 料
むりょう

とする。 

○盲
もう

ろう者向
ものむ

け通 訳
つうやく

・介 助
かいじょ

支援
しえん

に関
かん

しては、盲
もう

ろう者
もの

の支援
しえん

ニーズ
に ー ず

の特 殊 性
とくしゅせい

・多様性
たようせい

、

さらに、その存 在
そんざい

の希 尐 性
きしょうせい

などの事 情
じじょう

から、都道府県
とどうふけん

での実施
じっし

とし、個別
こべつ

のニーズ
に ー ず

に応
おう

じたコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

と情 報
じょうほう

入 手
にゅうしゅ

に関
かか

わる支援
しえん

・移動
いどう

介 助
かいじょ

等
とう

を一 体 的
いったいてき

に受
う

けられ

るようにする。 

【説 明
せつめい

】 

 コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

と盲
もう

ろう者向
ものむ

け通 訳
つうやく

・介 助
かいじょ

支援
しえん

は、「話
はな

す」「聞
き

く」「見
み

る」

「歩
ある

く」「動
うご

く」という基本的
きほんてき

権利
けんり

の保 障
ほしょう

であり、自治体
じちたい

の裁 量
さいりょう

には馴染
な じ

まないもので

ありながら、現 状
げんじょう

では自治体
じちたい

が個別
こべつ

に判 断
はんだん

している。そのことによる自治体間
じちたいかん

格差
かくさ

も

深 刻
しんこく

な問 題
もんだい

である。これらのサービス
さ ー び す

は、障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

に不可欠
ふかけつ

であり、か

つ今
いま

までその権利性
けんりせい

が十 分
じゅうぶん

に認
みと

められてこなかった支援
しえん

類 型
るいけい

である。 
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≪理由
りゆう

≫ 

・現 在
げんざい

、「ガイドコミュニケート
が い ど こ み ゅ に け ー と

」の用語
ようご

は、国
くに

や自治体
じちたい

において使用
しよう

されておらず、「盲
もう

ろう者向
ものむ

け通 訳
つうやく

・介 助
かいじょ

」が行 政 用 語
ぎょうせいようご

として定 着
ていちゃく

しているため。 

・盲
もう

ろう者
もの

には、多様
たよう

で複 雑
ふくざつ

なニーズ
に ー ず

をもつ個別性
こべつせい

があることから、そのニーズ
に ー ず

を満
み

た

すために必 要
ひつよう

な支援
しえん

がどういうものであるかを明 確
めいかく

に示
しめ

す必 要
ひつよう

がある。 
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Ⅰ－６ 支援
しえん

体 系
たいけい

 

＜A．全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みで提 供
ていきょう

される支援
しえん

＞ 

６．補
ほ

装具
そうぐ

・日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

サービス
さ ー び す

について 

【表 題
ひょうだい

】補
ほ

装具
そうぐ

・日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

用具
ようぐ

サービス
さ ー び す

について 

≪意見
いけん

なし≫ 
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Ⅰ－６ 支援
しえん

体 系
たいけい

 

＜A．全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みで提 供
ていきょう

される支援
しえん

＞ 

７．相 談
そうだん

支援
しえん

について 

「相 談
そうだん

支援
しえん

」の項
こう

参 照
さんしょう

 

≪意見
いけん

なし≫ 
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Ⅰ－６ 支援
しえん

体 系
たいけい

 

＜B．地域
ちいき

の実 情
じつじょう

に応
おう

じて 提 供
ていきょう

される支援
しえん

＞ 

８．市 町 村
しちょうそん

独自
どくじ

支援
しえん

について 

【表 題
ひょうだい

】市 町 村
しちょうそん

独自
どくじ

支援
しえん

について 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

８．市 町 村
しちょうそん

独自
どくじ

支援
しえん

について 

【表 題
ひょうだい

】 

【結 論
けつろん

】 

２９ページ
ぺ ー じ

 ３行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

修 正
しゅうせい

 福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

は、３．居 宅
きょたく

サービス
さ ー び す

の項
こう

に移
うつ

す 

≪理由
りゆう

≫ 

福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

を居 宅
きょたく

と位置付
い ち づ

けるため 

 

【小野
お の

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

8.市 町 村
しちょうそん

独自
どくじ

支援
しえん

について 

≪内 容
ないよう

≫ 

結 論
けつろん

の 2項
こう

を以下
い か

のようにする。 

○障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

センタ
せ ん た

ーならびに社 会
しゃかい

参加
さんか

・活 動
かつどう

センタ
せ ん た

ー開 設
かいせつ

準 備
じゅんび

や、市 町 村
しちょうそん

独自
どくじ

事 業
じぎょう

として地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーを設置
せっち

することができる。また福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

は

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

への移行
いこう

をすすめる。 

≪理由
りゆう

≫ 

現 行
げんこう

の結 論
けつろん

は、結 論
けつろん

になっていない。具体的
ぐたいてき

なあり方
かた

を示
しめ

すべきであり、支援
しえん

体 系
たいけい

チーム
ち ー む

でもこうした議論
ぎろん

はされた。 

 

【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい
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【表 題
ひょうだい

】市 町 村
しちょうそん

独自
どくじ

支援
しえん

について 

29ページ
ぺ ー じ

 

22行
ぎょう

～23行 目
ぎょうめ

、28行
ぎょう

～30行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

も、 全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みで 提 供
ていきょう

される 居 住
きょじゅう

支援
しえん

サービス
さ ー び す

とし て、

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

とあわせて一本化
いっぽんか

した制度
せいど

とすべきである。 

≪理由
りゆう

≫ 

福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

とグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

の機能
きのう

および役 割
やくわり

はほぼ同 様
どうよう

である。 

福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

を市 町 村
しちょうそん

独自
どくじ

支援
しえん

として位置
い ち

づけることは、現 行
げんこう

と同 様
どうよう

、市 町 村
しちょうそん

格差
かくさ

が

著
いちじる

しくなるおそれがある。 

なお、一本化
いっぽんか

したグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

制度
せいど

は、個人
こじん

生 活
せいかつ

タイプ
た い ぷ

と共 同
きょうどう

生 活
せいかつ

タイプ
た い ぷ

の２種
しゅ

か

ら整備
せいび

し、ホームヘルプサービス
ほ ー む へ る ぷ さ ー び す

も利用
りよう

できる住
す

まいの場
ば

としていく必 要
ひつよう

がある。 

 

【齊 藤
さいとう

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

⑦支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

 

【表 題
ひょうだい

】８.市 町 村
しちょうそん

独自
どくじ

支援
しえん

について 

29ページ
ぺ ー じ

 

［結 論
けつろん

］○ 印
じるし

2 つ目
め

3行 目
ぎょうめ

〜4行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

(変 更
へんこう

) 

現 行
げんこう

の地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーは小規模
しょうきぼ

なものについては市 町 村
しちょうそん

独自
どくじ

支援
しえん

として継 続
けいぞく

しつつ、日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

への移行
いこう

ができるよう検 討
けんとう

をすすめる。 

≪理由
りゆう

≫ 

事 業
じぎょう

内 容
ないよう

としては地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーと日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

は大差
たいさ

なく、現 行
げんこう

の自立
じりつ

支援法
しえんほう

でもそうな様
さま

に小規模
しょうきぼ

なものが地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーとして活 動
かつどう

している。そ

のまま残
のこ

ることを希望
きぼう

する所
ところ

はさておいて、日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

への移行
いこう

を求
もと

める所
ところ

は

小規模
しょうきぼ

でもできるような制度
せいど

に改
あらた

める必 要
ひつよう

がある。 
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【森
もり

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ｂ－８．市 町 村
しちょうそん

独自
どくじ

支援
しえん

について 

【表 題
ひょうだい

】市 町 村
しちょうそん

独自
どくじ

支援
しえん

について 

29ページ
ぺ ー じ

 【結 論
けつろん

】 

下
した

14～15行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

●下線部
かせんぶ

を削 除
さくじょ

 

○ 現 行
げんこう

の地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーと福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

、居 住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

事 業
じぎょう

は市 町 村
しちょうそん

独自
どくじ

支援
しえん

．．．検 討
けんとう

を行
おこな

う。 

≪理由
りゆう

≫ 

地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーと福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

は、全 国
ぜんこく

共 通
きょうつう

の仕組
し く

みとして位置
い ち

づけることが

必 要
ひつよう

。その一 方
いっぽう

で、居 住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

は、今後
こんご

の障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

の支援
しえん

における重 要
じゅうよう

な施策
しさく

であることを踏
ふ

まえて、全 国
ぜんこく

の市 町 村
しちょうそん

で実施
じっし

されるよう拡 充
かくじゅう

すべき。 
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Ⅰ－６ 支援
しえん

体 系
たいけい

 

＜C．支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

を機能
きのう

させるために必 要
ひつよう

な事項
じこう

＞ 

９．医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の拡 充
かくじゅう

について 

【表 題
ひょうだい

】医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の拡 充
かくじゅう

について 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

９．医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の拡 充
かくじゅう

について 

≪内 容
ないよう

≫ 

意見
いけん

 

一 貫
いっかん

して提 供
ていきょう

される仕組
し く

みの創 設
そうせつ

に現 行
げんこう

の医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を生 活
せいかつ

行為
こうい

と医 療
いりょう

行為
こうい

に

区分
くぶん

することを結 論
けつろん

の中
なか

に加
くわ

えていただきたい。 

≪理由
りゆう

≫ 

医 療
いりょう

行為
こうい

違反
いはん

と過失
かしつ

罪
ざい

の２罰
ばつ

とならないようにするため。介護
かいご

保険
ほけん

事 業 所
じぎょうしょ

でも手
て

を出
だ

さないのは、研 修
けんしゅう

をしても２罰
ばつ

の恐
おそ

れがあるためで保険
ほけん

では対 応
たいおう

できない。 

  

【大 濵
おおはま

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

ｐ３０ 

１４行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

地域
ちいき

生 活
せいかつ

に必 要
ひつよう

な医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

…が、本 人
ほんにん

や家族
かぞく

が行
おこな

う生 活
せいかつ

支援
しえん

行為
こうい

として、…地域
ちいき

生 活
せいかつ

のあらゆる場面
ばめん

で介護
かいご

職 員
しょくいん

等
とう

によって確保
かくほ

される。 

≪理由
りゆう

≫ 

原 文
げんぶん

では「家族
かぞく

がやる」との読
よ

み間違
まちが

いが起
お

こる。 

  

【大 濵
おおはま

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

ｐ３０ 

１５行 目
ぎょうめ
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≪内 容
ないよう

≫ 

入 院
にゅういん

が必 要
ひつよう

な場合
ばあい

には、慣
な

れた介護者
かいごしゃ

（パーソナルアシスタント
ぱ ー そ な る あ し す た ん と

やヘルパ
へ る ぱ

ー）によって

サポート
さ ぽ ー と

が得
え

られるように･･･ 

≪理由
りゆう

≫ 

入 院
にゅういん

時
とき

の介護
かいご

の提 供
ていきょう

は、現 在
げんざい

、重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

のヘルパ
へ る ぱ

ーが中 心
ちゅうしん

となっている。重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

をパーソナルアシスタント
ぱ ー そ な る あ し す た ん と

に改組
かいそ

するという報 告 書
ほうこくしょ

の別
べつ

項 目
こうもく

と整 合 性
せいごうせい

を

持
も

たせるには、この箇所
かしょ

にもパーソナルアシスタント
ぱ ー そ な る あ し す た ん と

を明記
めいき

すべきである。 

 

【清水
しみず

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

９．医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の拡 充
かくじゅう

について 

【表 題
ひょうだい

】医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の拡 充
かくじゅう

について 

３０ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

【結 論
けつろん

】 

○日中活 動
かつどう

支援
しえん

の一
ひと

つであるデイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーにおいて看護師
かんごし

を複 数
ふくすう

配置
はいち

する等
とう

、濃 厚
のうこう

な医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

が必 要
ひつよう

な人
ひと

でも希望
きぼう

すれば同センタ
どうせんた

ーを利用
りよう

できるような

支援
しえん

体 制
たいせい

を確保
かくほ

する。併
あわ

せて重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 者
しょうがいしゃ

については、児童期
じどうき

から成人期
せいじんき

にわた

り、医 療
いりょう

を含
ふく

む支援
しえん

体 制
たいせい

が継 続 的
けいぞくてき

に一 貫
いっかん

して提 供
ていきょう

される仕組
し く

みを創 設
そうせつ

する。 

○地域
ちいき

生 活
せいかつ

に必 要
ひつよう

な医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

（吸 引
きゅういん

等
とう

の他
ほか

に、カニューレ
か に ゅ ー れ

交 換
こうかん

・導
どう

尿
にょう

・摘 便
てきべん

・

呼吸器
こきゅうき

操作
そうさ

などを含
ふく

む）が、本 人
ほんにん

や家族
かぞく

が行
おこな

う生 活
せいかつ

行為
こうい

として学 校
がっこう

、移 動 中
いどうちゅう

など、

地域
ちいき

生 活
せいかつ

のあらゆる場面
ばめん

で確保
かくほ

されるようにする。 

○入 院
にゅういん

が必 要
ひつよう

な場合
ばあい

には、慣
な

れた介護者
かいごしゃ

（ヘルパ
へ る ぱ

ー）によってサポート
さ ぽ ー と

が得
え

られるよう

にして、必 要
ひつよう

な医 療
いりょう

を得
え

ながら地域
ちいき

生 活
せいかつ

が継 続
けいぞく

できるようにする。 

【説 明
せつめい

】 

最 近
さいきん

、特
とく

に濃 厚
のうこう

な医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を必 要
ひつよう

とする超 重 症 児
ちょうじゅうしょうじ

といわれる人
ひと

たちが増加
ぞうか

の

傾 向
けいこう

に あ り 、 こ の た め 医 療 型
いりょうかた

の 通 所
つうじょ

の 場
ば

の 整備
せいび

が 要 請
ようせい

さ れ て い る 。

デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーは重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児
しょうがいじ

・者
もの

が利用
りよう

することが想 定
そうてい

されてお

り、その際
さい

には看護師
かんごし

の複 数
ふくすう

配置
はいち

を必須
ひっす

要 件
ようけん

とする。濃 厚
のうこう

な医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を必 要
ひつよう

とす

る重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 者
しょうがいしゃ

が、18歳
さい

に達
たっ

したことを理由
りゆう

に別
べつ

体 系
たいけい

の事 業
じぎょう

への利用
りよう

変 更
へんこう

を

求
もと

められ支援者
しえんしゃ

も支援
しえん

の方 法
ほうほう

も変
か

わることは、生 命
せいめい

の危機
き き

にもつながる重 大
じゅうだい

な環 境
かんきょう
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の変化
へんか

であることから、仮
かり

に法 律
ほうりつ

体 系
たいけい

が変
か

わるとしても人 権
じんけん

が守
まも

られ年 齢
ねんれい

相 応
そうおう

の

生 活
せいかつ

を送
おく

ることができるよう、一 貫
いっかん

した支援
しえん

体 制
たいせい

が取
と

れるようにする。 

また、地域
ちいき

生 活
せいかつ

をすすめていくために医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

とは、十 分
じゅうぶん

な信 頼
しんらい

関 係
かんけい

にある

ヘルパ
へ る ぱ

ーが本 人
ほんにん

に認
みと

められることにより本 人
ほんにん

に代
か

わり行
おこな

うということであり、よく知
し

っ

ていてお互
たが

いに信 頼
しんらい

関 係
かんけい

にある介 助 者
かいじょしゃ

が無理
む り

なく医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

ができるための強 固
きょうこ

で濃 厚
のうこう

な支援
しえん

の基盤
きばん

が求
もと

められる。またそれは、学 校
がっこう

においても必 要
ひつよう

である。また、

一 方
いっぽう

で入 院
にゅういん

が必 要
ひつよう

な場合
ばあい

には、慣
な

れた介護者
かいごしゃ

（ヘルパ
へ る ぱ

ー）によってサポート
さ ぽ ー と

が得
え

られ

るようにして、必 要
ひつよう

な医 療
いりょう

を得
え

ながら、地域
ちいき

生 活
せいかつ

が継 続
けいぞく

できるようにする。 

≪理由
りゆう

≫ 

・本 人
ほんにん

と支援者
しえんしゃ

の信 頼
しんらい

関 係
かんけい

に基
もと

づく支援
しえん

の濃 厚
のうこう

で強 固
きょうこ

な基盤
きばん

こそが命
いのち

と真
ま

っ向
こう

か

ら向
む

き合
あ

う医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

には必 要
ひつよう

。そのことの強 調
きょうちょう

がいるのではないか。 

 

【福井
ふくい

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の拡 充
かくじゅう

について 

 30ページ
ぺ ー じ

 

 24行 目
ぎょうめ

から 28行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の根 本
こんぽん

は、専 門 的
せんもんてき

な医 療
いりょう

支援
しえん

体 制
たいせい

の整備
せいび

である。よく知
し

れた介 助 者
かいじょしゃ

として、学 校
がっこう

にまでその仕組
し く

みを適 用
てきよう

するのは如何
いかん

なものか？ 

≪理由
りゆう

≫ 

学 校
がっこう

やヘルパ
へ る ぱ

ーに肩代
かたが

わりにすることになりかねない。 

とりわけ 超 重 症 児
ちょうじゅうしょうじ

に 対
たい

する 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

はしっかりした支援
しえん

体 制
たいせい

が 必 要
ひつよう

であり

専門家
せんもんか

の育 成
いくせい

が不可欠
ふかけつ

である。
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Ⅰ－６ 支援
しえん

体 系
たいけい

 

＜C．支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

を機能
きのう

させるために必 要
ひつよう

な事項
じこう

＞ 

１０．日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

における定 員
ていいん

の緩和
かんわ

等
とう

について 

【表 題
ひょうだい

】日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

の定 員
ていいん

の緩和
かんわ

等
とう

について 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

【説 明
せつめい

】 

３０ページ
ぺ ー じ

 １行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

修 正
しゅうせい

 

最 近
さいきん

、特
とく

に医 療
いりょう

機器
き き

を必 要
ひつよう

とする 

≪理由
りゆう

≫ 

「濃 厚
のうこう

な医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

」は医
い

行為
こうい

を連 想
れんそう

する。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

３０ページ
ぺ ー じ

の１０．「日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

における定 員
ていいん

の緩和
かんわ

等
とう

について」と３１ページ
ぺ ー じ

の

「日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

への通 所
つうじょ

保 証
ほしょう

について」 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

２４ページ
ぺ ー じ

２．日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

の次
つぎ

、３．居 宅
きょたく

サービス
さ ー び す

の前
まえ

に移
うつ

す。 

≪理由
りゆう

≫ 

日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

でまとめる 
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Ⅰ－６ 支援
しえん

体 系
たいけい

 

＜C．支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

を機能
きのう

させるために必 要
ひつよう

な事項
じこう

＞ 

１１．日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

への通 所
つうしょ

保 障
ほしょう

について 

【表 題
ひょうだい

】日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

への通 所
つうしょ

保 障
ほしょう

について 

≪意見
いけん

なし≫ 
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Ⅰ－６ 支援
しえん

体 系
たいけい

 

＜C．支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

を機能
きのう

させるために必 要
ひつよう

な事項
じこう

＞ 

１２．グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

での生 活
せいかつ

を支
ささ

える仕組
し く

みについて 

【表 題
ひょうだい

】グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

での生 活
せいかつ

を支
ささ

える仕組
し く

みについて 

 

【小野
お の

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

3 居 住
きょじゅう

支援
しえん

サービス
さ ー び す

 26ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の規模
き ぼ

を「4～5人
にん

」という記 述
きじゅつ

を「小規模
しょうきぼ

」という表 記
ひょうき

にする。 

≪理由
りゆう

≫ 

人 数
にんずう

を具体的
ぐたいてき

に示
しめ

す必 要
ひつよう

はない。小規模
しょうきぼ

とすることで「一人
ひとり

」からも概 念
がいねん

として含
ふく

ま

れる。 

支援
しえん

体 系
たいけい

チーム
ち ー む

ではそうした意見
いけん

があった。 
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Ⅰ－６ 支援
しえん

体 系
たいけい

 

＜C．支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

を機能
きのう

させるために必 要
ひつよう

な事項
じこう

＞ 

１３．グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

、暮
く

らしの場
ば

の設置
せっち

促 進
そくしん

について 

【表 題
ひょうだい

】グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

、暮
く

らしの場
ば

の設置
せっち

促 進
そくしん

について 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

④支援
しえん

(サービス
さ ー び す

)体 系
たいけい

 

【表 題
ひょうだい

】グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

、暮
く

らしの 

場
ば

の設置
せっち

促 進
そくしん

 

32ページ
ぺ ー じ

最後
さいご

の 2行
ぎょう

 

≪内 容
ないよう

≫ 

高 齢 者
こうれいしゃ

分野
ぶんや

における「シルバーハウジングプロジェクト
し る ば ー は う じ ん ぐ ぷ ろ じ ぇ く と

」のように福祉
ふくし

目 的
もくてき

住 宅
じゅうたく

設置
せっち

の

上支援員
うえしえんいん

による巡 回
じゅんかい

見守
みまも

りをはかる。 

≪理由
りゆう

≫ 

・公 営
こうえい

住 宅
じゅうたく

の有 効
ゆうこう

活 用
かつよう

を、GH設置
せっち

に留
と

まらず、他
ほか

の分野
ぶんや

の好事例
こうじれい

も踏
ふ

まえ推 進
すいしん

する。 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ-6 支援
しえん

体 系
たいけい

／グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

、暮
く

らしの場
ば

の設置
せっち

促 進
そくしん

 32ページ
ぺ ー じ

  最後
さいご

の 2行
ぎょう

 

≪内 容
ないよう

≫ 

事
じ

業 者
ぎょうしゃ

への税 制
ぜいせい

の優 遇
ゆうぐう

(不動産
ふどうさん

取 得
しゅとく

税
ぜい

、○○…)ならびに土地
と ち

・住 宅
じゅうたく

提 供 者
ていきょうしゃ

に対
たい

す

る経 済 的
けいざいてき

支援
しえん

策
さく

や優 遇
ゆうぐう

策
さく

を講
こう

じる。 

≪理由
りゆう

≫ 

文 章
ぶんしょう

の意味
い み

が変
へん

になっている。事
じ

業 者
ぎょうしゃ

への優 遇
ゆうぐう

と、土地
と ち

・住 宅
じゅうたく

の提 供 者
ていきょうしゃ

への優 遇
ゆうぐう

を

分
わ

けて明 確
めいかく

な記 述
きじゅつ

が必 要
ひつよう

 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１３.グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

、暮
く

らしの場
ば

の設置
せっち

促 進
そくしん

について 

【説 明
せつめい

】 

３２ページ
ぺ ー じ

 ５行 目
ぎょうめ
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≪内 容
ないよう

≫ 

修 正
しゅうせい

 

する場合
ばあい

、地域
ちいき

住 民
じゅうみん

の理解
りかい

を得
え

るのに時間
じかん

を要
よう

し、時
とき

には 

≪理由
りゆう

≫ 

表 現
ひょうげん

が強
つよ

すぎる 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

３２ページ
ぺ ー じ

 ７行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

追加
ついか

 地方自冶体
ちほうじやからだ

の責務
せきむ

として事
こと

業 者
ぎょうしゃ

と連 携
れんけい

・協 力
きょうりょく

および障 害 者
しょうがいしゃ

団 体
だんたい

等
とう

も協 力
きょうりょく

し 

 

【光 増
みつます

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１－６支援
しえん

体 系
たいけい

 

 １３．グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

、暮
く

らしの場
ば

の設置
せっち

促 進
そくしん

について 

【表 題
ひょうだい

】グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

、暮
く

らしの場
ば

の設置
せっち

促 進
そくしん

について 

【「Ⅱ関 連
かんれん

する他
ほか

の法 律
ほうりつ

との関 係
かんけい

」に移
うつ

すもの】 

32ページ
ぺ ー じ

 

31行
ぎょう

～33行 目
ぎょうめ

   

≪内 容
ないよう

≫ 

○民 間
みんかん

賃 貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

におけるグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

設置
せっち

を一 層
いっそう

促 進
そくしん

する。そのために、建築基
けんちくき

準 法
じゅんほう

を見直
みなお

し、防火壁
ぼうかへき

などの工事
こうじ

を必 要
ひつよう

とする等
とう

の現 在
げんざい

の厳
きび

しい基 準
きじゅん

をなくして、

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

を一 般
いっぱん

住 居
じゅうきょ

として扱
あつか

うこと。 

↓ 

○民 間
みんかん

賃 貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

におけるグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

設置
せっち

を一 層
いっそう

促 進
そくしん

する。そのために、建築基
けんちくき

準 法
じゅんほう

の運 用
うんよう

を見直
みなお

すこと。グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

については、安 全 性
あんぜんせい

を高
たか

めるための何
なん

らか

の対 応
たいおう

策
さく

を講
こう

じた上
うえ

で、一 般
いっぱん

住 宅
じゅうたく

の使用
しよう

ができるようにする。 

≪理由
りゆう

≫ 

建築基
けんちくき

準 法
じゅんほう

を見直
みなお

すとありますが、建 築
けんちく

基 準 法 上
きじゅんほうじょう

の運 用
うんよう

が変
か

わっただけで、建 築 基
けんちくもと
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準 法
じゅんほう

は何
なに

も変
か

わっていませんので、建築基
けんちくき

準 法
じゅんほう

の見直
みなお

しにはあたらないと思
おも

います。 

 また、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

を一 般
いっぱん

住 居
じゅうきょ

として扱
あつか

うことという表 現
ひょうげん

は共 同
きょうどう

住 宅
じゅうたく

を使用
しよう

し

たグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

もあることから、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

をすべて一 般
いっぱん

住 宅
じゅうたく

として扱
あつか

うことは

できません。そのため、一 般
いっぱん

住 宅
じゅうたく

も使用
しよう

できるという扱
あつか

いにすることが主旨
しゅし

です。 

また、現
げん

にある大規模
だいきぼ

なものについては、寄 宿 舎
きしゅくしゃ

、共 同
きょうどう

住 宅
じゅうたく

として扱
あつか

うことが適 当
てきとう

だと思
おも

います。 

「小規模
しょうきぼ

なグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

については、一 般
いっぱん

住 宅
じゅうたく

の使用
しよう

ができるように何
なん

らかの対 応
たいおう

策
さく

を講
こう

じるべきである」という表 現
ひょうげん

がいいのではないでしょうか 
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Ⅰ－６ 支援
しえん

体 系
たいけい

 

＜C．支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

を機能
きのう

させるために必 要
ひつよう

な事項
じこう

＞ 

１４．一 般
いっぱん

住 宅
じゅうたく

やグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

への家賃
やちん

補助
ほじょ

について 

【表 題
ひょうだい

】グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

への家賃
やちん

補助
ほじょ

等
とう

について 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

14.一 般
いっぱん

住 宅
じゅうたく

やグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

への家賃
やちん

補助
ほじょ

について 

【説 明
せつめい

】 

３３ページ
ぺ ー じ

 ５行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

修 正
しゅうせい

 

一 定
いってい

の範囲内
はんいない

の家賃
やちん

に応
おう

じて住 宅
じゅうたく

手当
てあて

を 

≪理由
りゆう

≫ 

高 級
こうきゅう

な場所
ばしょ

と連 想
れんそう

されるので理解
りかい

が得
え

られない。 
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Ⅰ－６ 支援
しえん

体 系
たいけい

 

＜C．支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

を機能
きのう

させるために必 要
ひつよう

な事項
じこう

＞ 

１５．他
ほか

分野
ぶんや

との役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

・財 源
ざいげん

調 整
ちょうせい

 

【表 題
ひょうだい

】シームレス
し ー む れ す

な支援
しえん

と他
ほか

分野
ぶんや

との役 割
やくわり

分 担
ぶんたん

・財 源
ざいげん

調 整
ちょうせい

 

 

【大 濵
おおはま

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

ｐ３３ 

最後
さいご

の行
ぎょう

の下
した

に追加
ついか

 

≪内 容
ないよう

≫ 

たとえば、自宅
じたく

でも職 場
しょくば

でも同
おな

じパーソナルアシスタント
ぱ ー そ な る あ し す た ん と

制度
せいど

で介護
かいご

を受
う

けることが、

シームレス
し ー む れ す

なサービス
さ ー び す

の 実 現
じつげん

には 必 要
ひつよう

である。この場合
ばあい

、勤務
きんむ

時間
じかん

や 通 勤
つうきん

時間
じかん

の

パースナルアシスタント
ぱ ー す な る あ し す た ん と

のコスト
こ す と

を障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

納付
のうふ

金
きん

勘 定
かんじょう

から障 害
しょうがい

福祉
ふくし

会 計
かいけい

に移転
いてん

する仕組
し く

みが必 要
ひつよう

である。 

≪理由
りゆう

≫ 

「調 整
ちょうせい

」ではあいまいなため、具体的
ぐたいてき

に書
か

くべき。 
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Ｉ－６ 支援
しえん

体 系
たいけい

 

その他
た

 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

 支援
しえん

（サービス
さ ー び す

）体 系
たいけい

 

【表 題
ひょうだい

】全 般
ぜんぱん

 

【結 論
けつろん

】 

≪内 容
ないよう

≫ 

（追加
ついか

） 

支援
しえん

体 系
たいけい

の中
なか

で「障 害 児
しょうがいじ

が利用
りよう

することができる（もしくは利用
りよう

が見込
み こ

まれる）」支援
しえん

を

明 確
めいかく

にする。 

そのうえで、「Ⅲ関 連
かんれん

するその他
た

の法 律
ほうりつ

との関 係
かんけい

」の項
こう

において、「児童
じどう

福祉法
ふくしほう

など

関 連
かんれん

する法 律
ほうりつ

との連 携
れんけい

や整 合 性
せいごうせい

を考 慮
こうりょ

する。」との結 論
けつろん

を設
もう

ける。 

≪理由
りゆう

≫ 

総 論 的
そうろんてき

に、障 害 児
しょうがいじ

に対
たい

する支援
しえん

施策
しさく

が抜
ぬ

け落
お

ちており、「Ⅰ－２ 障 害
しょうがい

（者
もの

）の範囲
はんい

」

の中
なか

で「障 害 児
しょうがいじ

（福祉
ふくし

）支援
しえん

は主
しゅ

に児童
じどう

福祉法
ふくしほう

で行
おこな

うが本 法
ほんほう

でも障 害 児
しょうがいじ

への支援
しえん

を

行
おこな

う」と説 明
せつめい

されている部分
ぶぶん

と矛 盾
むじゅん

する。 

 

【齊 藤
さいとう

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

⑧支援
しえん

（サービス
さ ー び す

体 系
たいけい

） 

C.支援
しえん

（サービス
さ ー び す

体 系
たいけい

）を機能
きのう

させるために必 要
ひつよう

な事項
じこう

 

30ページ
ぺ ー じ

4行 目
ぎょうめ

以降
いこう

に新
あら

たな項 目
こうもく

として追加
ついか

 

≪内 容
ないよう

≫ 

［表 題
ひょうだい

］障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

センタ
せ ん た

ーの経 営
けいえい

主 体
しゅたい

について 

［結 論
けつろん

］ 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

センタ
せ ん た

ーは営利
えいり

法 人
ほうじん

でない 法 人
ほうじん

をその経 営
けいえい

主 体
しゅたい

として 適 正
てきせい

な

経 営
けいえい

を心
こころ

がける 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

センタ
せ ん た

ーの仕組
し く

みが定 着
ていちゃく

した上
うえ

で営利
えいり

法 人
ほうじん

による適 正
てきせい

な参 入
さんにゅう

もで

きるような方途
ほうと

を検 討
けんとう

する。 
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≪理由
りゆう

≫ 

現 行
げんこう

の 就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

A 型
がた

及
およ

び 就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事 業
じぎょう

には 株 式
かぶしき

会 社
かいしゃ

などの営利
えいり

法 人
ほうじん

の

参 入
さんにゅう

が急 速
きゅうそく

に増加
ぞうか

している。特
とく

に就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

A型
がた

事 業
じぎょう

にあってはこれらの中
なか

にはそれ

なりの仕事
しごと

保 障
ほしょう

や職 員
しょくいん

配置
はいち

もみられず、障 害 者
しょうがいしゃ

の短時間
たんじかん

労 働
ろうどう

によって最 賃
さいちん

保 障
ほしょう

が

なされている所
ところ

が多
おお

くある。まだその運 営
うんえい

実 態
じったい

の全
ぜん

ぼうは明
あき

らかにはされていないが

補助
ほじょ

金
きん

の活 用
かつよう

による不 明 瞭
ふめいりょう

な運 営
うんえい

の恐
おそ

れが在
そん

している。一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

が困 難
こんなん

な人
ひと

た

ちの雇用
こよう

を進
すす

める事 業
じぎょう

として適 正
てきせい

な仕事
しごと

保 障
ほしょう

と仕事
しごと

環 境
かんきょう

の中
なか

での事 業
じぎょう

展 開
てんかい

を進
すす

める必 要
ひつよう

がある。 

また充 分
じゅうぶん

な仕事
しごと

や賃 金
ちんぎん

保 障
ほしょう

ができている事 業 所
じぎょうしょ

にあって、通 常
つうじょう

の雇用
こよう

が可能
かのう

である

にもかかわらず、いたずらに A型
がた

事 業
じぎょう

を進
すす

めている動
うご

きもある。 

まずは新
あら

たな障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

センタ
せ ん た

ーではこうした活 動
かつどう

を防止
ぼうし

し、より雇用
こよう

が困 難
こんなん

な

障 害 者
しょうがいしゃ

にも雇用
こよう

を拡 大
かくだい

していく事 業
じぎょう

としてまずは営利
えいり

法 人
ほうじん

でない法 人
ほうじん

によってこの

事 業
じぎょう

の適 正
てきせい

な確 立
かくりつ

をはかる必 要
ひつよう

がある。 

あわせて短時間
たんじかん

雇用
こよう

の一 定
いってい

の制 限
せいげん

や、短時間
たんじかん

雇用
こよう

が必 要
ひつよう

な場合
ばあい

の補助
ほじょ

金
きん

の減 税
げんぜい

など

の方 法
ほうほう

の導 入
どうにゅう

も検 討
けんとう

する。 
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Ⅰ－７ 利用者
りようしゃ

負担
ふたん

 

【表 題
ひょうだい

】利用者
りようしゃ

負担
ふたん

について 

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ-7 利用者
りようしゃ

負担
ふたん

 

【表 題
ひょうだい

】利用者
りようしゃ

負担
ふたん

について 

・36ページ
ぺ ー じ

最 終
さいしゅう

行
ぎょう

に追加
ついか

 

≪内 容
ないよう

≫ 

「追加
ついか

」 

障 害
しょうがい

に伴
ともな

う必 要
ひつよう

な支援
しえん

は、無 料
むりょう

とすべきとという結 論
けつろん

について、負担
ふたん

能 力
のうりょく

のある方
かた

についてまで拡 大
かくだい

することについては、他
ほか

の制度
せいど

との整 合 性
せいごうせい

や公 平 性
こうへいせい

の観 点
かんてん

からも

議論
ぎろん

する必 要
ひつよう

があるという意見
いけん

もあった。 

≪理由
りゆう

≫ 

報 告 書
ほうこくしょ

では障 害
しょうがい

に伴
ともな

う必 要
ひつよう

な支援
しえん

は無 料
むりょう

とすることとされている。低 所 得
ていしょとく

の方
かた

に

ついては必 要
ひつよう

な措置
そ ち

であるが、負担
ふたん

能 力
のうりょく

のある方
かた

まで拡 大
かくだい

することは、他
ほか

の制度
せいど

との

整 合 性
せいごうせい

や公 平 性
こうへいせい

の点
てん

で検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

がある。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

③グループホ
ぐ る ー ぷ ほ

ー等
とう

の費用
ひよう

 

３７ページ
ぺ ー じ

 下
した

から１０行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

追加
ついか

 家賃
やちん

に 

≪理由
りゆう

≫ 

脱字
だつじ

 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－７ 利用者
りようしゃ

負担
ふたん

 

【表 題
ひょうだい

】利用者
りようしゃ

負担
ふたん

について 
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【結 論
けつろん

】 

ルビ
る び

61ページ
ぺ ー じ

   

≪内 容
ないよう

≫ 

【結 論
けつろん

】の２行 目
ぎょうめ

を下記
か き

のとおり修 正
しゅうせい

する。 

（修 正
しゅうせい

） 

障 害
しょうがい

に伴
ともな

う必 要
ひつよう

な支援
しえん

は無 料
むりょう

とすべきである。 

↓ 

障 害
しょうがい

に伴
ともな

う必 要
ひつよう

な支援
しえん

は応
おう

能
のう

負担
ふたん

とすべきである。 

≪理由
りゆう

≫ 

これまで、障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

団 体
だんたい

も含
ふく

めて「応
おう

能
のう

負担
ふたん

」について大
おお

きな異論
いろん

はなかったもの

と考
かんが

えられる。また、今 般
こんぱん

の「つなぎ」法
ほう

においては「所 得
しょとく

判 定
はんてい

は本 人
ほんにん

または配 偶 者
はいぐうしゃ

（児童
じどう

は保護者
ほごしゃ

）」「上 限
じょうげん

が１割
わり

の応
おう

能
のう

負担
ふたん

」へ変 更
へんこう

されることから、いわゆる高 額
こうがく

所 得
しょとく

を有
ゆう

する者
もの

についても利用者
りようしゃ

負担
ふたん

が過 重
かじゅう

になる可能性
かのうせい

は低
ひく

く、理念的
りねんてき

理由
りゆう

だけ

をもって、「つなぎ」法
ほう

の負担
ふたん

構 造
こうぞう

を否定
ひてい

する積 極 的
せっきょくてき

な理由
りゆう

は乏
とぼ

しい。また、同時
どうじ

に検 討
けんとう

すべき所 得
しょとく

保 障
ほしょう

の性 格
せいかく

やあり方
かた

に関
かん

する議論
ぎろん

も不 十 分
ふじゅうぶん

ある感
かん

は否
いな

めない。 

なお、これについては自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

についても同 様
どうよう

である。 

 

【大 濵
おおはま

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

ｐ３７ 

ガイドヘルパ
が い ど へ る ぱ

ーの交通費
こうつうひ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

意見
いけん

：報 酬
ほうしゅう

単価
たんか

に位置
い ち

づけるのではなく、交通費
こうつうひ

の実費
じっぴ

助 成
じょせい

の方
かた

が良
よ

いのではないか？ 

≪理由
りゆう

≫ 

一 律
いちりつ

の単価
たんか

アップ
あ っ ぷ

では、遠隔地
えんかくち

でサービス
さ ー び す

利用
りよう

を 終 了
しゅうりょう

しヘルパ
へ る ぱ

ーに 帰
かえ

ってもらう

利用者
りようしゃ

や、入 場 料
にゅうじょうりょう

がかかる目的地
もくてきち

へ行
い

く利用者
りようしゃ

だけが、契 約
けいやく

を断
ことわ

られる可能性
かのうせい

が高
たか

い。 
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【岡部
おかべ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

利用者
りようしゃ

負担
ふたん

 ３７ページ
ぺ ー じ

 

（４）実費
じっぴ

負担
ふたん

の適 切
てきせつ

な水 準
すいじゅん

の確保
かくほ

 

③グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

の費用
ひよう

 

≪内 容
ないよう

≫ 

③を表 題
ひょうだい

とも以下
い か

の下線
かせん

部分
ぶぶん

のように修 正
しゅうせい

 

④家賃
やちん

負担
ふたん

の軽 減
けいげん

について 

 家賃
やちん

を 含
ふく

む「 誰
だれ

もが 払
はら

う費用
ひよう

」の負担
ふたん

が 困 難
こんなん

な 低 所 得
ていしょとく

障 害 者
しょうがいしゃ

に 対
たい

しては、

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

へ入
いり

居
きょ

、アパート
あ ぱ ー と

等
とう

での支援付
しえんづ

き自立
じりつ

生 活
せいかつ

の別
べつ

にかかわらず、家賃
やちん

補助
ほじょ

が必 要
ひつよう

である。また、相 当
そうとう

額
がく

の家賃
やちん

補助
ほじょ

制度
せいど

の実 現
じつげん

を前 提
ぜんてい

とし、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

利用者
りようしゃ

の

家賃
やちん

相 当
そうとう

額
がく

のホテルコスト
ほ て る こ す と

については他
ほか

の者
もの

との平 等
びょうどう

の観 点
かんてん

より実費
じっぴ

負担
ふたん

とするこ

とが検 討
けんとう

されるべきである。 

≪理由
りゆう

≫ 

低 所 得
ていしょとく

障 害 者
しょうがいしゃ

に対
たい

する家賃
やちん

補助
ほじょ

は重 要
じゅうよう

な課題
かだい

であるが、その実施
じっし

にあたっては、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

入 居
にゅうきょ

、アパート
あ ぱ ー と

等
とう

での支援付
しえんつ

き自立
じりつ

生 活
せいかつ

の間
あいだ

の公 平 性
こうへいせい

が担
たん

保
ほ

されるべきである。 

また、失 業
しつぎょう

直 後
ちょくご

の人
ひと

がグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

に入
いり

居
きょ

する場合
ばあい

等
とう

にその利用者
りようしゃ

負担
ふたん

に対
たい

して

きめ細
こま

かな配 慮
はいりょ

が必 要
ひつよう

であることを「（４）実費
じっぴ

負担
ふたん

」の項 目
こうもく

で論
ろん

じるのは適 当
てきとう

とは

いえない。 

 

【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ−７ 利用者
りようしゃ

負担
ふたん

 

１－７ 利用者
りようしゃ

負担
ふたん

 

 表 題
ひょうだい

 利用者
りようしゃ

負担
ふたん

について 

○…障 害
しょうがい

に伴
ともな

う必 要
ひつよう

な支援
しえん

は無 料
むりょう

とすべきである②コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

 

説 明
せつめい

（３）障 害
しょうがい

に伴
ともな

う必 要
ひつよう

な支援
しえん

 ② 

≪内 容
ないよう

≫ 

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

のための支援
しえん

には手話
しゅわ

に加
くわ

え、要 約
ようやく

筆記
ひっき

も入
い

れる必 要
ひつよう

。 

また要 約
ようやく

筆記
ひっき

に必 要
ひつよう

な機器
き き

（ＯＨＰのような映 像
えいぞう

投影機
とうえいき

、パソコン
ぱ そ こ ん

要 約
ようやく

筆記
ひっき

に必 要
ひつよう
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なもの）も日 常
にちじょう

生 活 用
せいかつよう

具
ぐ

に含
ふく

め無 料
むりょう

とすべきである。 

≪理由
りゆう

≫ 

聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

のコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

では、手話
しゅわ

を必 要
ひつよう

とする人
ひと

と要 約
ようやく

筆記
ひっき

を必 要
ひつよう

とする人
ひと

がいるため。 

  

【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

説 明
せつめい

（３）障 害
しょうがい

に伴
ともな

う必 要
ひつよう

な支援
しえん

 

④社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

・活 動
かつどう

を送
おく

るための支援
しえん

（アクセス
あ く せ す

・移動
いどう

支援
しえん

を含
ふく

む）～とくに移動
いどう

支援
しえん

に係
かかわ

る支援者
しえんしゃ

の交通費
こうつうひ

・入 場 料
にゅうじょうりょう

等
とう

を公 的
こうてき

に支援
しえん

すべきである。 

≪内 容
ないよう

≫ 

【結 論
けつろん

】 

④社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

・活 動
かつどう

を送
おく

るための支援
しえん

（アクセス
あ く せ す

・移動
いどう

支援
しえん

・コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

を含
ふく

む）～とくに移動
いどう

支援
しえん

に係
かかわ

る支援者
しえんしゃ

の交通費
こうつうひ

・入 場 料
にゅうじょうりょう

等
とう

を公 的
こうてき

に支援
しえん

すべきである。 

≪理由
りゆう

≫ 

社 会
しゃかい

参加
さんか

にあたってのコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

保 障
ほしょう

に利用者
りようしゃ

負担
ふたん

がないことを明記
めいき

する。 

 

【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

説 明
せつめい

（３）障 害
しょうがい

に伴
ともな

う必 要
ひつよう

な支援
しえん

 

④社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

・活 動
かつどう

を送
おく

るための支援
しえん

（アクセス
あ く せ す

・移動
いどう

支援
しえん

を含
ふく

む）～とくに移動
いどう

支援
しえん

に係
かかわ

る支援者
しえんしゃ

の交通費
こうつうひ

・入 場 料
にゅうじょうりょう

等
とう

を公 的
こうてき

に支援
しえん

すべきである。 

≪内 容
ないよう

≫ 

【結 論
けつろん

】 

⑦教 育
きょういく

を受
う

けるための支援
しえん

（コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

を含
ふく

む）?公
こう

教 育
きょういく

や社 会
しゃかい

教 育
きょういく

を受
う

け

るために必 要
ひつよう

な支援者
しえんしゃ

の費用
ひよう

を公 的
こうてき

に支援
しえん

すべきである。 

≪理由
りゆう

≫ 

教 育
きょういく

を受
う

けるにあたってのコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

保 障
ほしょう

に利用者
りようしゃ

負担
ふたん

がないことを明記
めいき

す

る。 
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【野原
のはら

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

1－7 利用者
りようしゃ

負担
ふたん

 

【表 題
ひょうだい

】利用者
りようしゃ

負担
ふたん

について 

説 明
せつめい

（1）利用者
りようしゃ

負担
ふたん

の問 題 点
もんだいてん

 

35ページ
ぺ ー じ

 

（4）実費
じっぴ

負担
ふたん

の適 切
てきせつ

な水 準
すいじゅん

の確保
かくほ

 

37ページ
ぺ ー じ

 

＊ホテルコスト
ほ て る こ す と

について、 

＊付
つ

き添
そ

い家族
かぞく

等
とう

の旅費
りょひ

・滞在費
たいざいひ

 

＊難 病
なんびょう

・難治性
なんちせい

慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

の医療費
いりょうひ

…について、【表 題
ひょうだい

】として新 項 目
しんこうもく

を立
た

てる。 

≪内 容
ないよう

≫ 

同
おな

じ慢
まん

性 的
せいてき

疾 患
しっかん

でも、自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

や都道府県
とどうふけん

の障 害 者
しょうがいしゃ

医 療
いりょう

などと、公 的
こうてき

支援
しえん

が

全
まった

く行
おこな

われていない難 病
なんびょう

（特 定
とくてい

疾 患
しっかん

以外
いがい

の難 病
なんびょう

）・小 児
しょうに

慢 性
まんせい

特 定
とくてい

疾 患
しっかん

（特
とく

に

「キャリーオーバ
き ゃ り ー お ー ば

ー」患 者
かんじゃ

）の不公平
ふこうへい

が拡 大
かくだい

している…を補足
ほそく

する。 

難 病
なんびょう

・慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

患 者
かんじゃ

の入 院 中
にゅういんちゅう

の食 費
しょくひ

は公 的
こうてき

支援
しえん

とする…を補足
ほそく

する 

付
つ

き添
そ

いが必 要
ひつよう

な難 病
なんびょう

患 者
かんじゃ

や小 児
しょうに

慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

患 者
かんじゃ

の付
つ

き添
そ

いする家族
かぞく

等
とう

の旅費
りょひ

・

滞在費
たいざいひ

を公 的
こうてき

に負担
ふたん

すべきである…ことを項 目
こうもく

を立
た

てて補足
ほそく

する 

≪理由
りゆう

≫ 

自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

は、福祉
ふくし

財 源
ざいげん

で（応 益
おうえき

に問 題
もんだい

があるが）手 帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

の一部
いちぶ

は地方
ちほう

の施策
しさく

で医療費
いりょうひ

の 公 的
こうてき

支援
しえん

が保
ほ

証
しょう

されている、 特 定
とくてい

疾 患
しっかん

に指定
してい

されていない 難 病
なんびょう

は

稀 尐 性
きしょうせい

で数 千
すうせん

あるといわれているが、医療費
いりょうひ

の公 的
こうてき

支援
しえん

は全
まった

くない。小 児
しょうに

慢 性
まんせい

特 定
とくてい

疾 患
しっかん

は、514疾 患
しっかん

が指定
してい

されているが、20歳
さい

を過
す

ぎると同 様
どうよう

に公 的
こうてき

支援
しえん

が打
う

ち切
き

られる。急 性 期
きゅうせいき

疾 患
しっかん

と同 様
どうよう

に高 額
こうがく

医療費
いりょうひ

などで対 応
たいおう

しているが、原 因
げんいん

と治
ち

療 法
りょうほう

が

分
わか

らず生 涯
しょうがい

高 額
こうがく

医療費
いりょうひ

を払
はら

い続
つづ

けなければならない 慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

への医療費
いりょうひ

公 的
こうてき

支援
しえん

は、谷間
たにま

を埋
う

めるもっとも大
おお

きな課題
かだい

の一
ひと

つである。 

入 院 中
にゅういんちゅう

の食 費
しょくひ

は医 療
いりょう

の必 要 性
ひつようせい

との関 連
かんれん

で給
きゅう

されている。 

難 病
なんびょう

や小 児
しょうに

慢 性
まんせい

特 定
とくてい

疾 患
しっかん

の場合
ばあい

、専門医
せんもんい

が尐
すく

なく遠隔地
えんかくち

の医 療
いりょう

機関
きかん

で治 療
ちりょう

を受
う

ける場合
ばあい

が多
おお

い。当 然
とうぜん

付
つ

き添
そ

い者
もの

が必 要
ひつよう

になるが、交通費
こうつうひ

や当 該
とうがい

機関
きかん

のある地
ち

での

滞在費
たいざいひ

の負担
ふたん

ができず、必 要
ひつよう

とされる医 療
いりょう

を受
う

けられない場合
ばあい

が尐
すく

なくないのが現 状
げんじょう
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である。 

 

【森
もり

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－７．利用者
りようしゃ

負担
ふたん

 

【表 題
ひょうだい

】利用者
りようしゃ

負担
ふたん

について 

35ページ
ぺ ー じ

 【結 論
けつろん

】 

上
うえ

3行 目
ぎょうめ

～11行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

●結 論
けつろん

全 文
ぜんぶん

を下記
か き

に修 正
しゅうせい

 

○他
ほか

の者
もの

との平 等
びょうどう

の観 点
かんてん

から、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の利用者
りようしゃ

負担
ふたん

については、原 則
げんそく

と

して応
おう

能
のう

負担
ふたん

とすること。 
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Ⅰ－７ 利用者
りようしゃ

負担
ふたん

 

【表 題
ひょうだい

】自立
じりつ

支援
しえん

医 療
いりょう

の利用者
りようしゃ

負担
ふたん

について 

≪意見
いけん

なし≫ 
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Ⅰ－７ 利用者
りようしゃ

負担
ふたん

 

その他
た

 

 

【大 濵
おおはま

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

サービス
さ ー び す

の自己
じ こ

負担
ふたん

について 

≪内 容
ないよう

≫ 

完 全
かんぜん

無 料
むりょう

にするのは理想的
りそうてき

だが、これは将 来
しょうらい

の目 標
もくひょう

とし、予算
よさん

が増 税
ぞうぜい

等
とう

で確保
かくほ

され

た後
あと

に実施
じっし

すべきである。予算
よさん

確保
かくほ

が困 難
こんなん

な間
あいだ

は、命
いのち

に関
かか

わることに予算
よさん

をまず使
つか

っ

ていくことを優 先
ゆうせん

し、自己
じ こ

負担
ふたん

完 全
かんぜん

無料化
むりょうか

は行
おこな

わないようにすべきである。 

≪理由
りゆう

≫ 

サービス
さ ー び す

が十 分
じゅうぶん

でないための一家
いっか

心 中
しんちゅう

の問 題
もんだい

も、サービス
さ ー び す

が十 分
じゅうぶん

でないため呼吸器
こきゅうき

を

付
つ

けずに死
し

んでいく重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

の問 題
もんだい

も、重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

の問 題
もんだい

も、未
いま

だ

多
おお

くの市 町 村
しちょうそん

では受
う

けられない２４時間
じかん

介護
かいご

の問 題
もんだい

も、命
いのち

に関
かか

わる問 題
もんだい

であり、予算
よさん

の使
つか

い道
みち

としてまず優 先
ゆうせん

されるべきである。限
かぎ

られた財 源
ざいげん

のなかで優 先
ゆうせん

順 位
じゅんい

を絞
しぼ

っ

て実 行
じっこう

していき、そののちに、増 税
ぞうぜい

を行
おこな

い財 源
ざいげん

確保
かくほ

したのちに、自己
じ こ

負担
ふたん

問 題
もんだい

など命
いのち

に関
かか

わらない問 題
もんだい

を解
かい

決
けっ

していくべきである。 

 

【野原
のはら

委員
いいん

 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

＊難 病
なんびょう

・難治性
なんちせい

慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

の医療費
いりょうひ

…について、【表 題
ひょうだい

】として新 項 目
しんこうもく

を立
た

てる。 

≪内 容
ないよう

≫ 

項 目
こうもく

の内 容
ないよう

は以下
い か

とする 

難 病
なんびょう

・難治性
なんちせい

慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

の医療費
いりょうひ

の公 的
こうてき

支援
しえん

については、設置
せっち

される審
しん

議会
ぎかい

での結 論
けつろん

が出
で

るまで、緊 急 的
きんきゅうてき

な措置
そ ち

として次
つぎ

の施策
しさく

を行
おこな

う。 

1. 特 定
とくてい

疾 患
しっかん

の指定
してい

を現 在
げんざい

厚 労 省
こうろうしょう

が研 究
けんきゅう

している疾 患
しっかん

すべてに拡 大
かくだい

する 

2. 上 記
じょうき

以外
いがい

の疾 患
しっかん

で特 別
とくべつ

の支援
しえん

を必 要
ひつよう

とする疾 患
しっかん

の特 定
とくてい

疾 患
しっかん

指定
してい

を行
おこな

う 

3. 小 児
しょうに

慢 性
まんせい

特 定
とくてい

疾 患
しっかん

のキャリーオーバ
き ゃ り ー お ー ば

ー問 題
もんだい

の解 決
かいけつ

 

4. 高 額
こうがく

療 養 費
りょうようひ

限度
げんど

額
がく

の大 幅
おおはば

切
き

り下
さ

げ 

5. 上 記
じょうき

施策
しさく

については、従 来
じゅうらい

の制度
せいど

・財 源
ざいげん

にとらわれない臨時的
りんじてき

な緊
みしと

急 特 別
きゅうとくべつ

措置
そ ち

を

行
おこな

う 
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≪理由
りゆう

≫ 

難 病
なんびょう

・難治性
なんちせい

慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

の医療費
いりょうひ

は、「難 病
なんびょう

施策
しさく

の在
あ

り方
かた

」などとともに、制度
せいど

・財 源
ざいげん

を含
ふく

めて他
ほか

の領 域
りょういき

の法 律
ほうりつ

との関 連
かんれん

で対 応
たいおう

・調 整
ちょうせい

が求
もと

められている。総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

での論議
ろんぎ

では、時間
じかん

の制 約
せいやく

や部会
ぶかい

構 成
こうせい

の限 界
げんかい

、当事者
とうじしゃ

の参 画
さんかく

などの関 係
かんけい

で、審
しん

議会
ぎかい

を発 足
ほっそく

させて専 門 的
せんもんてき

検 討
けんとう

に委
ゆだ

ねざるを得
え

ない課題
かだい

が多
おお

く残
のこ

された。 

しかし、現 実
げんじつ

の施策
しさく

・制度
せいど

の谷間
たにま

に呻
しん

吟
ぎん

する当 該
とうがい

患 者
かんじゃ

は、その緊 急
きんきゅう

な解 決
かいけつ

を強
つよ

く望
のぞ

んでいる。また、本 問 題
ほんもんだい

は障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

や総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

に課
か

せられたもっとも重 要
じゅうよう

な

課題
かだい

の一
ひと

つである。生 存 権
せいぞんけん

に関
かか

わる問 題
もんだい

を内 包
ないほう

している課題
かだい

でもあり、本 総 合
ほんそうごう

福祉法
ふくしほう

では緊 急 的
きんきゅうてき

な特 別
とくべつ

措置
そ ち

を行
おこな

うべきである。 

この事態
じたい

を総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

で漫
まん

然
ぜん

と放置
ほうち

することは、差別
さべつ

を国
くに

が公 的
こうてき

に容 認
ようにん

することに

もなりかねない 
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Ⅰ－８ 報 酬
ほうしゅう

と人 材
じんざい

確保
かくほ

 

【表 題
ひょうだい

】報 酬
ほうしゅう

と人 材
じんざい

確保
かくほ

の基本
きほん

理念
りねん

 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－８ 報 酬 地
ほうしゅうち

人 材
じんざい

確保
かくほ

 素案
そあん

 

【説 明
せつめい

】 

３９ページ
ぺ ー じ

 ６行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

修 正
しゅうせい

 計
けい

⇒契
ちぎり

、パ
ぱ

-ト率
とりつ

を⇒パート率
ぱーとりつ

が 

≪理由
りゆう

≫ 

誤字
ご じ

 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

３９ページ
ぺ ー じ

 １２行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

削 除
さくじょ

 「障 害 者
しょうがいしゃ

の」 

≪理由
りゆう

≫ 

文 面
ぶんめん

は、日本
にほん

全 体
ぜんたい

に対
たい

して示唆
し さ

しているため。 

  

【三
み

浦
うら

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ-８ 報 酬
ほうしゅう

と人 材
じんざい

確保
かくほ

 

【表 題
ひょうだい

】報 酬
ほうしゅう

と人 材
じんざい

確保
かくほ

の基本
きほん

理念
りねん

 

39ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

「人 材
じんざい

確保
かくほ

」だけでなく、「人 材
じんざい

養 成
ようせい

」の視点
してん

を基本
きほん

理念
りねん

として盛
も

り込
こ

むべきである。 

≪理由
りゆう

≫ 

サービス
さ ー び す

の質
しつ

を保
たも

つためには、「人 材
じんざい

養 成
ようせい

」が重 要
じゅうよう

であり、その環 境
かんきょう

を作
つく

り続
つづ

けな

ければならない。「人 材
じんざい

確保
かくほ

」とともに「人 材
じんざい

養 成
ようせい

」の視点
してん

を理念
りねん

として位置付
い ち づ

けるこ
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とが必 要
ひつよう

である。 

医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

など、特 別
とくべつ

なニーズ
に ー ず

を持
も

つ人 々
ひとびと

の、多数
たすう

の地域
ちいき

移行
いこう

・地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

に対 応
たいおう

していく場合
ばあい

、一 定
いってい

の研 修
けんしゅう

を受
う

けたケアスタッフ
け あ す た っ ふ

の養 成
ようせい

なども、質
しつ

・量
りょう

ともに短期
たんき

で

準 備
じゅんび

できるものではない。 

また、地域
ちいき

生 活
せいかつ

等
とう

を支
ささ

える人 材
じんざい

が定 着
ていちゃく

していくための条 件
じょうけん

整備
せいび

（報 酬
ほうしゅう

体 系
たいけい

、勤務
きんむ

体 系
たいけい

、研 修
けんしゅう

体 系
たいけい

、メンタルヘルス
め ん た る へ る す

など）を、働
はたら

く側
がわ

の立場
たちば

からも検 証
けんしょう

し整備
せいび

してい

く必 要
ひつよう

がある。 



 

- 121 - 

 

Ⅰ－８ 報 酬
ほうしゅう

と人 材
じんざい

確保
かくほ

 

【表 題
ひょうだい

】事 業
じぎょう

報 酬
ほうしゅう

における基本的
きほんてき

方 針
ほうしん

と水 準
すいじゅん

 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

【表 題
ひょうだい

】福祉
ふくし

従 事 者
じゅうじしゃ

の賃 金
ちんぎん

における基本的
きほんてき

方 針
ほうしん

と水 準
すいじゅん

 

【説 明
せつめい

】 

４３ページ
ぺ ー じ

 ８行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

削 除
さくじょ

 

共 通
きょうつう

の 給 料 表
きゅうりょうひょう

に基
もと

づくことにより官 民
かんみん

格差
かくさ

が是正
ぜせい

できる 

≪理由
りゆう

≫ 

人事院
じんじいん

の公務員
こうむいん

給 与
きゅうよ

官 民
かんみん

格差
かくさ

の基 準
きじゅん

と異
こと

なっている。前 文
ぜんぶん

で同 様
どうよう

のことを述
の

べて

いる。 
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Ⅰ－８ 報 酬
ほうしゅう

と人 材
じんざい

確保
かくほ

 

【表 題
ひょうだい

】報 酬
ほうしゅう

の支払
しはら

い方 式
ほうしき

について 

 

【大久保
おおくぼ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－８ 報 酬
ほうしゅう

と人 材
じんざい

確保
かくほ

 

【表 題
ひょうだい

】報 酬
ほうしゅう

の支払
しはら

い方 式
ほうしき

について 

【結 論
けつろん

】第 一 項
だいいちこう

 

ルビ
る び

72ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

【結 論
けつろん

】の第 一 項
だいいっこう

を下記
か き

のとおり修 正
しゅうせい

する。 

（修 正
しゅうせい

） 

○施設
しせつ

系
けい

事 業
じぎょう

報 酬
ほうしゅう

を「利用者
りようしゃ

個別
こべつ

給 付
きゅうふ

報 酬
ほうしゅう

」（利用者
りようしゃ

への個別
こべつ

支援
しえん

に関
かん

する費用
ひよう

）

と「事 業
じぎょう

運 営
うんえい

報 酬
ほうしゅう

」（人件費
じんけんひ

・固定
こてい

経費
けいひ

・一 般
いっぱん

管理費
かんりひ

）に大 別
たいべつ

し、前 者
ぜんしゃ

を原 則
げんそく

日払
ひばら

いとし、後 者
こうしゃ

を原 則
げんそく

月 払
つきばら

いとする。 

↓ 

○報 酬
ほうしゅう

の支払
しはら

い方 法
ほうほう

は日
ひ

払
はら

いを原 則
げんそく

とする。 

≪理由
りゆう

≫ 

【結 論
けつろん

】の第 一 項
だいいちこう

の根 拠
こんきょ

を安 定 的
あんていてき

な事 業
じぎょう

経 営
けいえい

を中 心
ちゅうしん

としているが、安 定 的
あんていてき

な

事 業
じぎょう

経 営
けいえい

の 重 要 性
じゅうようせい

について異論
いろん

はないものの、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の収 入
しゅうにゅう

の 問 題
もんだい

を安易
あんい

に

日 額 制
にちがくせい

に結
むす

びつけるべきではなく、報 酬
ほうしゅう

単価
たんか

に注 目
ちゅうもく

すべきと考
かんが

える。さもなければ、

全 国
ぜんこく

の経 営
けいえい

実 態
じったい

の根 拠
こんきょ

を示
しめ

す必 要
ひつよう

がある。 

また、【結 論
けつろん

】の第 一 項
だいいちこう

による給 付
きゅうふ

の仕組
し く

みが理解
りかい

できない。 

利用者
りようしゃ

への給 付
きゅうふ

は「利用者
りようしゃ

への個別
こべつ

支援
しえん

に関
かん

する費用
ひよう

」とし、「人件費
じんけんひ

・固定
こてい

経費
けいひ

・一 般
いっぱん

管理費
かんりひ

」は事
こと

業 者
ぎょうしゃ

への給 付
きゅうふ

とするようだが、支 給
しきゅう

決 定
けってい

される利用者
りようしゃ

へのサービス
さ ー び す

に

要
よう

する費用
ひよう

は、利用者
りようしゃ

個々
こ こ

の支援
しえん

にニーズ
に ー ず

により異
こと

なり、その多
おお

くは人件費
じんけんひ

（職 員
しょくいん

配置
はいち

）

といえる。 

つまり、「利用者
りようしゃ

への個別
こべつ

支援
しえん

に関
かん

する費用
ひよう

」は本 来
ほんらい

人件費
じんけんひ

が中 心
ちゅうしん

である。この利用者
りようしゃ

個々
こ こ

により異
こと

なる費用
ひよう

を切
き

り離
はな

して、事
こと

業 者
ぎょうしゃ

に対
たい

して月 額
げつがく

報 酬
ほうしゅう

として支 給
しきゅう

するとい

うことなのか。利用者
りようしゃ

のニーズ
に ー ず

に基
もと

づいた選 択
せんたく

利用
りよう

はどうなるのか。 

また、これまでの個別
こべつ

給 付
きゅうふ

（利用者
りようしゃ

への給 付
きゅうふ

）を背 景
はいけい

とした利用
りよう

契 約
けいやく

制度
せいど

（事
こと

業 者
ぎょうしゃ
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との対 等
たいとう

の関 係
かんけい

）はどのようになるのか。 

よって、報 酬
ほうしゅう

の支払
しはら

い方 法
ほうほう

は日
ひ

払
はら

いを原 則
げんそく

とし、事 業 所
じぎょうしょ

の収 入
しゅうにゅう

の安 定
あんてい

した確保
かくほ

に

ついては、その報 酬
ほうしゅう

単価
たんか

設 定
せってい

ならびに契 約
けいやく

と異
こと

なって利用
りよう

しない場合
ばあい

の取 扱
とりあつか

いなどに

ついて検 討
けんとう

していく必 要
ひつよう

があると考
かんが

える。 

 

【齋 藤
さいとう

委員
いいん

】 

齊 藤
さいとう

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

⑨報 酬
ほうしゅう

と人 材
じんざい

確保
かくほ

 

40ページ
ぺ ー じ

 

［表 題
ひょうだい

］報 酬
ほうしゅう

の支払
しはら

い方 式
ほうしき

について 

［結 論
けつろん

］3行 目
ぎょうめ

に追加
ついか

する 

⑩報 酬
ほうしゅう

と人 材
じんざい

確保
かくほ

 

41ページ
ぺ ー じ

［説 明
せつめい

］の 27行 目
ぎょうめ

に追加
ついか

する 

≪内 容
ないよう

≫ 

「利用者
りようしゃ

個別
こべつ

給 付
きゅうふ

報 酬
ほうしゅう

」及
およ

び「事 業
じぎょう

運 営
うんえい

報 酬
ほうしゅう

」のどちらにあっても障 害
しょうがい

に併
とも

なう

支援
しえん

の必 要 量
ひつようりょう

の多 尐
たしょう

を考 慮
こうりょ

した報 酬
ほうしゅう

額
がく

の設 定
せってい

をする。 

「利用者
りようしゃ

個別
こべつ

給 付
きゅうふ

報 酬
ほうしゅう

」（利用者
りようしゃ

への個別
こべつ

支援
しえん

に 関
かん

する費用
ひよう

は、 当 然
とうぜん

個別
こべつ

支援
しえん

の

必 要 量
ひつようりょう

に応
おう

じたものになるが「事 業
じぎょう

運 営
うんえい

報 酬
ほうしゅう

」も施設
しせつ

全 体
ぜんたい

の支援
しえん

の必 要 量
ひつようりょう

に応
おう

じ

たクラス
く ら す

別
べつ

の報 酬
ほうしゅう

となる。 

≪理由
りゆう

≫ 

⑨⑩合
あ

わせた理由
りゆう

 

現 行
げんこう

の報 酬
ほうしゅう

は利用者
りようしゃ

個々
こ こ

に対
たい

して、区分
くぶん

認 定
にんてい

に応
おう

じた報 酬
ほうしゅう

額
がく

が設 定
せってい

されていた

（生 活
せいかつ

介護
かいご

・ケアホーム
け あ ほ ー む

等
とう

）が訓 練
くんれん

等
とう

給 付
きゅうふ

では一 律
いちりつ

の額
がく

とされてきた。自立
じりつ

支援法
しえんほう

以前
いぜん

は利用者
りようしゃ

個々
こ こ

が 3段 階
だんかい

に分
わ

けて措置
そ ち

額
がく

が設 定
せってい

されていた（ほとんどの事 業
じぎょう

）。新 法
しんぽう

においては事 業
じぎょう

種 別
しゅべつ

と問
と

わず、個々
こ こ

の支援
しえん

の必 要 量
ひつようりょう

を総 合
そうごう

した報 酬
ほうしゅう

額
がく

とすべきであ

る。 
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Ⅰ－８ 報 酬
ほうしゅう

と人 材
じんざい

確保
かくほ

 

【表 題
ひょうだい

】人 材
じんざい

確保
かくほ

施策
しさく

における基本的
きほんてき

視点
してん

 

≪意見
いけん

なし≫ 
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Ⅰ－８ 報 酬
ほうしゅう

と人 材
じんざい

確保
かくほ

 

【表 題
ひょうだい

】福祉
ふくし

従 事 者
じゅうじしゃ

の賃 金
ちんぎん

における基本的
きほんてき

方 針
ほうしん

と水 準
すいじゅん

 

 

【小田島
おだじま

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ―８ 報 酬
ほうしゅう

と人 材
じんざい

確保
かくほ

 

  【表 題
ひょうだい

】福祉
ふくし

従 事 者
じゅうじしゃ

の賃 金
ちんぎん

における・・・ 

  ４２頁
ぺいじ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

支援者
しえんしゃ

不足
ぶそく

。みなやめてしまう。もっと給 料
きゅうりょう

を高
たか

くするなどして支援者
しえんしゃ

不足
ふそく

を何
なに

とかし

てほしい。 
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Ⅰ－８ 報 酬
ほうしゅう

と人 材
じんざい

確保
かくほ

 

【表 題
ひょうだい

】「人 材
じんざい

育 成
いくせい

」について 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

【表 題
ひょうだい

】「人 材
じんざい

育 成
いくせい

」について 

【結 論
けつろん

】 

４３ページ
ぺ ー じ

 ４行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

追加
ついか

 当事者
とうじしゃ

及
およ

びその関 係 者
かんけいしゃ

の委員
いいん

登 用 率
とうようりつ

を 

≪理由
りゆう

≫ 

意思
い し

表 示
ひょうじ

が困 難
こんなん

な肢体
したい

不自由児者
ふじゆうじしゃ

に代
か

わって、研 修
けんしゅう

内 容
ないよう

が適 切
てきせつ

なものとするため 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

【説 明
せつめい

】 

４３ページ
ぺ ー じ

 下
した

から１行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

追加
ついか

 

に加
くわ

え、障 害
しょうがい

関 係
かんけい

団 体
だんたい

からの委員
いいん

登 用 率
とうようりつ

を法 的
ほうてき

に義務化
ぎ む か

する 

≪理由
りゆう

≫ 

【結 論
けつろん

】に加
くわ

えたため 

 

【大 濱
おおはま

委員
いいん

】 

ｐ４０ 

下
した

から４行 目
ぎょうめ

に追加
ついか

 

≪内 容
ないよう

≫ 

また、時間割
じかんわり

報 酬
ほうしゅう

には、精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

に多
おお

いキャンセル
き ゃ ん せ る

などを補填
ほてん

する仕組
し く

みも必 要
ひつよう

で

ある。 

さらに、常 勤
じょうきん

ヘルパ
へ る ぱ

ーで対 応
たいおう

していた長 時 間
ちょうじかん

利用
りよう

の重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

が入 院
にゅういん

・死亡
しぼう

した

場合
ばあい

などは、２ヶ月
かげつ

ほどのヘルパ
へ る ぱ

ー人件費
じんけんひ

を補助
ほじょ

する必 要
ひつよう

である。 
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≪理由
りゆう

≫ 

在 宅
ざいたく

系
けい

事 業 所
じぎょうしょ

の場合
ばあい

でも、ＡＬＳなど長 時 間
ちょうじかん

利用者
りようしゃ

の突 然
とつぜん

の入 院
にゅういん

や死亡
しぼう

などによ

り、常 勤
じょうきん

ベテランヘルパ
べ て ら ん へ る ぱ

ーの給 与
きゅうよ

が突 然
とつぜん

払
はら

えなくなるなどの問 題
もんだい

がある。 

しかし、時間割
じかんわり

の報 酬
ほうしゅう

体 系
たいけい

であるからこそ、指定
してい

の要 件
ようけん

が簡素
かんそ

で、事 業
じぎょう

参 入
さんにゅう

が容易
ようい

であることも重 要
じゅうよう

であり、時間割
じかんわり

の報 酬
ほうしゅう

体 系
たいけい

も必須
ひっす

である。 

そこで、新規
しんき

事 業 所
じぎょうしょ

は時間割制
じかんわりせい

のみとし、１年
ねん

以 上
いじょう

の実 績
じっせき

のある事 業 所
じぎょうしょ

に限
かぎ

って、

新 報 酬
しんほうしゅう

体 系
たいけい

と時間割制
じかんわりせい

報 酬
ほうしゅう

体 系
たいけい

を選
えら

べる選 択 制
せんたくせい

にすべきである。 

 

【大 濵
おおはま

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

ｐ４３ 

下
した

から５行 目
ぎょうめ

に追加
ついか

 

≪内 容
ないよう

≫ 

訪 問
ほうもん

系
けい

サービス
さ ー び す

についても、現 在
げんざい

は資格
しかく

研 修
けんしゅう

が必須
ひっす

となっているが、都道府県
とどうふけん

指定
してい

の

研 修
けんしゅう

ではなく、各 事 業 所
かくじぎょうしょ

で行
おこな

う利用者
りようしゃ

自宅
じたく

での先 輩
せんぱい

ヘルパ
へ る ぱ

ーとの同 行
どうこう

訪 問
ほうもん

や、

事 業 所
じぎょうしょ

独自
どくじ

の研 修
けんしゅう

等
とう

によるＯＪＴを基本
きほん

資格
しかく

とすべきである。そのうえで、都道府県
とどうふけん

指定
してい

の資格
しかく

研 修
けんしゅう

はステップアップ
す て っ ぷ あ っ ぷ

研 修
けんしゅう

として、就 業
しゅうぎょう

後
あと

１年
ねん

以内
いない

に受 講
じゅこう

を義務
ぎ む

づける

などとすべきである。 

特
とく

にパーソナルアシスタント
ぱ ー そ な る あ し す た ん と

制度
せいど

では、ＯＪＴに特化
とっか

して研 修
けんしゅう

を行
おこな

うべきである。 

  

【近 藤
こんどう

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

報 酬
ほうしゅう

と人 材
じんざい

確保
かくほ

 

【表 題
ひょうだい

】「人 材
じんざい

育 成
いくせい

」について 

43ページ
ぺ ー じ

 

全 般
ぜんぱん

 

≪内 容
ないよう

≫ 

相 談
そうだん

支援
しえん

にあたっては、ケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

できる真
まこと

のソーシャルワーカ
そ ー し ゃ る わ ー か

ーの制度化
せいどか

など、

必 要
ひつよう

な人 材
じんざい

の養 成
ようせい

が不可欠
ふかけつ

である。 

≪理由
りゆう

≫ 

ケアマネジメント
け あ ま ね じ め ん と

においてソーシャルワーク
そ ー し ゃ る わ ー く

の技法
ぎほう

は重 要
じゅうよう

である。 
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利用者
りようしゃ

主 体
しゅたい

を支
ささ

える支援者
しえんしゃ

を育 成
いくせい

・養 成
ようせい

することが必 要
ひつよう

である。 
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Ⅰ－９ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

 

【表 題
ひょうだい

】地域
ちいき

生 活
せいかつ

を営
いとな

む上
うえ

で必 要
ひつよう

な社 会
しゃかい

資源
しげん

の整備
せいび

 

 

【荒井
あらい

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ-9 地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

 

【表 題
ひょうだい

】地域
ちいき

生 活
せいかつ

を営
いとな

む上
うえ

で必 要
ひつよう

な社 会
しゃかい

資源
しげん

の整備
せいび

 

・46ページ
ぺ ー じ

 1行 目
ぎょうめ

の次
つぎ

に追加
ついか

 

≪内 容
ないよう

≫ 

「追加
ついか

」 

また、制度
せいど

を運 営
うんえい

することとなる市 町 村
しちょうそん

にとっては、財 源
ざいげん

の問 題
もんだい

のみならず、マンパワ
ま ん ぱ わ

ーの確保
かくほ

や職 員
しょくいん

の専 門 的
せんもんてき

スキル
す き る

の向 上
こうじょう

などを図
はか

るための方 策
ほうさく

が必 要
ひつよう

。市 町 村
しちょうそん

は

規模
き ぼ

の大 小
だいしょう

、財 政 力
ざいせいりょく

の強 弱
きょうじゃく

、人 口
じんこう

構 成
こうせい

の偏
かたよ

りなど個々
こ こ

に異
こと

なる事 情
じじょう

を抱
かか

えてお

り、それぞれの状 況
じょうきょう

に応
おう

じたきめ細
こま

かな対 応
たいおう

が必 要
ひつよう

である。 

≪理由
りゆう

≫ 

制度
せいど

運 営
うんえい

主 体
しゅたい

である市 町 村
しちょうそん

のマンパワ
ま ん ぱ わ

ー確保
かくほ

に向
む

けて地域間
ちいきかん

格差
かくさ

の問 題
もんだい

を解
かい

消
しょう

す

るようなきめ細
こま

かな対 策
たいさく

が必 要
ひつよう

。 

 

【伊澤
いざわ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

⑤地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

 

 【表 題
ひょうだい

】地域
ちいき

生 活
せいかつ

を営
いとな

む上
うえ

で必 要
ひつよう

な社 会
しゃかい

 

資源
しげん

の整備
せいび

 

45ページ
ぺ ー じ

【説 明
せつめい

】の 13行 目
ぎょうめ

末尾
まつび

 

≪内 容
ないよう

≫ 

また、地域
ちいき

移行
いこう

を推 進
すいしん

する場合
ばあい

に、体 験
たいけん

宿 泊
しゅくはく

による、退 院
たいいん

・退 所
たいしょ

の意欲
いよく

形 成
けいせい

や地域
ちいき

生 活
せいかつ

のイメージ作
い め ー じづ く

りの観 点
かんてん

からもショートステイ
し ょ ー と す て い

は肝 要
かんよう

である。 

≪理由
りゆう

≫ 

短期
たんき

宿 泊
しゅくはく

(ショートステイ
し ょ ー と す て い

)のもつ多様
たよう

な機能的
きのうてき

要素
ようそ

を書
か

き尽
つ

くすべし。 
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【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－９ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

 素案
そあん

 

【結 論
けつろん

】 

４５ページ
ぺ ー じ

 １行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

削 除
さくじょ

 「足
た

る」を 

≪理由
りゆう

≫ 

意味
い み

不明
ふめい

 

  

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

４５ページ
ぺ ー じ

 全 体
ぜんたい

 

≪内 容
ないよう

≫ 

修 正
しゅうせい

 

ショートスティ
し ょ ー と す て ぃ

⇒短期
たんき

入 所
にゅうしょ

（ショートステイ
し ょ ー と す て い

） 

≪理由
りゆう

≫ 

他
ほか

章
しょう

との整 合 性
せいごうせい

を図
はか

るため 

  

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

【説 明
せつめい

】 

４５ページ
ぺ ー じ

 下
した

から３行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

追加
ついか

 

不足
ふそく

している（法 律
ほうりつ

の制 約
せいやく

もあって） 

≪理由
りゆう

≫ 

単
たん

に担
にな

う介 助 者
かいじょしゃ

が足
た

りないのではない。介 助 者
かいじょしゃ

が安 心
あんしん

して担
にな

う環 境
かんきょう

が整備
せいび

されて

いない。 
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【大 濵
おおはま

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

ｐ４５ 

下
した

から１３行 目
ぎょうめ

に追加
ついか

 

≪内 容
ないよう

≫ 

大都市部
だいとしぶ

でも、たんの吸 引
きゅういん

が必 要
ひつよう

な障 害 者
しょうがいしゃ

が、重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

のサービス
さ ー び す

利用
りよう

を申
もう

し

込
こ

んでも、サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

圏 内
けんない

の数 十 箇 所
すうじゅっかしょ

のすべての事 業 所
じぎょうしょ

から、人 材 難
じんざいなん

を理由
りゆう

に

断
ことわ

られるという事例
じれい

が続
つづ

いている。  

 

【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

I－９ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

 

【表 題
ひょうだい

】地域
ちいき

生 活
せいかつ

を営
いとな

む上
うえ

で必 要
ひつよう

な社 会
しゃかい

資源
しげん

 

及
およ

び 

Ⅰ－10 地域
ちいき

移行
いこう

 

≪内 容
ないよう

≫ 

【結 論
けつろん

】 

・施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

、通 所
つうじょ

を必 要
ひつよう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

のために、施設
しせつ

の整備
せいび

・拡 充
かくじゅう

を明記
めいき

 

≪理由
りゆう

≫ 

障 害 者
しょうがいしゃ

の 地域
ちいき

移行
いこう

に つ い て 異論
いろん

は な い が 、 ろ う 重 複
じゅうふく

障 害 者
しょうがいしゃ

の よ う に 、

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

も含
ふく

めて特 別
とくべつ

なニーズ
に ー ず

を持
も

ち、支援
しえん

を要
よう

する障 害 者
しょうがいしゃ

の場合
ばあい

、施設
しせつ

の

入 所
にゅうしょ

、通 所
つうじょ

が必 要
ひつよう

な場合
ばあい

がある。 

 

【野原
のはら

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

1－9 地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

 

【表 題
ひょうだい

】地域
ちいき

生 活
せいかつ

を営
いとな

む上
うえ

で必 要
ひつよう

な社 会
しゃかい

資源
しげん

の整備
せいび

 

45ページ
ぺ ー じ

 

提示
ていじ

された骨 格
こっかく

提 言
ていげん

素案
そあん

の 10の分 類
ぶんるい

ではし整理
せいり

しきれない課題
かだい

についての意見
いけん

 

1 「医 療
いりょう

と福祉
ふくし

の混
こん

在
ざい

した領 域
りょういき

」の承 認
しょうにん

と複 合 的
ふくごうてき

な障 害
しょうがい

への対 応
たいおう
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2 難 病
なんびょう

対 策
たいさく

のあり方
かた

について 

≪内 容
ないよう

≫ 

次
つぎ

を補足
ほそく

する 

○医 療 型
いりょうかた

療 養
りょうよう

病 床
びょうしょう

施設
しせつ

を拡 充
かくじゅう

し、難 病
なんびょう

患 者
かんじゃ

や医 療
いりょう

に依
やすし

存
そん

する障 害 者
しょうがいしゃ

を受
う

け入
い

れられるよう介護
かいご

・看護
かんご

・医 療
いりょう

の質
しつ

を保
たもつ

証
しょう

する。 

難 病
なんびょう

や精 神
せいしん

の領 域
りょういき

には、既存
きそん

の縦割
たてわ

り的
てき

な福祉
ふくし

では、ニーズ
に ー ず

に対 応
たいおう

できない複 合 的
ふくごうてき

な障 害
しょうがい

がある。これらは、医 療
いりょう

と福祉
ふくし

の混
こん

在
ざい

した領 域
りょういき

に体 系
たいけい

を構 築
こうちく

し、それに対 応
たいおう

した施策
しさく

を講
こう

じることが必 要
ひつよう

である。 

時間的
じかんてき

・人 的
じんてき

・制度的
せいどてき

制 約
せいやく

などから本 総 合
ほんそうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

で結 論
けつろん

を得
え

られなかった「難 病
なんびょう

対 策
たいさく

」について、 

１． 特
とく

に解 決
かいけつ

が迫
せま

られている医療費
いりょうひ

の対 応
たいおう

など本 新 法
ほんしんぽう

で緊 急 的
きんきゅうてき

臨時的
りんじてき

措置
そ ち

を

拡 充
かくじゅう

しながら、 

２． 「難 病
なんびょう

対 策
たいさく

のあり方
かた

」についての本 格 的
ほんかくてき

な検 討
けんとう

は、新 法
しんぽう

のもとに審
しん

議会
ぎかい

を 

発 足
ほっそく

させてできるだけ早
はや

い時期
じ き

に結 論
けつろん

を得
え

る 

≪理由
りゆう

≫ 

現 状
げんじょう

は、入 院
にゅういん

期間
きかん

が短 縮
たんしゅく

され医 療 型
いりょうかた

療 養
りょうよう

病 床
びょうしょう

が縮 減
しゅくげん

され、開 業 医
かいぎょうい

も難 病
なんびょう

患 者
かんじゃ

は敬 遠
けいえん

するという状 況 下
じょうきょうか

で、重 介 護
じゅうかいご

や看護
かんご

が在 宅
ざいたく

で家族
かぞく

に 

よって担
にな

われているのが難 病
なんびょう

患 者
かんじゃ

の実 態
じったい

である。 

病 院
びょういん

と在 宅
ざいたく

の中 間 的
ちゅうかんてき

施設
しせつ

として期待
きたい

された医 療 型
いりょうかた

療 養
りょうよう

病 床
びょうしょう

施設
しせつ

が、医 療
いりょう

の質
しつ

を

伴
ともな

って拡 充
かくじゅう

されることは地域
ちいき

生 活
せいかつ

を営
いとな

む難 病
なんびょう

患 者
かんじゃ

にとっての不可欠
ふかけつ

の課題
かだい

である。 

 

「難 病
なんびょう

」は、既存
きそん

のすべての障 害
しょうがい

を含
ふく

むものがある。一
ひと

つの疾
しつ

病
ぺい

でも、身 体
しんたい

・知的
ちてき

・

精 神
せいしん

・高次
こうじ

機能
きのう

・発 達
はったつ

障 害
しょうがい

を含
ふく

む「モヤモヤ病
もやもややまい

」他
ほか

、精 神
せいしん

に分 類
ぶんるい

されている「認 知 症
にんちしょう

」

なども複 合
ふくごう

した障 害
しょうがい

である。 

若 年 性
じゃくねんせい

アルツハイマー病
あるつはいまーびょう

をはじめいわゆる「認 知 症
にんちしょう

」の患 者
かんじゃ

に対
たい

する支援
しえん

の現 状
げんじょう

に

ついては「精 神
せいしん

福祉
ふくし

」の範囲
はんい

では不適当
ふてきとう

、かつ全
まった

く不 十 分
ふじゅうぶん

であり、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

にあ

ってはむしろ身 体
しんたい

介護
かいご

、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

、家事
か じ

援 助
えんじょ

、移動
いどう

支援
しえん

を中 心
ちゅうしん

に組
く

み立
た

てるべきであること。（食 事
しょくじ

、入 浴
にゅうよく

、排 泄
はいせつ

、就 寝
しゅうしん

、整 容
せいよう

、衣類
いるい

着 脱
ちゃくだつ

、歩行
ほこう

、書
しょ

字
じ

、

感 情
かんじょう

表 現
ひょうげん

、苦痛
くつう

の訴
うった

え、記憶
きおく

、家事
か じ

、買
か

い物
もの

、掃除
そうじ

、日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

におけるおよそ人
ひと

と

してのありとあらゆる行 動
こうどう

が障 害
しょうがい

される） 

難 病
なんびょう

患 者
かんじゃ

の複 合 的
ふくごうてき

福祉的
ふくしてき

ニーズ
に ー ず

は、現 状
げんじょう

の制度的
せいどてき

財 源 的
ざいげんてき

な障 壁
しょうへき

によって不公平
ふこうへい
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さを拡
かく

大
だい

して新
あら

たな差別
さべつ

になりかねない程度
ていど

に放置
ほうち

されている。 

制度
せいど

改 革
かいかく

を標 榜
ひょうぼう

して設置
せっち

された 障
しょう

がい者
しゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

会議
かいぎ

や総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

は、

既存
きそん

の福祉
ふくし

制度
せいど

の枠
わく

にとらわれずに、障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

の日本
にほん

での具体化
ぐたいか

、国 際 的
こくさいてき

な

施策
しさく

からも学
まな

ぶという視点
してん

で本 格 的
ほんかくてき

に対 応
たいおう

すべきである 

これは、障 害 者
しょうがいしゃ

の福祉
ふくし

施策
しさく

の改 革
かいかく

・改 善
かいぜん

に止
と

まらず国
くに

の社 会
しゃかい

保 障
ほしょう

政 策
せいさく

にもかかわ

る問 題
もんだい

を内 包
ないほう

している関 係
かんけい

で、多
おお

くの分野
ぶんや

の制度
せいど

の改 革
かいかく

や調 整
ちょうせい

を含
ふく

むものになる 

 

【増田
ますだ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

45ページ
ぺ ー じ

  

表 題
ひょうだい

 地域
ちいき

生 活
せいかつ

を営
いとな

む上
うえ

で必 要
ひつよう

な社 会
しゃかい

資源
しげん

の整備
せいび

 

結 論
けつろん

  に追加
ついか

 

≪内 容
ないよう

≫ 

地域
ちいき

における相 談
そうだん

支援
しえん

において，新
あら

たなニーズ
に ー ず

や既存
きそん

の支援
しえん

では不 十 分
ふじゅうぶん

な場合
ばあい

には，新
あら

たな社 会
しゃかい

資源
しげん

整備
せいび

を行
おこな

えるように，地域
ちいき

相 談
そうだん

支援事
しえんこと

業 者
ぎょうしゃ

が，各自治体
かくじちたい

の障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

に

対
たい

し，意見
いけん

具申
ぐしん

できる仕組
し く

みを用意
ようい

する． 

≪理由
りゆう

≫ 

障 害
しょうがい

のある人
ひと

のニーズ
に ー ず

の幅 広
はばひろ

さ，年 齢
ねんれい

によっても支援
しえん

ニーズ
に ー ず

は変化
へんか

する．そうした

ニーズ
に ー ず

の変化
へんか

に気
き

づき，提 案
ていあん

することを相 談
そうだん

支援事
しえんこと

業 者
ぎょうしゃ

の役 割
やくわり

として位置付
い ち づ

ける

必 要
ひつよう

がある． 
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Ⅰ－９ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

 

【表 題
ひょうだい

】自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

（社 会
しゃかい

資源
しげん

の有機的
ゆうきてき

連 携
れんけい

と地域
ちいき

福祉
ふくし

の向 上
こうじょう

） 

 

【朝比奈
あさひな

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－９ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

 

46ページ
ぺ ー じ

 自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

 

≪内 容
ないよう

≫ 

連 携 先
れんけいさき

と し て 、 要保護
ようほご

児童
じどう

対 策
たいさく

地 域 協
ちいききょう

議会
ぎかい

に 加
くわ

え て 、 高 齢 者
こうれいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

ネットワーク
ね っ と わ ー く

、特 別
とくべつ

支援
しえん

教 育
きょういく

連 携 協
れんけいきょう

議会
ぎかい

等
とう

の関 係
かんけい

する組織
そしき

も例示
れいじ

するとともに、

連 携
れんけい

の全 体 像
ぜんたいぞう

を明 確
めいかく

にするために、「ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

にわたる途切
と ぎ

れない支援
しえん

体 制
たいせい

が

整備
せいび

されるよう」といった、記 述
きじゅつ

をしてほしい。 

≪理由
りゆう

≫ 

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

を障 害 者
しょうがいしゃ

が暮
く

らす地域
ちいき

づくりの核
かく

として位置
い ち

づけるためには、その

所 掌
しょしょう

範囲
はんい

を明 確
めいかく

にするとともに他
ほか

組織
そしき

との関 連
かんれん

を示
しめ

す必 要
ひつよう

がある。具体的
ぐたいてき

には今後
こんご

の検 討
けんとう

や調 整
ちょうせい

になろうが、そこにつながるような記 述
きじゅつ

が必 要
ひつよう

。 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

【表 題
ひょうだい

】自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

（社 会
しゃかい

資源
しげん

の有機的
ゆうきてき

連 携
れんけい

と地域
ちいき

福祉
ふくし

の向 上
こうじょう

） 

【結 論
けつろん

】 

４６ページ
ぺ ー じ

 ３行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

追加
ついか

 

障 害 者
しょうがいしゃ

及
およ

びその関 係 者
かんけいしゃ

の参 画
さんかく

を 

≪理由
りゆう

≫ 

意思
い し

表 示
ひょうじ

が困 難
こんなん

な肢体
したい

不自由児者
ふじゆうじしゃ

に代
か

わって親
おや

の会
かい

等
とう

が参 画
さんかく

する道
みち

が閉
と

ざされない

ため。部会
ぶかい

報 告 書
ほうこくしょ

では「その関 係 者
かんけいしゃ

」として参 画
さんかく

すべしとしている。 
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【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

４６ページ
ぺ ー じ

 １２行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

削 除
さくじょ

 

○自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

は、必 要
ひつよう

な場合
ばあい

、要保護児
ようほごじ

対 策
たいさく

地 域 協
ちいききょう

議会
ぎかい

と連 携
れんけい

するものとする。 

≪理由
りゆう

≫ 

チーム
ち ー む

で議論
ぎろん

していない。 

 

【小野
お の

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ-9 地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

 自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

  46ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の 呼 称
こしょう

を「 障 害 者
しょうがいしゃ

地域
ちいき

福祉
ふくし

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

」に 変 更
へんこう

し、 結 論
けつろん

に

「障 害 者
しょうがいしゃ

地域
ちいき

福祉
ふくし

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

は、市 町 村
しちょうそん

障 害 者
しょうがいしゃ

施策
しさく

推 進 協
すいしんきょう

議会
ぎかい

の部会
ぶかい

として設置
せっち

することができる」を新
あら

たに加
くわ

える。 

≪理由
りゆう

≫ 

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の機能
きのう

の必 要 性
ひつようせい

は、一 定
いってい

程度
ていど

認
みと

めることはできるものの、呼 称
こしょう

が

現 行
げんこう

のままでは、自立
じりつ

支援法
しえんほう

の残 存 物
ざんぞんぶつ

という印 象
いんしょう

を免
まぬが

れないため 

  

【増田
ますだ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

46ページ
ぺ ー じ

 

表 題
ひょうだい

 自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

 

結 論
けつろん

 3行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

修 正
しゅうせい

 「（仮 称
かしょう

）総 合
そうごう

福祉
ふくし

政 策
せいさく

委員会
いいんかい

」の設置
せっち

 

削 除
さくじょ

 （ないし圏 域
けんいき

） 

≪理由
りゆう

≫ 

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

は自治体間
じちたいかん

格差
かくさ

の大
おお

きな既存
きそん

の協
きょう

議会
ぎかい

であり，自治体
じちたい

に対
たい

し，何
なに

の

権 限
けんげん

も持
も

たない．これを改
あらた

め，総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

で（仮 称
かしょう

）総 合
そうごう

福祉
ふくし

政 策
せいさく

委員会
いいんかい

の市 町 村
しちょうそん
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法定化
ほうていか

を 行
おこな

い， 総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

に 関 連
かんれん

する 政 策
せいさく

課題
かだい

を当事者
とうじしゃ

参 画
さんかく

で 進
すす

める・自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

で 進
すす

められてきた支援
しえん

機関
きかん

のネットワーク
ね っ と わ ー く

会議
かいぎ

などは，総 合
そうごう

福祉
ふくし

政 策
せいさく

委員会
いいんかい

の部会
ぶかい

の 1つとして機能
きのう

させていく． 

また，圏 域
けんいき

ごとの設置
せっち

であると，顕在化
けんざいか

した支援
しえん

ニーズ
に ー ず

を各自治体
かくじちたい

の施策
しさく

に結
むす

びつける

ことが困 難
こんなん

であり，市 町 村
しちょうそん

ごとの会議
かいぎ

の設置
せっち

が必 要
ひつよう

である． 

 

【山
やま

本
もと

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

４６ページ
ぺ ー じ

 

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

 

≪内 容
ないよう

≫ 

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

は廃
はい

止
よ

し、障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の政 策
せいさく

委員会
いいんかい

に改組
かいそ

すべきである 

≪理由
りゆう

≫ 

地域
ちいき

の関 係
かんけい

機関
きかん

の連 携
れんけい

は精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

を追
お

い詰
つ

め病 状
びょうじょう

悪化
あっか

を招
まね

きかねない。 

むしろあくまで本 人
ほんにん

を中 心
ちゅうしん

とした支援
しえん

の追 及
ついきゅう

をアドボケイト
あ ど ぼ け い と

組織
そしき

が行
おこな

うべきである 

政 策
せいさく

モニタリング
も に た り ん ぐ

は政 策
せいさく

委員会
いいんかい

によって行
おこな

われるべき 
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Ⅰ－９ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

 

【表 題
ひょうだい

】地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

を重 点 的
じゅうてんてき

に進
すす

めるための障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

の役 割
やくわり

【Ｐ】 

＜意見
いけん

なし＞ 
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Ⅰ－１０ 地域
ちいき

移行
いこう

 

【表 題
ひょうだい

】「地域
ちいき

移行
いこう

」の法定化
ほうていか

 

 

【河 崎
かわさき

（建
たつ

）委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

「地域
ちいき

移行
いこう

」の法定化
ほうていか

 

（47ページ
ぺ ー じ

） 

【説 明
せつめい

】１～７行
ぎょう

 

≪内 容
ないよう

≫ 

削 除
さくじょ

 

≪理由
りゆう

≫ 

【説 明
せつめい

】だと、精 神
せいしん

に関
かん

して 7万
まん

2000人
にん

の内
うち

2819名
めい

（3.9％）しか精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

地域
ちいき

移行
いこう

特 別
とくべつ

対 策
たいさく

事 業
じぎょう

を使
つか

って退 院
たいいん

していないとあるが、いわゆる社 会 的
しゃかいてき

入 院 者
にゅういんしゃ

のう

ちの退 院 者
たいいんしゃ

すべてが、「精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

特 別
とくべつ

対 策
たいさく

事 業
じぎょう

を使
つか

って退 院
たいいん

出来
で き

た人
ひと

」ではない。 

この事 業
じぎょう

を利用
りよう

せずに退 院
たいいん

を果
は

たした、いわゆる社 会 的
しゃかいてき

入 院 者
にゅういんしゃ

は何 十 倍
なんじゅうばい

もの数
かず

に

なる。 

また、【説 明
せつめい

】の文 章
ぶんしょう

では、精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

地域
ちいき

移行
いこう

特 別
とくべつ

対 策
たいさく

事 業
じぎょう

そのものが有 効
ゆうこう

で

はなかったことを 表 現
ひょうげん

しているのか、この 事 業
じぎょう

が精神科
せいしんか

病 院
びょういん

にとって利用
りよう

し辛
づら

い

事 業
じぎょう

だからこそこのような結果
けっか

だと表 現
ひょうげん

しているのか分
わ

かりづらい。 

また、詳 細
しょうさい

な分 析
ぶんせき

がなされていない中
なか

で、数値
すうち

だけが出
だ

されても正 確
せいかく

な情 報
じょうほう

として伝
つた

わらず誤解
ごかい

を招
まね

く恐
おそ

れがあるので削 除
さくじょ

すべきと考
かんが

える。 

 

【末 光
すえみつ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

地域
ちいき

移行
いこう

 素案
そあん

 

【表 題
ひょうだい

】「地域
ちいき

移行
いこう

」の法定化
ほうていか

 

47ページ
ぺ ー じ

 

【説 明
せつめい

】の 3行
ぎょう

～5行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

だがその成果
せいか

は非 常
ひじょう

に乏
とぼ

しい。障 害 者
しょうがいしゃ

分野
ぶんや

によって大
おお

きく異
こと

なる。平 成
へいせい

17年
ねん

10月
がつ

の
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身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

・知的
ちてき

障 害 者 向
しょうがいしゃむ

けの施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

139,009 人
にん

から 平 成
へいせい

21 年
ねん

10 月
がつ

には

136,016人
にん

と、3,000人
にん

しか減
へ

っていない（達 成 率
たっせいりつ

23％）が、地域
ちいき

移行
いこう

した者
もの

は同時期
どうじき

に

1万
まん

9,460人
にん

（14.0％）であり、新
あら

たな入 所 者
にゅうしょしゃ

の多
おお

くが介護者
かいごしゃ

の高齢化
こうれいか

や障 害 者
しょうがいしゃ

の

障 害
しょうがい

の重度化
じゅうどか

、病 気
びょうき

の併 発
へいはつ

等
とう

から地域
ちいき

生 活
せいかつ

が困 難
こんなん

となり施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

に至
いた

ったもので

大多数
だいたすう

が占
し

められている。新
あら

たな入 所
にゅうしょ

がなければ定 員
ていいん

削 減
さくげん

は目 標
もくひょう

を達 成
たっせい

できていた

はずである。 

≪理由
りゆう

≫ 

誤解
ごかい

を生
う

む内 容
ないよう

である。正 確
せいかく

な事実
じじつ

記 述
きじゅつ

が求
もと

められる。 

 

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１－１０地域
ちいき

移行
いこう

 

【表 題
ひょうだい

】「地域
ちいき

移行
いこう

」の法定化
ほうていか

 

【説 明
せつめい

】  

（47ページ
ぺ ー じ

３行 目
ぎょうめ

～） 

≪内 容
ないよう

≫ 

平 成
へいせい

17年
ねん

10月
がつ

の身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

・知的
ちてき

障 害 者 向
しょうがいしゃむ

けの施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

139,009人
にん

から平 成
へいせい

21年
ねん

10月
がつ

には 136,016人
にん

と、3,000人
にん

しか減
へ

っていない（達 成 率
たっせいりつ

23％）（本 文
ほんぶん

より） 

としているが、退 所
たいしょ

しても新
あら

たに待機者
たいきしゃ

等
とう

が入 所
にゅうしょ

するために減
へ

らないのであり、実 際
じっさい

の退
たい

所 者
ところしゃ

は 5年 間
ねんかん

で知的
ちてき

入 所
にゅうしょ

系
けい

施設
しせつ

だけで 25,826人
にん

（17年
ねん

5493人
にん

、18年
ねん

6,265人
にん

、

19年
ねん

4,572人
にん

、20年
ねん

4,434人
にん

、21年
ねん

5,062人
にん

、日本
にほん

知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

協 会
きょうかい

全 国
ぜんこく

調 査
ちょうさ

よ

り）が退 所
たいしょ

している。この文 言
ぶんげん

では誤解
ごかい

を招
まね

くので、正 確
せいかく

な表 現
ひょうげん

にする必 要
ひつよう

がある。 

≪理由
りゆう

≫ 

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

に退
たい

所
ところ

可能
かのう

な利用者
りようしゃ

が存 在
そんざい

することは事実
じじつ

であるが、入 所
にゅうしょ

待機者
たいきしゃ

がいるこ

ともまた事実
じじつ

である。 

 

【奈良崎
ならざき

委員
いいん

】 

Ⅰ－１０ 地域
ちいき

移行
いこう

／地域
ちいき

移行
いこう

の法定化
ほうていか

 

ルビ
る び

84ページ
ぺ ー じ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

（追加
ついか

） 
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「移行先
いこうさき

」となる地域
ちいき

については、障 害 者
しょうがいしゃ

だけがまとまって暮
く

らすのではなく、さまざ

まな住 民
じゅうみん

がともに暮
く

らせる生 活
せいかつ

環 境
かんきょう

を目指
め ざ

す。 

≪理由
りゆう

≫ 

地域
ちいき

移行
いこう

が進
すす

んだ先
さき

の地域
ちいき

そのもののあり方
かた

について、一 定
いってい

の考
かんが

え方
かた

を示
しめ

す必 要
ひつよう

が

ある。 

  

【増田
ますだ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

47ページ
ぺ ー じ

 

表 題
ひょうだい

 「地域
ちいき

移行
いこう

」の法定化
ほうていか

を修 正
しゅうせい

 

結 論
けつろん

 修 正
しゅうせい

と追加
ついか

 

≪内 容
ないよう

≫ 

社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

・社 会 的
しゃかいてき

入 所
にゅうしょ

の問 題
もんだい

を解
かい

決
けっ

するために「地域
ちいき

移行
いこう

」の法定化
ほうていか

を図
はか

る 

結 論
けつろん

部分
ぶぶん

の下
した

の○を上
うえ

に持
も

ってくる．その上
うえ

で，国
くに

は，「社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

，社 会 的
しゃかいてき

入 所
にゅうしょ

を早 急
さっきゅう

に解
かい

消
しょう

するために」と加筆
かひつ

し，地域
ちいき

移行
いこう

を促 進
そくしん

することを法
ほう

に明記
めいき

し……とす

る． 

≪理由
りゆう

≫ 

社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

・社 会 的
しゃかいてき

入 所
にゅうしょ

の解 決
かいけつ

は緊
みしと

急 課 題
きゅうかだい

であり，そのことを強 調
きょうちょう

すべきであ

る． 

  

【山
やま

本
もと

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１－１０ 地域
ちいき

移行
いこう

 

４７ページ
ぺ ー じ

 

結 論
けつろん

 

≪内 容
ないよう

≫ 

「長 期
ちょうき

の入 院
にゅういん

入 所 者
にゅうしょしゃ

は国 策
こくさく

による人 権
じんけん

侵 害
しんがい

の被害者
ひがいしゃ

であり、国家
こっか

による緊 急
きんきゅう

の

人 権
じんけん

回 復
かいふく

措置
そ ち

の対 象
たいしょう

である」を追加
ついか

 

≪理由
りゆう

≫ 

精 神
せいしん

病 院
びょういん

の入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

の年 齢
ねんれい

分布
ぶんぷ

（認 知 症
にんちしょう

の方
かた

の入 院
にゅういん

を除
のぞ

く）は段 階
だんかい

の世代
せだい

よ

り尐
すこ

し前
まえ

にあり、ライシャワ
ら い し ゃ わ

ー事件
じけん

以降
いこう

の強 制
きょうせい

入 院
にゅういん

の被害者
ひがいしゃ

であり、これら超 長 期
ちょうちょうき
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入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

は緊
みしと

急
きゅう

に解
かい

決
けっ

されるべき人 権
じんけん

問 題
もんだい

であるが、今
いま

までの退 院
たいいん

促 進
そくしん

事 業
じぎょう

等
とう

ではこのそうはほとんど退 院
たいいん

できておらず、死亡
しぼう

退 院
たいいん

となっている。 

  

【山
やま

本
もと

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１－１０ 地域
ちいき

移行
いこう

 

４７ページ
ぺ ー じ

 

結 論
けつろん

部分
ぶぶん

の二
ふた

つ目
め

の○ 

≪内 容
ないよう

≫ 

「地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

１０ヵ年
かねん

戦 略
せんりゃく

」ではなくて、「 長 期
ちょうき

入 院
にゅういん

入 所 者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

緊 急
きんきゅう

プロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

」とすべきであり、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

に法定化
ほうていか

し、１年 間
ねんかん

集 中
しゅうちゅう

したプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

が必 要
ひつよう

 

≪理由
りゆう

≫ 

地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

は総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

総 体
そうたい

として行
おこな

うべきものであり、今 回
こんかい

の素案
そあん

ですでに

項 目
こうもく

立
た

てされている。 

地域
ちいき

基盤
きばん

充 実
じゅうじつ

をここに書
か

くのはおかしい 
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Ⅰ－１０ 地域
ちいき

移行
いこう

 

【表 題
ひょうだい

】「地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

１０カ年
かねん

戦 略
せんりゃく

」（仮 称
かしょう

）における地域
ちいき

移行
いこう

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

 

 

【朝比奈
あさひな

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

48ページ
ぺ ー じ

 地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

10 か年
ねん

戦 略
せんりゃく

における地域
ちいき

移行
いこう

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

 

≪内 容
ないよう

≫ 

地域
ちいき

移行
いこう

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

は、相 談
そうだん

支援
しえん

における本 人
ほんにん

中 心
ちゅうしん

支援
しえん

計 画
けいかく

と重
かさ

なり合
あ

うものである。

よって「地域
ちいき

移行
いこう

・定 着
ていちゃく

支援
しえん

を行
おこな

う拠 点
きょてん

」は、独自
どくじ

のものとして考
かんが

えるのではなく相 談
そうだん

支援
しえん

体 制
たいせい

のなかで位置
い ち

づけるべき。 

  

【増田
ますだ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

48ページ
ぺ ー じ

  

表 題
ひょうだい

 「地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

10ヵ年
かねん

戦 略
せんりゃく

」（仮 称
かしょう

）における地域
ちいき

移行
いこう

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

 加筆
かひつ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

「地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

10ヵ年
かねん

戦 略
せんりゃく

」（仮 称
かしょう

）における地域
ちいき

移行
いこう

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

と地域
ちいき

定 着
ていちゃく

支援
しえん

とす

る 

≪理由
りゆう

≫ 

地域
ちいき

相 談
そうだん

支援事
しえんこと

業 者
ぎょうしゃ

が拡 充
かくじゅう

されれば，そのためのセンタ
せ ん た

ーを特 別
とくべつ

に設置
せっち

する必 要
ひつよう

は

ない． 

 

【増田
ますだ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

結 論
けつろん

 14行 目
ぎょうめ

～16行 目
ぎょうめ

 を修 正
しゅうせい

  

≪内 容
ないよう

≫ 

「市
し

・ 圏 域
けんいき

ごとに地域
ちいき

移行
いこう

・ 定 着
ていちゃく

支援
しえん

を行
おこな

う拠 点
きょてん

としてセンタ
せ ん た

を設置
せっち

する」から

「市 町 村
しちょうそん

の地域
ちいき

相 談
そうだん

支援事
しえんこと

業 者
ぎょうしゃ

が拠 点
きょてん

として地域
ちいき

移行
いこう

・定 着
ていちゃく

支援
しえん

を行
おこな

うセンタ
せ ん た

ー

としての機能
きのう

を果
は

たす 
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【山
やま

本
もと

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

４８ページ
ぺ ー じ

 

「地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

１０ヵ年
かねん

戦 略
せんりゃく

」における地域
ちいき

移行
いこう

プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

 

「長 期
ちょうき

入 院
にゅういん

入 所 者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

緊 急
きんきゅう

プロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

」 

≪内 容
ないよう

≫ 

必 要
ひつよう

なのは本 人
ほんにん

の懐
ふところ

に入
はい

る金
きん

、支援
しえん

、住 宅
じゅうたく

である、 

金
きん

については、生 活
せいかつ

保護
ほ ご

を全 額
ぜんがく

国庫
こっこ

負担
ふたん

で本 人
ほんにん

につけることも必 要
ひつよう

 

入 院
にゅういん

入 所 中
にゅうしょちゅう

から地域
ちいき

の介護
かいご

がパーソナルアシスタント
ぱ ー そ な る あ し す た ん と

として使
つか

えるべきである。 

センタ
せ ん た

ーを作
つく

るピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

などといわれているが、こうした組織
そしき

を作
つく

れば組織
そしき

の乱 立
らんりつ

となるので、アドボケイト
あ ど ぼ け い と

を目 的
もくてき

とした相 談
そうだん

支援
しえん

のところで書
か

いた組織
そしき

が担
にな

うべきであ

る 

≪理由
りゆう

≫ 

退 院
たいいん

に向
む

けた準 備
じゅんび

金
きん

および退 院
たいいん

に向
む

けた活動費
かつどうひ

保 障
ほしょう

がない。精 神
せいしん

病 院
びょういん

入 院 中
にゅういんちゅう

の

無年金者
むねんきんしゃ

や年 金
ねんきん

だけが収 入
しゅうにゅう

のものは入 院
にゅういん

費用
ひよう

を払
はら

えばマイナス
ま い な す

であり、交通費
こうつうひ

すら

ままならない 

さらに生 活
せいかつ

保護
ほ ご

受 給 中
じゅきゅうなか

であっても日用品費
にちようひんひ

ぎりぎりまで、小遣
こづか

い銭
ぜに

管理用
かんりよう

ロッカー使
ろ っ か ーつ か

用 量
ようりょう

その他
た

さまざまな名 目
めいもく

で保険外
ほけんがい

の支 出
ししゅつ

を強
し

いられており、タバコ代
たばこだい

もないのが

実 態
じったい

 

本 人
ほんにん

が地域
ちいき

でヘルパ
へ る ぱ

ーを使
つか

うためには入 院
にゅういん

注 入
ちゅうにゅう

書 中
しょちゅう

からヘルパ
へ る ぱ

ー自身
じしん

が本 人
ほんにん

となじ

み訓 練
くんれん

される必 要
ひつよう

がある 

いくつもの事 業
じぎょう

組織
そしき

は無駄
む だ

であり、一本化
いっぽんか

したアドボカシ
あ ど ぼ か し

ー組織
そしき

が訪 問
ほうもん

や同 行
どうこう

など行
おこな

うことが必 要
ひつよう

、 
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Ⅰ－１０ 地域
ちいき

移行
いこう

 

【表 題
ひょうだい

】「地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

１０カ年
かねん

戦 略
せんりゃく

」（仮 称
かしょう

）における地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

計 画
けいかく

 

 

【奈良崎
ならざき

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

Ⅰ－１０ 地域
ちいき

移行
いこう

／「地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

10カ年
かねん

戦 略
せんりゃく

」における地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

計 画
けいかく

 

ルビ
る び

88～89ページ
ぺ ー じ

  

≪内 容
ないよう

≫ 

（追加
ついか

） 

定 員
ていいん

が一
いち

定 数
ていすう

を超
こ

えるなど大規模
だいきぼ

なグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

については、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

や病 院
びょういん

同 様
どうよう

に入
いり

居 者
きょしゃ

への聴
き

き取
と

り調 査
ちょうさ

を行
おこな

う。 

また、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の整
ただし

備
そなえ

にあたっては、大規模化
だいきぼか

・多棟化
たむねか

を防
ふせ

ぐ仕組
し く

みを設
もう

ける。 

≪理由
りゆう

≫ 

すでにグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の大規模化
だいきぼか

は問 題
もんだい

となっており、新 法
しんぽう

の制 定
せいてい

にあたってはその

内 容
ないよう

や規模
き ぼ

を検
けん

証
あか

し、生 活
せいかつ

環 境
かんきょう

や規模
き ぼ

などの面
めん

から事 実 上
じじつじょう

、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の代 用
だいよう

と

なっているグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

については、「10カ年
かねん

戦 略
せんりゃく

」の対 象
たいしょう

とする必 要
ひつよう

がある。 
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Ⅰ－１０ 地域
ちいき

移行
いこう

 

【表 題
ひょうだい

】施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

について 

 

【石 橋
いしばし

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

【表 題
ひょうだい

】施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

について 

【結 論
けつろん

】 

５０ページ
ぺ ー じ

 ７行 目
ぎょうめ

（３つ目
め

の○） 

≪内 容
ないよう

≫ 

追加
ついか

 

促 進
そくしん

しつつ、短期
たんき

入 所
にゅうしょ

（ショートスティ
し ょ ー と す て ぃ

）、レスパイト
れ す ぱ い と

を含
ふく

めたセーフティネット
せ ー ふ て ぃ ね っ と

とし

ての 

≪理由
りゆう

≫ 

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

を地域
ちいき

で生 活
せいかつ

する上
うえ

でのセーフティネット
せ ー ふ て ぃ ね っ と

として必 要
ひつよう

なため 

 

【河 崎
かわさき

（建
たつ

）委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

について 

（51ページ
ぺ ー じ

） 

【説 明
せつめい

】13～14行
ぎょう

 

≪内 容
ないよう

≫  

削 除
さくじょ

 

≪理由
りゆう

≫ 

地域
ちいき

移行
いこう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

のメンバ
め ん ば

ーとして施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

についての説 明
せつめい

の部分
ぶぶん

を見
み

ると「また、

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

から地域
ちいき

生 活
せいかつ

移行
いこう

をする際
さい

には、地域
ちいき

移行
いこう

ホーム
ほ ー む

、退 院
たいいん

支援
しえん

施設
しせつ

等
とう

のように、

同 一
どういつ

敷地内
しきちない

に移行
いこう

のための施設
しせつ

を設置
せっち

するべきではない。」と書
か

かれているが、十 分
じゅうぶん

議論
ぎろん

がされていない中
なか

で断 定 的
だんていてき

な書
か

き方
かた

をするべきではない。（問 題
もんだい

提起
ていき

としていれるので

あれば、表 現
ひょうげん

を変
か

える必 要
ひつよう

がある。） 
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【末 光
すえみつ

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

【表 題
ひょうだい

】施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

について 

50ページ
ぺ ー じ

 

【説 明
せつめい

】の 2行 目
ぎょうめ

 

≪内 容
ないよう

≫ 

しかし、施設
しせつ

からの地域
ちいき

生 活
せいかつ

への移行
いこう

と定 員
ていいん

削 減
さくげん

が進
すす

んでいない。 

≪理由
りゆう

≫ 

上 記
じょうき

理由
りゆう

から削 除
さくじょ

が望
のぞ

ましい。 

  

【中 原
なかはら

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

１－１０地域
ちいき

移行
いこう

 

【表 題
ひょうだい

】施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

について 

【結 論
けつろん

】  

 2 つ目
め

の○ 

（50ページ
ぺ ー じ

） 

≪内 容
ないよう

≫ 

○施設
しせつ

は、入 所 者
にゅうしょしゃ

に対
たい

して、地域
ちいき

移行
いこう

のための事 業
じぎょう

を実施
じっし

し、原 則
げんそく

として退 所
たいしょ

・退 院
たいいん

を目 標
もくひょう

にした「個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

」……… 

≪理由
りゆう

≫ 

ここでは入 所
にゅうしょ

のことしか述
の

べられていないので、退 院
たいいん

は削
けず

除
じょ

しても良
よ

い。 
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Ⅰ－１０ 地域
ちいき

移行
いこう

 

その他
た

 

 

【西 滝
にしたき

委員
いいん

】 

≪該 当
がいとう

箇所
かしょ

≫ 

I－９ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

 

【表 題
ひょうだい

】地域
ちいき

生 活
せいかつ

を営
いとな

む上
うえ

で必 要
ひつよう

な社 会
しゃかい

資源
しげん

 

及
およ

び 

Ⅰ－10 地域
ちいき

移行
いこう

 

≪内 容
ないよう

≫ 

【結 論
けつろん

】 

・施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

、通 所
つうしょ

を必 要
ひつよう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

のために、施設
しせつ

の整備
せいび

・拡 充
かくじゅう

を明記
めいき

 

≪理由
りゆう

≫ 

障 害 者
しょうがいしゃ

の 地域
ちいき

移行
いこう

に つ い て 異論
いろん

は な い が 、 ろ う 重 複
じゅうふく

障 害 者
しょうがいしゃ

の よ う に 、

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

も含
ふく

めて特 別
とくべつ

なニーズ
に ー ず

を持
も

ち、支援
しえん

を要
よう

する障 害 者
しょうがいしゃ

の場合
ばあい

、施設
しせつ

の

入 所
にゅうしょ

、通 所
つうじょ

が必 要
ひつよう

な場合
ばあい

がある。 

 


